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巻首図版2 I地区の遺構 （上 ：石列と瓦列 下 ：瓦列）



巻首図版3 ]]地区の遺構 (t: 1号窯 下 ：2号窯）





序

本野は、県庁舎建設局からの分任を受けて、 1986年度から1987年度にかけて、県庁舎建設工事に伴っ
て実施した調査成果の報告也であります。

県庁舎の建設は行政棟、議会棟、菩察棟0)3棟の主要施設に区分けされ建設が進められていますが、
本報告書は最初に着工しました行政棟の建言皮に関わって発掘された調査記録であります。
湧田古窯跡は17世紀代に開設された窯業;f:せの一つであります。古くは琉球王府が編纂した文献に湧田
窯創建の記録があり、その実際の存在が発杭t調査によって確認されたことになります。数々の出土品と
ともに重要な遺構が検出されました。これまで沖縄の窯業史研究では、登り窯が伝統的な窯の形態であ
るとされてきましたが、従来の見解を覆す可Z窯構造が確認され、沖縄窯業史の研究に一石を投じること
になりました。

平窯そのものは日本本土にも古くから見られますが、湧田窯の例のような形状をもつものはなく、そ
の類例は中国、東南アジアに分布すると言b れております。湧田窯は、沖縄の窯業技術の源流の解明に、
きわめて堕要な手がかりをもたらす第一級<V考古臼料と言えます。また、これまで沖縄各地の近世の村
落辿跡から 、 湧田焼きと目される陶器がかな~ り出土しておりますが、今回の発掘調査の成果によりその
資料の比較研究がある程度可能になりました。これにより、近世琉球の窯業地と生産地の商品流通の構
造、範囲の様相の一端を窺い知ることが出来げこと言えます。
今日の壷屋窯は湧田焼、知花焼などの古窯紅)5移転統合してできたものであると文献に記録されていま
すが、湧田窯は今日につながる沖縄の伝統的1地場産業（窯業）のルーツの一つとしての記念物であった
と言えます。

末尾になりましたが、本報告書が文化財~謡港想！の普及や地域の文化財並びに歴史に対する認識と理
解を深め、さらに学術研究の一助 ともなれば~いに存じます。
なお、発掘調査及び貧料整理作業にあたり 、多大なるご協力を頂いた関係各位に対して深く感謝いた
します。

平成5年3月

沖縄県教育委員会

教育長 津留健二
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1. 本柑は1986年度から1987年度に県教育委員会文化課が
県庁舎建設局から分任を受けて、県庁舎行政

棟の建設に伴って発掘調査された成果報告魯である。

2. 第2号窯と第1号窯の2基の切りとり保存作業につい
ては、奈良国立文化財研究所の保存科学研究

室の沢田正昭氏と肥塚隆保氏の御協力を得ました。謝
意を表します。

3. 第II章で掲載した 「那覇読史地図」（明治初年の那覇
）は嘉手納宗徳氏の製作によるものである。

4. 第III章で使用した2500分の1の国土基本図は建設省国
土地理院発行によるものである。

5. 陶磁器の鑑定は佐賀県立九州陶磁文化館学芸課長大橋
康二氏の協力を得ました。記して謝意を表し

ます。

6. 地磁気年代測定を島根大学の伊東睛明教授と時枝克安助
教授の協力を得ました。

記して謝意を表します。

7. I地区から検出された人骨の鑑定については長崎大
学医学部第二解剖学教室の松下孝幸助教授の協

力を得ました。記して謝意を表します。

8. 獣 ・魚骨の同定については、早稲田大学考古学研究室
の金子浩昌氏の協力を得ました。記して謝意

を表します。

9. 各章の執筆分担は次の通りである。

大城慈（第I章、第II章、第III章、第v章第16節～第21節、第VJ章）

島袋洋（第IV章、第V章第15節）

金城亀信（第V章第10節～第14節）

豊見山禎（第V章第1節～第3節、第9節、第22節、第
23節）

長嶺均（第v章第4節～第8節）

金子浩昌（第V章第24節）

10. 本唐に掲載した追物の写其は上原明 ・矢沢秀雄の撮影
によるものである。

11. 発掘調査で出土した迫物及び報告書作成の為の実測
固 ・写真類などの記録は全て、県教育委員会文

化課資料室にて保管している。

12. 本追跡の発掘調査にあたって文化庁及び奈良国立文
化財研究所の指専 ・助言を頂いた。記して感謝

を表したい。

13. 本密に表した高度値は、海抜高である。

14. 切り取り保存された第2号窯は県立博物館の構内に
おいて仮保管中であり、第1号窯については那

覇市壺屋地区に保管展示の予定である。

15. 観察表の計測値の単位は全てcm,gである。

遺物実測凡例

釉薬と釉薬のさかい

稜線C

（不明椋な線）

稜線a

（明様な線）

アルミナ ・砂目の範囲

遺構図凡例

ロかっ色粘土層
．．．． ：らを．．．．：瓦包含

ロ赤褐色土層

D レンガ ［口］黄粘土

冒言也山
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第 1図 沖縄本島及び那覇市の位置
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第 I章調査に至る経緯

第1節調査に至る経緯

琉球政府時代に現在の那覇市泉崎1-2-2の敷地に建設された県庁舎は戦後間もなく米軍政府、及

び民政府として政治の中枢機関が集中した場所であり、現在にまで至っている。

昭和28年に建設された各建物が40年間において、老朽化と新しい県民のニーズに対応できる施設とし

ては狭あいなことから新庁舎建設が昭和58年12月に決定され現在の地に建設される運びとなった。

新しい県庁舎建設については、昭和58年に県庁舎建設基本構想、昭和59年に基本計画が実施された。建

設基本構想の中では、行政棟、議会棟、野察棟の主要建物に区分され建設が進められている。

昭和61年度からは旧庁舎の建物の解体工事の後、行政棟の建設工事に入っていった。ところが、現庁

舎敷地は湧田と呼称した窯業を中心とした村跡でもあった。古くは17世紀の始めに、この地域に窯業が

開設されたことが文献に登場してくるところであり、琉球最大の窯場であったことで知られていたとこ

ろである。戦後の焼け野原から復典して近代的な建物が建ち並んだことから、詳細な発掘調査が実施

される機会がないまま長い間ベールに包まれてきた経緯がある。但し、付近一帯の様相は文献や焼き物

が個人住宅や道路改良工事などからもしばしば遺物が採集されていたことから、焼き物の村として早く

から周知されていたところでもある。戦時中膨大な戦禍を受けたことから、あるいはその後の旧庁舎建

設の際に旧来の地形が大きく変貌したとはいえ構内には、まだ緑地帯として残されてきた場所もあった

ことから工事の実施の際にも建設部局に対して、旧湧田村が存在していたことや工房跡や遺物が地下に

存在していることの状況を説明した。

その後、県庁舎建設局側から湧田古窯跡の取扱いについて調整があった。それに対し、県文化課から

追物が出土した時点での連絡方を申し入れた。ところが、実質的な工事が入る直前においても双方の調

整がなされないまま工事が先行してしまった状況であった。すでに地下への掘削が始まっており、その

中から移しい砿の瓦片が掘り出されたことから県庁舎建設局へ埋蔵文化財としての取扱いとともに発掘

調査の必要性があることを申し入れた。発掘調査に入った時には一部土取り工事が入っており搬出が行

われていた。協議調整の結果は緊急発掘調脊という形で建設局からの調査野で実施された。

調査は遺跡の広がりを確認することから始められた。 1986年10月~12月にかけて範囲確認調査を実施

し、 引き続き同年12月~1987年 8 月にかけて記録保存の為の発掘調査を実施した。調査面栢は約5 , 000m'

の広大な範囲に及んだ。工事区内は、遺跡に支障のないところは、工事の進歩状況との関連から変則的

な発掘調査となった。 工事現場内での調査となったことから作業員の安全管理の面に調査員の対応に苦

應した。

調査の途中から工事がストップした中で長い発掘調査が実施された。以後、建設局と文化課との連絡

会議がもたれた。 工事着手前の詳細な協議調整がとられなかったことが、行政棟の竣工を大幅に遅らせ

る要因であったと考える。

発掘調査の結果は、膨大な祉の瓦、塘を中心とする追物とともに窯跡や工房跡を示す遺構がほぽ完全

な形で検出されたことで、一気に湧田村の古窯の形態が浮かび上がってきたといえる。沖縄における窯

業技術の系譜と展開を知る上で重要な追跡の一つであったことがあらためて確認されたと言えよう。
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第2節調査体制

湧田古窯跡は、県庁舎敷地の全域に広がっており作業場、粘土取り場、窯、不良品廃棄場、製品置き

場等が確認され、窯場工房の様相が立体的に把賑できた。

発掘調査は1986年12月から1987年8月までの約9ヶ月の長期に及び県文化課の職員が調査にあたった。
また出土した資料については7年間の歳月をかけて水洗いからナンバーリング、分類、実測、写真等と
細分化され整理されてきた。コンテナ総数933箱の膨大な鉗にのぼった。
調査体制は発掘調査から資料整理、報告書の刊行まで含めて下記の通りであった。

調査組織

調査主体・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...沖縄県教育委員会

教育長・・・・・・・・・・・・・...…• ….. ….. 米村幸政 （昭和61年度～昭和62年度）
I) .............................. 池田光男 （昭和63年度）

／） ・・・・・・••………・ ….. …... 翡良清敏 （平成元年～平成2年度）
I/ ... ... •. ……• ・・・・・・・・・・・・・・・津留健二 （平成3年度～平成4年度）

文化課課長…………………••比嘉賀幸 （昭和61年度～昭和62年度）
II .............................. 宜保栄治郎（昭和63年度～平成3年度）
II ............................. 金城功 （平成4年度）

文化課課長補佐••……………•西平守勝 （昭和61年度）
／） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・糸数兼治 （昭和61年度）

II .............................. 当間一郎

II .............................. 平田典進

II .............................. 上江洲均

I} ••....••• • .••.••. ••••.•••.. •.. 伊佐真一

/} ........... •..•.....•.• •••• ・・・知念 勇

II ........................... ・・・）II満一成

調森事業事務

文化振興係長・・・・・・………………小橋川順市（昭和61年度～昭和63年度）

（昭和62年度～昭和63年度）

（昭和62年～平成元年度）

（平成元年度～平成2年度）

（平成3年度～平成4年度）

（平成4年度）

（平成4年度）

I) •...••..••..•••••• • •••••.••... 仲里哲雄

文化振興係 ・ 管理係長・・・……•••大村光仁

主事・・・・・・・・・・・・・..本郷公朗

II ............... 当間勉

（昭和63年～平成2年度）

（平成3年度～）

（昭和61年度～昭和62年度）

（昭和61年度）

II ・ ・ …………•大山京子 （昭和61年度～昭和62年度）
I/ ... …………照喜名玲子（昭和62年度～昭和62年度）
II ...... ………運天政弘 （昭和62年度～昭和63年度）
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（昭和63年度～平成2年度）

（昭和63年度～平成元年度）

（平成元年度～平成2年度）

（平成元年度～平成3年度）

（平成元年度）

（平成3年度～）

（平成2年度～平成 4年度）
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主事……………比嘉美代子（平成3年度～平成4年度）

II ……………上間尚子 （平成3年度～平成4年度）

調査事業総括

埋蔵文化財係長…•…………••安里嗣淳

）／ .................• 大城慧

発掘調査員

主任専門員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岸本義彦

)/ ..................... 島袋洋

II ..................... 金城亀信

専門員・・・・・・・・・・・・・・・......豊見山禎

II ・ ・ ・・.... ・ ・・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・ 長嶺均

（昭和61年度～平成2年度）

（平成3年度～）

臨任•………………•島 弘（現那覇市教育委員会）

II ….. ……………•大田宏好（現北中城村教育委員会）

II …………………照屋孝（現具志川市教育委員会）

II ・ ………………••大城剛（現具志川市教育委員会）

）／ …………………松川 章（現浦添市教育委員会）

II ・ ・ ・ …... ….... …• 花城潤子（現沖縄福祉専門学校）

)／ •…………•……•大城秀子（現知念村教育委員会）

）） ．．． ．． ．．． ． ． ．． ．． ．． ．．．．•上地千賀子

発掘調査補助員・・・・・・…………比漑優子

II ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 城間千栄子

)） ………•……•西）II寿勝（奈良大学学生）

発掘調査協力員………………小渡清孝

/) ………………宮城篤正（浦添美術館館長）

・・・・・・・・・・・・・....多和田真淳 （故人）

)J ………………池田栄史（琉球大学助教授）

JJ • ……………••渡辺誠（名古屋大学教授）

発掘調査作業員

西原春子、席田三戸、嵩田春、仲宗根節子、大野幸子、大城輝子、東風平洋子、小橋川幸子、呉屋

光子、糸数トヨ、金城吉克、照屋光江、金城洋子、新垣シゲ、上原昭子、｛義間トヨ、古波津サト子

糸数文子、仲里敏子、与那嶺良子、宮城サダ子、備瀬枝美子、山崎律子、長嶺洋子、大城帝子、 上

原由美子、辺土名キヨ子、名城節子、大村由美子、上原美智子、大城鈴枝、比嘉まり子、小橋川恵

子、金城敬子、金城登美子、山田由子、並里富子、宮城朝子、大城ひとみ、大濱光子、謝花和子、

大城美枝子、運天勝江、川上益子、安慶田和美、仲村トヨ子、名城洋子、瑞慶山峯子、金城文、新

垣ふじ子、石嶺弘子、石橋朝子、神門美智子、栗山初美、古波津徳子、城間千鶴子、平良江利子、

高野愛子、松本道代、屋宜ミヨ、真境名文子、与那剃真理子、小嶺祠子、津波キヨ子、西銘パトロ

シニア、仲村トヨ、与那覇勢津子、平田春枝、前原静江、新川常子、名城文子、松田貞子、佐久間

尚美、呉屋光子、金城美枝子、呉屋正一、玉城善徳、幸地ヨシ子、玉城富子、麓幸子、古波津ヨシ

子、古波津政子、幸地克信 （敬称略）
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資料整理作業員

大村由美子、金城敬子、川上益子、宮城サダ子、上原美智子、大城鈴枝、安慶田和美、辺土名キヨ

子、比嘉まり子、鳩間利恵子、与儀恵子、仲元知枝、神谷よしえ、池原直美、浜元春江、手嶋永子、

金城礼子、上原博美、大城聖子、平良貞枝、小沢紀美子、新垣直美、喜納久美子、高良昌美、宮良

栄子、高良三千代、小嶺諸子、玉寄智恵子、瑞慶覧尚美、金武雅子、譜久村郁子、川満美賀子、外

間峰子、比嘉優子、大城勝江、照屋利子、上原園子、城間千鶴子、仲宗根三枝子、我那覇悠子、外

問瞳、当山慶子、崎原美智子、池田悦子、仲嶺朋恵、杉山知寿子、西銘パトロシニア、平良貴子、

津波古良子、備瀬枝美子、石橋朝子、座問味美津子、源河秀子、安和千代子、高宮とり

第II章位罹と環境

湧田という呼称は、古くは那覇市の四町（西町、東町、若狭町、泉崎町）の一つで、現在の那覇市泉

崎 l丁目 2番2号（北緯26度12分31秒、東経127度40分59秒）付近の一角を形成し、旧上泉町とされてい

たところである。湧田焼の窯業生産の地として、湧田村として知られ、活気を呈していた地域の一つで

あったとされている。

泉崎は識名丘陵の続きで、安里川と國場川との間を走って、古波蔵から城岳の丘阜を越し、那覇江に

と突出する一半島であったされている。いわゆる那覇港へ流入する入り江の近くに形成された丘陵縁辺

部の村である。地形的には現在の楚辺や城岳一帯が琉球石灰岩の丘陵地が広がり、西側（現在のバスター

ミナルや那覇市役所）にかけては湿地帯がひろがる水田地であったとされている。さ らに通堂町から奥

武山一帯は現在でこそ地続きであるが、その昔は小さな浮島を形成する島嶼であり、交通の手段も小舟

を利用したものであった。西海の水は若狭町 ・泊の両丘陵の間に広がって潟原一邸を没し、遠く識名坂

の下に迫り、近くは上の毛から松尾山、上の蔵に断続する丘陵の裾を洗って久茂地川に落ち、甲辰橋下

などは近世まで湾入して爬龍舟を引き上げた位で、中島小掘や、内兼久附近は入江で、東の先一帯は砂

濱を為し、中島は名の通り中州で、西東の地は浮島と唱えられ今の通堂町の渡地が川向の垣花渡り口の

「スラ場」から奥武山などと共に点々散在する島嶼であった」と 「南島風土記jの中の泉崎の目のなか

で記述している。

古くは1838年（尚育4)の冊封の冠船渡来に来た中国の人々への飲料水供給のためにも重宝されるな

ど、湧田井の管理なども行われている。その碑文などが1865年（尚泰18)に建立されているが去る第二

次大戦で破壊され、現在はその跡形もない。この地が首里王府のお抱えの窯業生産地として多くの焼き

物を生産しており、特に1616年に尚豊の王命により、薩摩から朝鮮（高麗人）の一六、一官、三官など

の陶工を連れて帰り、焼き物の技術を伝授している。沖縄の代表的な陶工である平田典通 ・仲村渠致元

らもここ湧田村で作陶業に精を出したと言われている。

1682年に現在の壷屋町に窯場が統合されるまでの65年余の間、古窯を形成した陶業の村としての琉球

最大の中心的役割を担った窯業地の一つであったとも言える。また、壷屋への統合は1682年を境に一度

に移されたものではなく段階的に移っていったとする見方もある。

その後、明治期から大正、昭和の初め（戦前）に至るまで沖縄県庁や県立図書館などが建ち並ぶ那覇

市の中心地であった。しかしながら去った大戦において那覇市はもとより、沖縄全域が 「鉄の暴風」が

吹き荒れまったくの廃虚と化した。戦後の復興の中から再び現在の地に民政府が設闘され、文字どおり

政治、経済の中核を占め現在に至っている。県庁周辺には旧来の古いたたずまいが急速に消失し地形や

自然環境が大きく変貌した。
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第III章調査経過

調鉦は昭和61年度に湧田古窯跡の範囲確認調査を実施するとともに、同年12月には追物の誠とその広

がりから記録保存の為の緊急発掘調査が実施された。行政棟建設工事に伴う範囲確認調査については、

グリッド掘りによる坪掘りによったところが大きいが、迎構の確認は出来なかったものの瓦、碍を中心

とした荒焼の焼き物が数多く出土した。

行政棟が建設される場所は、楚辺、城岳あたりの丘陵地から次第に泉崎あたりにかけてゆるやかに傾

斜していく地形であり丘陵地の縁端部にあたる。その昔は丘陵の西側端部にかけては泥地などの海岸線

が複雑に入り組んだ場所であった。湧田村が形成されていた場所は広範囲に及んでおり窯跡も広範囲に

及んでいる。行政棟地区に限定して見るならば瓦窯と塘、上焼等その他日常に利用した製品が出土して

いる。工房と窯場が同一面において検出されたことで、窯業地の形態の一端を把握することが出来た。

調査の中では窯と製品の保管、粘土の採取場、工房とそれぞれの状況が把握されたことから湧田の窯

業生産地としてのセット関係が明確に把握することが可能になった。発掘調壺は約9ヶ月間を要した。

当初予想していた以上に遺物の屎が膨大にのぽり、遣跡の残存状況が良好であることが確認された。そ

の結果を示すものとして、窯、瓦列、井戸、建物跡の一部等が検出された。中でも第1号窯から第6号

窯が検出されたことは照嘆の念を念じえなかった。特に第3号窯についてはほぽ原形を保った状態であっ

たことから切り取り保存で処理することが調査の中途において決定された。窯業の構造形態から切り取

り保存の第1号となった。窯の構造については、これまでの登り窯と考えられていた形態に逆行する も

0)で平窯の構造で造られたものであった。旧建物と建物の問やグリーンベルト地帯として使われていた

場所については追構がよく残っていた。

しかしながら工事との関連から現地に保存できるまでの調整には至らず全て記録保存による調査で消

滅することになった。中途からの調整に入ったことから、建設局と文化財保談当局との協議が頻繁にも

たれたが、結果は一部工事を続行しながら長期問に亘る調査となった。一部の切り取り保存の追構の他

は全て写真、記録、などが残り報告雷にその状況をまとめた。
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第IV章層序と遺構

第 1節 I地区

本地区は今回の調査対象地域の北側一帯で、瓦層やジャリ陪、焼土層などが部分的な広がりで認めら

れたり、中国産陶磁器の集中部や瓦を縦に積み重ねた瓦列遺構、石積み遺構、レンガを積んだ遺構そし

て4基の窯跡、 5基の井戸（掘りぬきのもので、周囲に石灰岩を配す）など多種多様な遺構が検出され

ている。また、出土した膨大な遺物磁もさることながら、多岐にわたる豊富な内容も本地区の空間的な

位置付けを物語っているようである。以下、本地区で確認された層序と検出された遺構の概略を記す。

1. 層序

全体的にみると瓦層、ジャリ層、焼土層が互層をなすような堆稼の状況であった。しかし、部分的な

広がりのものが多く、全体的な層位の把握は困難であった。また、本地区の西側で青灰色粘土（クチャ）

層と第3紀砂岩（ニービ）層の境目が略南北方向に走る。これら基盤層を毅うように黄褐色粘土層がみ

られるが、東側では青灰色粘土層の上面で中国産陶磁器や土錐の集中部、塘敷きの遺構などが検出され

た。ちライン東壁と43ライン南壁の土層断面を第6図に示した。以下、確認された層序について簡記す

るが、第 1層は旧庁舎に伴う客土や造成層であり、重機で剥ぎ取った。

第2層一本地区のほぽ全面にみられる赤褐色の瓦層。上部では瓦の少ない部分もあり、下部には約10

cmの厚さのジャリ層がみられる場所もある。厚い所で30cm前後であるが、上部はかなり削られ

た場所も見受けられ、本来の層厚は判然としない。

第3層ー黄灰色の粘土層で、本区の中央部に広がる。途切れ途切れに確認され、厚い所で約30cmを有

する。下部に同じような厚み、堆栢状況を示すジャリ層と瓦層がみられ、第8図の瓦列はこ

の瓦層から積まれている。

第 4 層一部分的にみられる焼土層。ち ー45 • 46グリット付近では60cm前後の厚さを有す所もみられる。

本層も下部ではジャリや瓦類の集中する箇所が見受けられた。

第5層一本地区の中央付近から西側に広がる黄褐色土層で、厚い所で60cm前後を測る。窯跡は本層を

掘り込んでいる。本来的には無逍物層と考えられるが、上部で部分的に炭の集中するところ

や瓦類の集中する箇所がみられる。

第6層ーいわゆる地山層。東側では青灰色粘土（クチャ）、西側では第3紀砂岩（ニービ）である。東

側では上面において遺構の検出や遺物の集中部などがみられた。

2. 遺 構

瓦や地、レンガなどを縦に積んだ瓦列遺構（第7・9図）、長方形状石組遺構（第10図）、長方形状の

石稽みとレンガ ・埓積み遺構（第11図）、 5基の井戸（第12・13図）、 4基の窯体（第14図～第17図）な

ど多様な遺構が検出されている。しかし、それぞれの遺構がどのように関連していたのかを把握するの

は困難であった。以下、検出された遣構のうち数ヶ所で確認されている瓦列遺構、井戸、窯体の概要に

ついて略述する。

瓦列逍構

本地区中央部で多方向に検出されており、特徴的なものを第7~第10図に示した。直線的なもの（第

-11-
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7 図 •第 8 図）や L字状になるもの（第 9 図 ・

第10図）などが見受けられるが、本来的な形

状は判然としない。前者のものをみると下部

に石灰岩礫やレンガなどを配し、その上から

一段一段傾く方向を変えて積んでおり、 6• 

7段確認できる。第7図は約80cm幅で長さ約

14m検出されたもの（略南北方向）の北側半

分である。瓦を主としており、 0に大の字の

スタンプが付された瓦類も認められる。第8

図は塘が主体で、略南北方向に 3列（約40cm

の間隔）みられ、両端に石灰岩礫が認められ

る。第9図は瓦の集中部の外側に斜めにたて

られている瑶の列がみられる。下部はこれと

いったものはみられない。

井戸

5基検出されており、第13・第14図に示し

た。いずれも石灰岩礫を周囲に廻らしている

が、 1号井戸だけが方形状の囲みで、他は円

形状のものである。前者は約70cm四方の広さ

で、深さが約100cm、他は直径が約50cmで、深

さ100cm以上のものである。 1号井戸は片側に

面を有する礫が多いようであるが、他のもの

はそういうことにはあまり気を使っていない

ようである。 5号井戸（第12図）は周囲に塘

などの列もみられ、井戸を取り巻く広場のよ

うなものをつくっていると考えられる。

窯体

西側で2基、中央部南側で2基がそれぞれ

近接して検出されている。いずれも下部構造

だけであり、全体的な形状など判然としない

部分も多い。周辺の状況などをみると瓦を主

に焼いた窯かと考えられる。西側で検出され

た2基は単室の平窯のようで、焼成室が丸く

膨らみ、燃焼室は焚口の方へ直線的にすぽま

り逆三角形状の空問をつくるというほとんど

同じような形状が想定される。南側にある第

3号窯（第14図）は壁沿いおよび焼成室と燃

焼室の境目にはレンガが配されている。焼成

室と燃焼室の境目は30cm前後の比高を有して

おり、焼成室側に弧を描いてつくられている。

焼成室の壁沿いには20cm幅ぐらいの浅い溝状

-13 -
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の凹みが廻るようである。焼成室と燃焼室の境目付近の幅が約250cmで、そこから焚口まで約200cmであ
る。本窯は焼成室がほとんど削られており、焼成室の大きさは判然としない。第4号窯（第15図）から
すると焼成室と燃焼室の境目から焼成室の奥までと焚口部までの距離はほぼ同じようである。両者とも
主軸は略南北方向にあり、焚口は北側に設けられている。煙道部は判然としない。
中央部南側の2基の窯は全体的な形状や大きさ、内部構造など不明である。ただ、床面が若干傾斜す
るなど第3号 ・第4号窯とは趣を異にし、別形態の窯の可能性も考えられる。第5号窯（第16図）は主
軸が略南北方向にあり、幅約200cmX長さ160cmの範囲で確認された。ほぼ中央付近で窯道具が出土して
おり、床面が若干南側へのぽるような傾斜を示す。第6号窯（第17園）は主軸が略東西方向になるよう
で、幅約100cmX長さ約400cmの範囲である。床面は若干東側へのぼるような傾斜を示す。

第2節 II地区

本地区は今回の調査区の南側に位置している。西側は第3庁舎が建っていた関係で、かなり下方まで
攪乱を受けていた。東側は駐車場で平坦になっており、西側に比べ攪乱されているレベルは浅い。しか
し部分的には排水管や電気ケープルなどの埋設により比較的深く掘り込まれた所も見受けられている。
全体的にみるとかなり股乱を受けていたものの、発掘調査の結果、比較的保存の良好な状態で検出さ
れた 2基の平窯、土採り場と考えられる大きな凹部、穴を掘って埋められたプタの骨の検出など当時の
湧田古窯の様子の一端を窺わせるような状況が確認できた。以下、本地区の陪序および検出された遺構
について略述する。

1. 層序

第18園に示した。東側の堆籾庖と西側のそれでは第5府以下の状況に差異がみられる。つまり、前者
の場合には足的に多くないが瓦などの遺物を含んでおり、後者の場合にはまった＜遺物を含まない。以
下に本地区の陪序について概要を記すが、第 1陪はアスファルトやその下部のコーラル附および建物の
基礎部分であり重機で剥ぎ取った。

第2陪一部分的にみられる暗褐色混礫土層。旧庁舎建設に伴う役乱層で、厚い所で約30cmを測る。追
物はあまり得られていない。

第3屈ー黒褐色混礫土陪で、本屈も比較的小範囲にみられる。部分的に拳大ぐらいの石灰岩礫が多い
箇所と数センチほどの石灰岩礫が多い箇所がみられる。駆い所で約100cmあり、沖縄産陶器や
瓦などが多く得られている。

第 4陪一本陪も部分的な範囲を示し、匝い所で約20cmの黄褐色土陪である。遺物は少ない。
第 5層一本地区全体にみられる陪で、ひとつの基準陪として把握される、赤褐色の瓦層である。ほと

んど灰色瓦で、瓦の間を土が埋めるという感じの箇所も見受けられる。比較的水平方向に堆
積しているが、上部が削られ本来の層厚は不明。四い所で約60cmである。本庖の下部ではプ
タの骨が検出された落ち込み部（第19図）もみられた。

第 6府一部分的にみられる黄褐色土陪で、追物はほとんど含まない。
第 7陪ー黄褐色土附で無遺物層。西側で検出された窯は、本層から掘り込まれている。図示した箇所

の匝い所で約60cmを測る。東側では厚い所で約100cmあり、散発的に瓦などの追物が得られ、
二次的な堆積を示している。

第8附ー黄白色の粘土陪。本層も本来的には無辿物階。南側の方へやや傾斜し、 40cm前後の原さを有
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す。東側では瓦類が散見され、二次的な堆積の状況を示す。

第 9層一本地区の基盤をなす第3紀砂岩（ニーピ）層。

2. 遺構

本地区ではプタ骨の検出された落ち込み部（第19図）、帯状遺物集中部（第20図）、 2基の窯体（第21

固、第22図）などがある。以下、それぞれについて概略を述べる。なお、 2号窯の煙道付近で検出され

たネコの骨については割愛した。

落ち込み部

と一58、な一57グリットで確認されており、第19脳に示した。両者とも第5層の時期のものと考えら

れる。と一58グリットの落ち込み部内は略楕円形状になっており、長軸が約80cm、短軸が約40cmを測る。

深さは15cm前後で、比較的浅い。検出されたブタの骨は頭部を東側に向け手足は南側に位置していた。

ブタDとされているものである。

な一57グリッドのものは東側部分が削られている（排水管の埋設）ものの隅丸長方形状の平面が想定

される。長軸は南北方向にあり、 100cmを越すようである。深さは約50cm掘り込まれ、前者のものに比べ

かなり深い。上顎 ・下顎骨が南側で集中的にみられ、それから北側へは四肢骨が多く検出された。数個

体分の骨があり、ブタA・B・C・Eとされる。第1号窯の東（主軸ライン近く）約3mと近い距離に

あり、窯との関係も注意されるところである。

帯状遺物集中部

灰色瓦の破片を主に拇やサンゴ礫などが50cm前後の幅で集中し、帯状に長く南西～東北方向へ延びで

検出された（第20図）。約10cmの浅いナベ底状の凹部に堆積しているものと判明したが、性格的なものな

゜平面（上部）

- EL6.30m 

Iトレンチ西側落ち込み断面見通し

第19図 プタ出土状況 （第5層）(II地区）
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ど詳細は判然としなかった。

窯体

本地区の西側で平行して（約250cmの間隔） 2基確認できた。南側のものを 1号窯（第21図）、北側の

ものを 2号窯（第22図）とした。この2基の他に 1号窯に南接するように煙道部を形づくっただけの部

分もみられた。 1・2号窯とも単室の平窯で、同じような大きさ、形状であり、同じ時期につくられた

ものと考えられる。この2基の窯をみると各部屋の仕切りにレンガが残っている 2号窯の方がより操業

時の形状を残しているものと考えられ、 1号窯はレンガが取り去られた状態かと解された。 1・2号窯

とも主軸は東比ー南西方向にあり、焚き口は南西側に、煙道は東北側に位置している。

レンガの残る 2号窯をみると燃焼室の半分ほどが壊されているものの、平面形がたまご形に近い形状

を呈していたかと想定される。中央よりやや西側付近で約140cmの段差を設けて燃焼室と焼成室にしてお

り、その段の部分にはレンガを梢んでいる。レンガは横にして積んでいるが、上 1段だけは縦にしてい

る。レンガは下段よりも上段が約30cm焼成室側に入り込むように積み上げられ、平面的には焼成室側の

方へ弧を描くように積まれている。燃焼室では梢まれているレンガの半分ぐらいまで炭の堆積があり、

下部では炭化した木片もみられた。

焼成室は床面の面積が概ね4m'で、壁沿いに浅い溝状の凹部が廻る。床面にはレンガが立っていると

ころが数ヶ所みられる他、レンガの抜け跡やその部分だけ灰色になった箇所などが見受けられた。焼成

室と燃焼室の境目に積まれたレンガの上でもそのような箇所がみられることから、通炎孔や分炎柱、坑

道など内部の構造についてもあるていど想定できるようである。 1号窯では床面に残る灰色部分の痕が

2号窯のものに比べ細く、塘が利用されたものと考えられる。高いところで100cmほど残る壁をみると若

千弧を描いており、ドーム状の天井が想定される。天井は常設のものではない可能性が高いようである。

また、床面にたてられるレンガの高さ とあうように壁面に若干のでっぱりを設けている。煙道は焼成室

の先端中央部に設けている。幅約60cm、奥行が約50cmで、やや東側へ斜めに掘っている。焼成室との境

目にはレンガを配している。窯壁は7cm前後の厚味があり、 1号窯では内側の面の削り調整の痕が明瞭

に残る場所も見受けられる。 1号窯もその規模や形状、内部の構造などほとんど2号窯と同様であり、

同じような窯の構築技術のもとに両者がつくられたことが窺える。
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第3節 III地区

本地区は I地区の西側にあたり（第23図）、瓦類が廃棄された場所として捉えられた。東側の方はかな

り平坦に削られており、基盤の第3紀砂岩（ニービ）層が露出している。そのため本地区の上方がどの

ような状況であったのか不明である。南側は旧第5庁舎の建設で下方まで掘り込まれ、西側は止水壁を

つくる際に大きく攪舌ばされている。また、瓦類の堆積している場所のやや北側寄りに排水管が埋設され

ており、その部分も下方まで掘り込まれている。

本地区は全体的に西側へ傾斜しており、その傾斜に沿うように堆積層が確認された。 50ラインに設け

た畦の北壁と排水管埋設のために掘り込まれた箇所の南壁を第25図に示した。全体的に南東側の方から

北西側の方への流れが想定され、北側まで及ばない層も認められる。本地区からはほとんど瓦類だけが

出土しており、他の焼き物としては第2層上面から壺屋焼きの碗が出土しているぐらいである。以下、

今回確認された層序について簡単に述べる。

第 1層ー赤褐色土層。上部が平坦に削られており、本来の層厚は不明。両方の断面に比較的厚く認め

られることから、本地区の全面を裂っていたものと考えられる。 50ラインでは上部が削られ、

2ケ所に分断された形になっている。土は堅くしまり、瓦の小破片を含む。

第2層一本区の西側、攪乱部付近にみられる赤褐色の瓦層である。厚い所で約30cmを測る。瓦は割り

と小さ目の破片が主体で、上面からは壺屋焼きの碗が数個体分がまとまって出土している。

第3層一本地区の中央部付近にみられる黄褐色土層である。 50ラインの断面にみられるものの、 上部

が削られており、本来の層厚は不明。

第4層一本地区の中央付近にみられる暗褐色土層で、厚い所は30cm前後を測る。堆積している瓦が割

りと大き目で、瓦の間にやや隙間がみられる。

第5層ー黄褐色土層。斜面の上部から下部までみられるが、本地区の南側に広がり、北側には及んで

いない。厚い所で約30cm、瓦の包含批は第4層とあまり変わらない。

第6層一斜面上部の方にみられる暗茶褐色土層で、上方で厚く約60cmの層厚を有している。出土する

瓦の破片はやや大き目である。

第7層一本地区の中央付近から北側へ広がる淡橙色混土瓦層で、北側の厚い所では100cmを越す。出土

する瓦も破片の大きなものが目立ち、数枚が溶着したものなども見受けられる。瓦の堆積し

た中に土が入り込んだような状況である。

第8層一本地区の北側にみられる淡橙色粘質土層で、範囲はそれほど広くない。厚い所で90cm前後を

測るが瓦の包含羅はそう多くない。

第9層ー第 3紀砂岩（ニービ）層。本地区の基盤をなす層で、無遺物層のいわゆる地山。
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第V章 出土遺物

第 1節青磁

第26図～第34固が I地区、第35図がII地区の出土である。第26図～第30固 lは碗形である。第26図 1• 

2は口縁部端反りの碗である。同図2は見込みに印花文（草花文）を施す。年代は14世紀末~15世紀中

葉である。同図10は外面箆描き蓮弁文で見込みに印花文を施す。年代は15世紀中葉である。他は見込み

に印花文を施す碗で、年代は15世紀中葉~16世紀初頭及び15世紀後半~16世紀中葉である。

第27図～第29図 1~9は剣先形蓮弁文碗である。この種の碗は、蓮弁文の文様形態によって大きく 3

種に細分できる（註1)。剣頭と蓮弁の間隔が密で剣頭と蓮弁がほぽ一致するもの（第27図）、剣頭と蓮

弁の間隅が広くなり、剣頭と蓮弁が一致しないもの（第28図）、蓮弁の間隔が広く剣頭を持たないもの（第

29図 1~ 9) である。第29固10 • 11は雷文帯をもつ大振りの碗である。見込みに鹿文様、内面には窓絵

を印花により描く。年代は15世紀である。

第30図 2 • 3は小碗で剣先形蓮弁文を描く。

第30図4~19、第31固1~6は皿形である。第30図7は箆描きによる蓮弁文を施す。年代は14世紀後

半~15世紀初頭。同図4~6、8・9は小型皿である。10~12は菊花形皿である。13は口縁部が外反す

る皿で見込みに印花文を施す。高台内に窯道具の熔着痕がある。同図14・16、17・18は腰折皿で年代は

15世紀後半~16世紀中葉である。 15は口縁部外反の皿である。 15・16は見込みを丸く釉剥ぎを行う。 19

は景徳鎖窯産の皿である。素地は緻密で器壁が非常に薄い。 高台内のみ透明釉を掛けている。第31図 1

~6は稜花皿である。同図4は見込みに線描きで 「太」字を描く。同図 5は高台内に窯道具の熔着痕が

ある。同図6は焼成不良のため釉薬が発色せず、濁った白色を呈する。

第31図7、第32図1~3は盤である。第32図 1は口縁部を稜花形に作り、外面に丸彫りの蓮弁を施し、

内面に箆描きで唐草文を描く 。 同図 4 • 5は酒会壺で、外面に片切彫りの蓮弁を施す。第33図1~6は

小坪、同図7~16は瓶である。同図 3は外面片切りの蓮弁を施す。同図 7・8は瓶の胴部で胴下半部に

片切りによる蓮弁を施す。同図15は口縁部を輪花形に形作り、頸部に蕉葉状の文様を施す。同図14と16

は同一個体の可能性がある。

第34図1~5は蓋、 6は小壺、 7~10は特殊器形、 11は香炉、 12は鐘形？である。 同図5は非常に珍

しい形態のもので残存部から想定すると八角形を呈するよ うである。 7~10は瓶等の装飾に使用された

ようであるが、実際どのような器種に伴うのかは不明である。 12は鐘形？で上面に一孔を穿いた後釉掛

けを行っている。内面に熔着痕様のものが4か所みられる。

第35図はII地区出土のもので、全体的に出土岱は少ない。同図 1~4は碗、同図 5~7は皿、 8は燭

台、 9は水注の注口、10は摺鉢、 11は器種不明、 12が盤である。 8は灯芯の周囲に片切りの細線を巡ら

し、脚部の周囲には雷文が巡る。脚は残存部から想定すると 6本脚となるようである。脚部内面は無釉

である。

第59図26はIll地区出土の碗である。無文の碗で、見込みを丸く釉剥ぎを行っており、窯道具の熔着痕

がみられる。高台無釉である。

註

註 1.大橋康二氏の御教示による。
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第 1表 1 青磁観察一覧
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6 I <・II!? 賃褐色 1111 完影 14 2 l ! ; 3 内面にり／らきの店g文、I夏花DI1。 渇廷広 15c後~He中 高台舞釉．焼成不良。
I a, 互

1 I せヽ 4 3瓦集中 盤 底郎 30見込み1こ,;描き文様。 竜泉烹系 '"' "中-,s,前 高台内蛇／目釉剥ぎ。

'1¥32肉 1 1 す9ヽ 3 Iii 盤 口繰部 26 
I 
内面に,;描きの店な文。 竜菜窯系 u鼈, 後-11,中

PL ti 
2 I へu 5ヽけ4瓦“J•J 第M瓦 盤 底OO 13 2 瑾泉窯系 Uc. 中ー!Sc中 高台内舵9目釉剥ぎ。

S ・ ~6

3 I せ16 311! 盤 底郎 "' 見込み印化文。
危泉窯系 Uc後ー I~eliiJ 高台内蛇1目釉剥ぎ。

・¥ 

l す.. 
＂ 酒：会 ロほ部 外面返弁文． 電泉窯系 "' 

l ち 6ヽ Ill乱 朽事会 底部 18 2 外面蓮芹文。 亀泉窯系 LIE 

'11331ざlI I 贋乱 小杯 □Ii祁 8 8 外面1fi日文内面り彫りの文様。 竜尿窯系1 duJc豊後半ー15c
Pl. ,2 
2 I せ.. l瓦 ,Jヽ杯 0ほ部 6 ! 内外ilij,;彫りの文撮。 竜泉窯系 出ICC塁後半~!Sc

1, + 3 卜富R ,Iヽ9不ロ1i部 ， 
1外外面而片9こ9切う茄り葎き往の又文Lば。

-IIC後- •s,中
Iヽ ちヽヽ l全 "ヽ"' 9ヽ'"口綬慧l 6 &I 

f贄屯名豆 “後-11,中

I I こu IV 小1不 口R部 9 2 外面りはきの射な文か？口U妬内面にも9う描きの文楳． 竜泉窯系l14前C半後半-1s,

6 I そ0 ロ 小1不底部 3 9 竜泉窯系¥ふ14C螂後半-,s,

＇ 
1 1 しH I下'瓦 1 砂l•J 瓶 胴部 外面に唐は文ふ直弁文。 竃泉窯系 14C中-11,前 破片。

巾

8 け•こH 2瓦層 原 口投郎 • 2 外面店ね文片切り蓮弁文。 竜累窯系 1• 中1 ◄ c中 ~1s,前

! l し" I`'瓦ふ層2 円影状 妖 騎部 I 1外面芭値文？
亀泉窯系 1,c中-1s,前 薮片。

I山

10 I 2瓦層 瓶 口R部 '8 蹟部へう1こきの文様。 竜累窯系 “ 14C後半-11,

111 さ41 1/1! 瓶 い部 外面圏綿。 竜泉窯系 I1じヽC後半~l5c

1'I さU 4111 t.:111 ＂ □"部 I. 1 .. 完空丘 9バ，，-,I<
13 I 中3層央瓦列劃溝 瓶 口Ii部 J 

竜泉窯系 UC*~  lSc 

Iヽ I す Sヽ 3層 欣 口籟讐 ' 1口繰1柑面に圏綿。 亀泉窯系 UC末~15c

15 こII 3層 瓶 口絵部 11 外面邑焦文？ 亀泉窯系 頭!IC後-11dn

"' .,.、、 3隕 証 ,、•= 6 Z 編「2富ヽ、 u,.;t:_,k ， 

;;\341~ 1 1 き.. 2瓦 董 完形 5 I '・' 竜泉窯系 UC中-1sc1n 「非常に珍 しいJ0 

PL 43 5員

2 I こ“ 2瓦 遍 5 6 滝泉窯系 弧!IC中-mm 「非常に珍しい」。

3 I ・43 ふ ． Ji 3 5 ,,_;1伍の；量＃ぁn ...... ヽ:IヽC

ヽ I CD a3ll~l 蒼 ヽ8 _f'. 一部に＂う茄きの ' .. ,.. 冨,,. ""'~•sdn 
I I “ き， 3ヽ,し“ 2磨瓦列りう 基？ 上面に 「壽J・「fi」 r積J字石を配する。 竜泉窯系 1ヽc~I 5eM 非常に珍しい＇蚤品。

H ... ふ ［証 9 ・ロ- .. l<C後~!SC

1 I たU 3 II .01! ’• 帽'""'"',c-11,ln 
g I し41 下I瓦 1砂和1 特殊 ！ 竜泉窯系 !.f.C~t 5c初

1, 11 せ13・カ・ハ 立4雇層遺乱
心 贔 幽 鸞!可X IIC-15,IJJ 

1nl1 L .... ,-.. ,.,, 11c-1s, 切
111 そ.3・ し0 4層.3層 呑炉 口H部 13 2 外面 「ii;;t;文J 竜泉窯系 !IC後半-1s,

|前土

12 I せ42
1 ”a ’’/II傭が・董中'央,,瓦.. 

鐘影 胴部 窮泉窯系 UC中-11,m
？ 

'l¥351'1 1 2 l~ 汲 耐 完形 13 8 7, Z S " 見込み印花文．口繰部ば反り。 漏-II!~・ 広 1筐1に末ーI$c中 高台内憮釉。
"、“
2 2 I~ 表 抗底部 '2 外面にり描き文騒．見込み印花文。 籠泉窯系 1'C末~!Sc中

|頂

高台内蛇／目釉剥ぎ。

'' ,,,1 赤褐色土 嗣妊部 5 7 見込み印花文潟囲に 「捻 じ花文J 綿,~き 竜泉窯系 15c中霞~16c:高台内蛇9目釉剥ぎ、 2次的火熱を う
In半 けていZ

4 2 て51 灰褐色土 嗣完影 12 3 ， s見込み印花文。 竜泉窯系 中ISt筐後半~lit高台内薫釉。

I 2 た11 3層 Ill 完,, 13 3 I 6 6 外面に”伯き逼弁文.JI.込み印花文。 亀泉窯系 l4C中~tSdll 高台内蛇1目釉剥ぎ。
TOA 

6 ! な16 I II乱 IIIl 完影 11 9 ! 2 ; 1 1内"面'にサ描きの逼弁文．外面にもり描き.Jl.込みに 「ヒ宝地 穫泉窯系 !Sci~ 高台内釉剥ぎ。

＂斤 穫皿 ，
7 1, つll・ヤ＂ ... h A .. nn -竺., '" ,』 '' P込み印花文で 「t:宝ltl!文1「伍;,1., .. 

, ...... ,. S・"'~ 6c中
g 2 2~ 窯.8-12 燭台 射部 外面に笛文.J: 面にり描さ文。 竜泉窯系 Uc中稟~15c脚は6$?蟻燭を立てる部分も6角

Im釘l "になると思われるe

g I '45 水注 道泉窯系 1に代

の注

口

10 I し41
下9段嘘'遺'"'揖' 内

慣鉢 嗣部 龍泉窯系 UtーtSc 内面下部慧釉。

11 Z 1.: 53 攪ヽ乱 （赤褐色 特殊 薩泉窯系 UC中-11,m器日不明。

121不9月 嘘 ・重9 130' 6 I 121 Im鸞窪兵 1 ,,.,_,.,,. ,.,,., .... 
第59返！ 26 3 色ひ1C0E,) 賞褐 翫 完影 13 2 

i " 
5 2 福遠・広 !IC後半~16C見込み釉剥ぎ。高台内憲釉。

Pl. 6a 頂系 ＂＇ 
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第2節白磁

第36図～第38図は I地区、第39図がJ[地区、第39図24がIll地区出土である。M地区では小片が数点出

土しているのみである。

第36図 I • 2は口禿の碗である。 1は内面に青海波を陽刻する。同図3は外面中位に菊花を配する。
同図 4は端反りタイプの碗の底部である。昼付付近に砂が付行している。同図 5は腰折れの碗である。

同図6は娯徳鎖窯系の製品で、口縁部を外側に曲げるタイプの碗である。同図7は福建 ・広東系の碗で
ある。腰部に削りの際のカンナ痕が残る。見込み、高台は無釉である。同図8も福建 ・広東系の碗で、
見込みは蛇の目状の釉剥ぎを行う。高台は無釉である。同図9は見込み・高台無釉の碗である。同回10-13

は端反りタイプの皿である。 11 は高台内に銘を染付する。 14 • 15は福建 ・広東系の皿である。 14は見込
み ・高台無釉、 15は見込み蛇の目釉剃ぎ、高台無釉である。第37図1~3は碁笥底の皿である。同図3

は見込み ・ 高台無釉である。同図 4 • 5は口禿タイプの皿である。 4は小皿の転用とみられ、割口を磨

いている。 5は内外面に煤の付着が見られ、灯明皿へ転用したとみられる。同圏6~10は切り高台の皿

である。 6は腰部が丸味を帯びて立ち上がるものである。 7~10は一般的な切り高台の皿である。 8は

口唇部に煤の付着がみられ、灯明皿に利用したものとみられる。 11は切り高台ではないが見込みに切り
高台の熔着痕がある。口唇部に煤の付君がみられ、灯明皿に利用したものとみられる。同囮12・13は菊

花形の小皿である。12は平底で見込み蛇の目釉剥ぎ、底部無釉である。13は高台内無釉である。同図14

は稜花形のlillである。森台無釉で、内面から外面にかけて化粧掛けを行う。

第38図1は小坪である。同図2は見込み蛇の目釉剥ぎを施す。高台内に銘を染付する。同図3・4は

型成形の製品で口唇部は口禿である。同図5は特殊な器形で用途は不明である。同固6は合子の身で、
釉薬が黄ばんでいる。同図7は小壺で爵部に圏線、胴部に唐草文を陽刻する。同図8は高足坪の脚部と

みられる。脚台内は無釉である。同図9は瓶で、内面に成形の際の継ぎ目が2箇所みられる。同図10~13

は壺である。 10は胴部外面下位に削りの際の箆跡が残る。 11は森台無釉である。 12はアンビン壺と呼ば

れるものである。高台無釉である。

第39図1~5は碗の底部である。同図 1~4は高台無釉、 1・ 4は見込みは蛇の目状の釉剥ぎを行う。

2・4は見込みは無釉である。同図 5は、見込みは蛇の目釉剥ぎを施す。外面は位付のみ無釉である。
同図 6・7は高台の高い碗で、色絵の可能性がある。同図8~20は型成形の製品である。 10は鉄釉によ

るn銹装飾を施す。 11は高台内に陽刻に銘がある。 9~12、14~17、19・20は口禿である。 15・18は高
台内無釉である。同図21は燭台の脚部とみられる。同図22は八角小坪である。高台無釉である。同囮23

は焼成不良の皿で内側面に箆彫りの菊花状の蓮弁文をほどこす。見込み蛇の目釉剥ぎ、骰付のみ無釉で

ある。同図24はIll地区出土の製品である。器種は皿とみられる。高台無釉である。

第 2表 1 白磁観察一覧

, ~ 一 l

逼這・fl.棗 li<~llc ll込み舵のg祐慰Iぎ。..tJ鴛捨
If-

• - - - ~ 
鳩這・広直 lic~lldt 見込み賃疇り・蛇の目状の輸軒ぎ ，石

一
行瓢袖n

だし小闘 I! I lj l,!,Oli組は外反する 10に比べややl'ffの作り
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第2表2 白磁観察一覧

閃.Pl リ，i M <a g 冨9 I口径I" 土賃 =rm 
第36因 131 し“ 賞褐色土Ill 皿 完影 18~. l 1, ロほ部は外反する。薄手の作り。 1中tl国'li,l(~if lヽ'ヤl<後半-16,丑ぁ付nのみ鸞釉。内面に盪わ焼きの杖
Pl. H 
14 I す15,そ4第3111瓦集 IIIl 完影 13 Z 2.1 8 I晨部にカンナ頂が巡る。nHを幅広に作る。 中国産 明m-清 見込み高台黒釉。

2, そ43 巾第2ill. 
llSI・OI 

111 .: u 第 4月り 皿 完影 12 4 3 6, t Rけを編広に作る。 渇l.l!rr. 東 Uc~ I 7c 見込み蛇の目釉尉lぎ。高台無袖．
I,;, 

国因 1 1 こ44 第 2 妙~I層 皿（特殊 完影 9 I 3 2 3こけ底のIIIl。 |中臼IE丘 <景徳 ¥6(ーIle切

PL 46 ＼ 

Z I す" 第 3層 on<特殊 完形 IO 3 3 2 6 ごIt底の1l11。 中国（景徳 l&e~ 11dn 

） 紐系）

3 I, I』ヽ I高,== "↑ 竺" "7  2...1 3 6 ごll底の11l1 に ていス 玲 I し,♦ 4 7· ~ ,t<. る口 巾IE I 

ヽ 1 しu 第 1瓦層 小皿 完形 3 3 口禿,o・。小皿の転11!か？ 〇ほ部に二次的な加工を施して 中因 1 Sc代

＼ヽ
s r; c::. I:≫: 3 IM 小圃 '""●9 1 旦"'戸'If. 口＂縄から外面にか I/携仕配灯明皿1こ利用か '"'刃 ... .. 
6' 量 H NO. 2< '""' 

,.~., 
ぅ 9 3 a "'' tJ1高台＾

,h"1 !Sc代

1 :, か“ ll! 2層 ,Iヽ町l ・es, 1 I 3 J '"か~=ふ •~= h叫 仝而論紬

3 ●』9 筑 211 ,I、"' ← 冨9 a.1 t9 3.8 ロ・立、：摂lj'i。灯明onに転且1,,._111:0: が '・"= I.』≫ "'""綸，紬

9 l つヽ 3.きヽ 第3層第 小国 完形 8 2 ヽ切息台の小IIll。 中国 （渇U!15cft 全面施釉。

｀ 
I屠 か？）

1101, こ 6ヽ 第3層 9、罰 ゼ・9 10 Ll  

一4
'"'ユそ

nm, licit , ... 
111 Iし46114 第3層.lf. 小皿 完形 9 Z Z I .' 見込みに上の製品の熔8楳あ り。 灯l)lll!llこ転用？ 中国 高台慧釉。

，．けヽ 1 3"11!"' .,113 I 
12 I す.. 第3暦 小.. !Ill ヽ (特 完影 7 6 I 7 2 a 菊花形の団。口IJを綸花に成影。 l見u込み蛇の目釉剥ざ。底部平底で薫

13 I さ 4ヽ ,J、ID!(特 完形 1 L 2. 9 2 & 菊花形に作った,Jヽ皿。口H部を綿彫り。 J:11! 籟系 1'C~11C前半 石台内鴛釉。
..、

I< I しい 第 1瓦層 皿 完影 J13.1lI 33 II I'ヽ貞し花形で高台鋼釉の柑製のIIll。内面から外面上部にかけて 中国 （福1J!1;c-11c;; 半 高台内賛柚．
かけする .,1: 直fl

布謁図 I I か4,2 攪乱 小杯 完形 3 6 2 I I 6 中国清朝 11c-1sc代 2付のみ慧釉。

PL ,1 

2 I こ 7ヽ 第3滑 小杯 底部 l 6 穫部が）しく立ら上がる。高台内に央付の1名あり。 中国（景億 16C後半-11c見込み蛇の目袖剥き。
Im,;. ヽ ... 

1£5  1宣 2肩 Iヽヽ論 .,, 墨9 ,1』、 lヽaht; ~ □ 禿 □ ,., l18C~ 9C 

ヽ l そヽ 3 第2/11 圃 完形 1! 2 l 7 8 型成影。口禿。 中国 （漏Ill!8C~l9C代
） 

I I さ43 第 1瓦層 1 不明 脚部

I 
特殊。 中国か? I上か.,屈ヽ？し、は !&Cf~

I 
l6C~清
つ 1

6 I かII,き4第2瓦層． 合子 完影 6(1 3 2 9釉が贄ばんでいる。 （特殊9り） 。合子の身。 中国か7 Iヽc-1/l代ま

|、 ,.., .. " 
で

, I, け0 "''T, 璽 9ヽ磁 Ioli部 1,." ゑし 中閲 IHC-16, 代

8 I す" 第3層 高足1不？ 脚部 3 8 中国 明代m -11c
1., 出

9 I C6U 'こa3"かヽ 第層2k Iii隕乱Illli I胴部 l l 中囚 7・1&cー11c. 

． I冨 lfil 嘉？ 口Ii部 18 ,~ ばんだ発色 □阿部鸞,~ 1中に lfllf 

111 けH.せヽ 第M 瓦層． 蛋？ 底郎 6 2 黄ばんだ発色。 中国 明代 高台焦釉。

1 I"'3瓦Ill
112 I け 0ヽ

, .. , 嘘
, ~ 如 • 1 T'lt "/壼。ゃ がかった発色 1,,,_,,, 前半,_公..幽→

13 I |』し9ヽ3、さ 第3層、第 董 口樟部 10• 黄ばんだ発色。 中国 明代
~ .. 

!qi、 せヽ 3 凛 3111 睾 ,_血 I 1缶ばんだ発 "'峯9 IH!t 

第39図 I 2 とS8 第 3Ill <ft 底部 1 3 高台登r-tき蝸広。 中国 16,-!left 見込み蛇の目状の釉剥き'• 高台篤釉

PL U 
2 I, 1,-ss 1第 3Iii ぷi l胚"" lo fiii •, の面。 |巾m ,,1c-1a, 代 R 人み高台慧釉

3 2 な60 第3層,fD 玩 底部 6 I 高台登付が広い作り。 中固 16c代ー17c代 高台無釉。.. 
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第3節染付

第40図～第50図が I地区、第51図～第59図1~20がII地区、第59図21~25がIII地区の出土である。

第40囮～第43図、第51図～第55図が碗、第44図～第49図、第56図～第58図14~17が皿及び鉢、第50図

4 ~18、第58図 1~13、第59図がその他の器種である。

第40図、第4 1図 l は端反り型と直口型の碗である。第40図 1 • 5・6、第41図］は高台施釉、第40函

4は高台無釉である。第41図2・3は口縁部に波滸文、胴部に蕉葉文、見込みに青海波に法螺貝を描く。

同図4・6・7・8は腰が若干張って真直ぐ立ち上がるタイプで、外面は口縁部に波活文、胴部に唐草

文、見込みに花文を描く。同図5は蓮子型碗の底部である。第42図3は、 「梅にうぐいす」の文様がある

珍しいタイプである。同図 4は見込みに花鳥文を描く。高台内に二重方形枠内に「正」字を書き込む。

同図7は見込みに人物文を描く。同図8は高台が「ハ」字状に開くもので、見込みに樹下人物文を描く。

同固10は第42図 6 と同種の底部である。同図11 • 12は見込みに花唐草文を描くものである。第41図6と

同種の底部であると思われる。第43図2~4は16世紀後半 ・末~17世紀前半に属する。 2は鰻頭心型の

膨らみがなくなっている。同図 3は見込み蛇の目釉剥ぎを施す。同図5~10は腰折れの坪である。同図

5 · 7 · 8 • 10は外面草花文、6・9は如意頭繋ぎ文を描く。見込みの文様は草花文と十字花文の 2種

ある。以上はいずれも明代の製品である。

第43図11~16は消代の製品である。同図11~15は小碗である。同図11は口唇部の釉が掻き取られてい

る。焼成不良で全体的にくすんだ色調を呈する。同図12・13・15は二重描線により唐草文を描く。高台

内に銘を有し、 ]2は「成」、13は「全」、 15は「玉」の各種ある。同図14は仙芝祝寿文を描く。

第44図 1 · 2 は端反りタイプの皿で、外面唐草文、内側面 ・ 見込みに草花文を描く。同図 3 • 4は碁

笥底の皿で、 3は見込みに十字花文を描き、その周囲に花を巡らす。第45図と第46図は見込み十字花文

の皿で、口径10cm前後のものと口径12cm前後のものの 2種がある。第47図と第48図は見込み玉取り獅子

文の皿である。第49図1~6・8・9は碁笥底の皿である。同図 1~3は外面は波濤文と蕉葉文の組み

合わせであるが、同図 4~6は外面は無文となる。同図8・9は内面に花模様を描き、その周囲に点描

地文を配する。 7は皿または鉢と見られる。文様は同図8・9と同様である。以上は明代の製品である。

第50図2は福建 ・広東系の粗製の皿で見込みに「玉」字を描く。高台外面は無釉であるが、高台内は釉

掛けを行う。見込み蛇の目釉剥ぎである。同図3は皿か鉢とみられる，福建 ・広東系の製品で呉須手で

見込みに「飛馬文」を描く。以上は明末 • 清初の製品である。第49図11 • 12、第50図lは清代の製品で

ある。第50図］は見込みに「志在樹中」図を描く。第50図4は口縁部が輪花状をなす角形の鉢である。

同図5~13は明・消代の小坪である。同図10は高台内「宣徳年造」、同図11は高台内「正徳年製」である。

同図14~16は高足坪である。同図17・18は蓋で崩れた蓮弁文 ・蕉葉文を描く。

以上が 1地区出土の製品である。次にII地区出土の製品について述べる。

第51図は明代の製品である。第51囮1~6は端反りタイプの碗である。同固5は見込みに「福」字を

描く。同図7・8は口縁部外面に波滸文、胴部外面に蕉葉文、見込みに青海波に法螺貝を描く。同図7

は高台内に一重長方形枠内「太平」字を書き込む。同図9は腰が若干張って真直ぐ立ち上がるタイプの

碗である。同函10は鰻頭心型碗の底部である。高台内の銘は不明である。第52固1は大振りの碗で、外

面の図柄は不明である。見込みは花文を描く。高台無釉である。同図2~10、第53図1~3は福建 ・広

東系の粗製の碗である。呉須の発色が悪く、黒味がかった色調を呈する。文様はかなり崩れており、図

柄は不明である。見込み及び高台は無釉で、見込みは蛇の目状の削りを行う。同図10のみ見込みは施釉

である。これらの製品の年代は16世紀後半~17世紀前半である。

次に清代の製品について述べる。
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第53図6~14、第54図 1~9、第56図1は福建 ・広東系の碗で、高台が高く 、高台径の大きい大振り

の碗である。第53図6~13は草花文を描くグループである。このグループには草花文のみを描くものと

同図9のように腰部に蓮弁文を巡らすものがある。年代は18世紀頃である。第54図l~ 6は寿字を巡ら
すグループである。このグループは外面を「寿」字と花文を交互に配し、腰部には蓮弁文が巡る。また

このグループは高台内に「和美J・「合利」 ・「盛」等の銘を有する。年代は18世紀~19世紀後半である。

同固7は丸文のグループに属する。同図 8は草花文または唐草文に「寿」字の崩れを配する。第55図l

は文様の崩れがひどく、図柄は不明である。第54図9は見込み蛇の目釉剥ぎ、高台内は無釉であるが、

高台中央のみ施釉されている。文様は崩れがひどく、図柄は不明である。年代は18世紀~19世紀頃であ

る。

第55図2~5は内外面に仙芝祝寿文を施す。同図6~17は染付の青色の発色が強い小碗である。この

種の碗は高台内に意味不明の銘を有する。年代は同図6~9が18世紀末~19世紀、同図10~17が18世紀

~19世紀である。同図18は外面に青磁釉を掛けるもので、内側面に八卦文、見込みに太極図を描く。

第56図 • 第57図は II地区出土の皿形である。第56固 1 · 3 は見込みに十字花文を描く。同図 2 は見込

みに玉取り獅子文を描く。以上は明代の製品である。

第56図4~9、第57図は清代の製品である。第56図5は染付に辰砂を加えたものである。網目状の部

分が辰砂で描かれている。高台内は無釉である。第56図8・9、第57図1・2・8は見込みに志在書中

図を描く。第57図3~7は18世紀後半~19世紀に属する小皿である。同図3~5は型成形とみられる。

同図9は内面に仙芝祝寿文を描く。

第58固14~17は福建 ・広東系の大振りの鉢の底部である。見込み中央に印花文、その周囲は蛇の目釉

剥ぎを施す。第59図1~15は小坪である。同図16は角形の小皿である。高台は貼り付けである。年代は

17世紀前半、同図17~20は蓮華で清代の製品である。第58図1~ 3は瓶である。 1・3は頸部に蕉葉文

を巡らす。 2は肩部に蓮弁文、胴部に唐草文を配する。 1・3はII地区、 2は1地区の出土である。年

代は15世紀~16世紀。 4は小壺で口銹装飾を施す。同図5は合子の身である。やや焼成不良気味の製品

である。胴部は箆彫りによる蓮弁文を配し、圏線は染付である。年代は15~16世紀。同図6~8は蓋で

ある。 7は蓋物の蓋、 8は壺の蓋である。これらの製品はII地区出土で、年代は清代である。同図9• 

10は用途不明の製品である。 9は胴部に「平安散D」と書かれている。年代は18世紀後半~19世紀頃。

10は年代不明（明代 ・消代か）である。同図11~13は小瓶である。 11は焼成不良気味の製品で口銹装飾

を施す。 13は胴部に「同」と書かれている。年代は11が16世紀末~17世紀前半、 12 • 13は18世紀~19世

紀である。

以上がII地区出土の製品である。次にIII地区出土の製品について述べる。

第59図21~22は皿、同図23~24が碗、同図25がその他の器種である。 21は内外に唐草文を施す。年代

は明代である。 22は碁笥底の皿で、呉須の発色が不良である。外面に波涵文と蕉葉文、見込みに花文を

配する。 23は清代、24は明代の碗の底部である。 25はコーヒーカップ状の製品である。外面に雲か紺の

文様を紺色に近い呉須で描き、その中を上絵付けで渦巻文を描く。周囲の花文は赤絵で描く。全体的に

古伊万里を真似たようなモチーフ、色調を呈する。年代は清代とみられる。
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第3表2 染付観察一覧
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第3表3 染付観察一覧
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第3表4 染付観察一覧
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第4節禍釉陶器

ここで取り上げた褐釉陶器は15~17世紀以降に位置付けられる外国産の資料で、判明した器種は壺 ．

鉢 ・急須の 3器種であった。壺の口縁状態は豊富で出土露は比較的少ないことから、胴部 ・底部との接

合作業によって、全形が窺える資料が確認されると考えられたが、壺 ・鉢1点のみに限られた。

第60図1は口縁形態が直口状を呈するものである。推算口径は7.8cmで、口唇を平坦に成形する。素地

は淡橙色の細粒子、釉色は黒褐色。口唇部の釉は大雑把に掻き取っている。

第61図lは推算口径10.6cmを測り、口縁の肥厚は三角形状となる。口唇部は内側に緩やかに傾き、蓋

を受けるためと考えられる出っ張りが付いている。素地は淡橙色で外面の釉は剥落し、内面部に灰白色

の釉を若干残すのみとなっている。

第61図2は推算口径11.4cmを測る資料で頚部を持つ資料である。口縁部は僅かに外反し、口唇部は丸

みを帯びる。肩部に横位の耳を貼り付ける。焼き締めの状態は悪く表面はあばた状となる。素地は暗褐

色。

第62図lは口縁の肥厚部の形状が「L」字状を呈し、ほぼ完形に近い資料である。口径は16cm、器高

は24.8cm。素地は淡橙色、釉色は黒褐色、外面に耳を伴わない。

第60図3は肥厚部の形状を 「L」字状に成形した後、さらに下側に折り曲げて仕上げている。口唇部

は平坦で、丁寧に釉を掻き取っている。釉色は灰白色に近く、所々淡緑褐色の釉だれを残す。

第60固2は肥厚部が概ね三角形状を呈し、推算口径が13cmを測る。釉色は黒褐色で、器外面部の稜線

は顕著である。

第60図4は推算口径17.2cmで、口縁部からのラインは頚下部で折れて、肩部へ移行する。口唇部は平

坦で幅広となる。釉色は茶褐色。

第60図5は口縁部が玉縁状をなし、ほぼ垂直気味の頚部から折れて、肩部へ緩やかに移行。頚部に沈

線の圏線を数条めぐらせる。さ らにその上から横位の耳を貼り付けている。釉色は淡黒褐色で、頚部中

途より下側にのみ施釉する。素地は淡橙色。

第62図4は器高が約17.8cmの鉢である。器壁は全体的に薄く、 n唇部は 「T」字状を呈する。灰白色
の釉が器外面に施釉され、その上から鉄絵の草文が描かれている。胴下部には波状の突帯を貼り付ける。

素地は淡橙色。

第62図3は注口が付いた急須である。口径推算は 7cmを測る。器外面の肩部には菊花様の印花文を有

する。素地は淡青灰色、釉色は黒褐色を呈する。諸特徴から外国産のものと考える。

第5節特殊陶器

外国産と思われる特殊陶器類をここでは取りあげた。全て壺形で、文様構成から下記の3点を典型的

な例として略述する。

第61図3は器内外面に文様を有する施釉陶器である。素地は灰白色、釉色は淡緑褐色を呈する。器外

面には線状陽刻の叩き目を肩部上部より下方に密に施す。器内面にはその際に用いられたと考えられる

同心円状のあて具痕が観察される。器内外面とも肩部上部から口縁部にかけては無文となっている。

第61図4は器外面の肩部より下方に同心円状の文様を有する無釉陶器壺である。器内面へのあて具痕

は確認できない。口縁部は逆「L」字状で、頚部はほぽ直立する。素地は淡橙色、器外面は赤褐色を呈

する。
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第61図5はゴ盤目状の叩き目を有する資料である。口縁部は器内面に向かって僅かに「フ」の字状に

突き出して整形されている。素地は褐色で白い鉱物が多磁に含まれている。

第6節瑠璃釉

いずれも小破片で、器形は瓶・小碗・小杯である。ここでは図上復元が可能な小碗l点について記す。

第62図2は推算口径9.4cmを測り、素地は白色、微粒子である。釉は外底面を含む全面に施し、外面が濃

青色、内面は淡青白色を呈する。畳付の形状が逆三角形状で外底面中央部が雷鉢状にへこんでいること

から、型押しによる成形と考えられる。
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第7節タイ産陶器

タイ ・サワンカローク窯系の鉄絵陶器の袋物と小壺が出土した。大きめの資料を取り上げた。時期的

には15・16世紀に位置づけられる。

第63図1~4は蓋か身か判然としない資料である。素地は灰白色の粗粒子で、細かい黒色鉱物を含む。

外面に黒色の釉で文様を描いた後に透明釉を施す。図上復元による推算口径は、同図 2が8.9cm、同図 3

が7.5cm、同図6が8.9cmを測った。

第63図5は身の部分の底部資料で、文様は判然としないが草花文かと思われる。

第63図6は小壺の口縁部資料と考えられる。外面には数条の圏線と草花文を描く。

第8節ベトナム産色絵

色絵は小破片が多く、ここでは2点について略述する。

第63図11は口径推算16.2cmを測る碗である。ベトナム産赤絵とされるものである。色彩は赤と緑の 2

色を基調としており、器内外面に圏線に囲まれた草花文が描かれる。

第63図シは口径推算が19.0cmを測る。その他の特徴は図 1と同じである。
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第63図 タイ産陶器・ベトナム産色絵
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第9節本土産陶磁器

第64図～第68図に主要なものを示した。本報告では図上復元が可能な遺物を紹介することとし、明治

期以降の遺物は今回の報告では割愛する。遺物については大橋康二氏の御教示を得た。

本遺跡出土の本土産陶磁器は、 I地区及びII地区より出土しており、 III区での出土はみられない。産

地は、肥前産および肥前系（薩摩系の可能性があるものも含む）によって占められる。製品の大部分は

染付であり、青磁 ・白磁及び陶器は染付の出土紙に比して稀少である。年代は16世紀代から19世紀後半

代まで各時期の製品が出土しているが、特に17世紀後半~19世紀後半の製品の出土が目立つ。

各遺物の詳細な年代 • 特徴 ・産地等については第4表を参照されたい。以下年代順に各区の概要を述

べる。

16世紀代

I地区では、この時期の製品は肥前産陶器である （第68図7・10~12 • 15・18)。器種は碗形と皿形が

あるが、主体は皿形である。碗形・皿形はともに高台部無釉で装飾技法は鉄絵装飾で植物文を描いたり、

口銹を施すものがある。

II地区においても、I地区と同様に肥前産陶器が出士しているが、大型の皿形が1点（第68図19)出

土しているのみである。この時期の製品は I地区での出土が顕著である。

17世紀後半代

この時期の製品としては碗形では見込み荒磯文碗が I・II地区で出土している（第64図 1・2、第66

図]~ 3)。皿形ではII地区で染付芙蓉手皿（第66図12・13)が出土している。色調が灰色がかった粗放

な作りで、嬉野町吉田山の製品（註1) とみられる。この種の染付芙蓉手皿は東南アジアヘ輸出された

ことが知られており、インドネシアのパサリカン遺跡で出土（註2) している。この時期に属する陶器

には肥前産の京焼風陶器の出土がみられる（第68図17)。同製品は色調が卵黄色を呈し、高台内無釉で、

高台内に「木下弥」とみられる印銘を押し、見込みに呉須絵で山水文を描く。この時期以降、 I地区で

の出土は散発的となり、 Il地区での出土が目立つ。

18世紀代

この時期の製品は、コンニャク印判を施した製品が I・II地区で出土している（第64図5、第65図7• 

9)。また見込み蛇の目釉剥ぎを施した碗形・皿形の出土もみられる（第64図6・7・11・第68図3~ 5・ 

7)。特に、白磁の碗形・皿形の中には蛇の目釉剥ぎ後泥状の砂を塗った製品が見られる（第68図6・8)。

陶器では青緑釉陶器の碗形 ・皿形がみられる（第68図13・14)。また、蓋物 ・若麦猪口など碗 ・皿形以

外の器種がこの時期にはみられる（第64屈13、第66図5~8)。

19世紀~19世紀後半代

この時期の製品はほとんどが碗 ・皿形である。特にII地区での出土が目立つ。まず碗形では、広東型

（第65図10) 、端反り型（第65図12 •13、第66図17)の他、小型の碗形（第66図1~ 4)がある。皿形は、

見込みに山水図を描くものが多く出土している（第67図1~ 3・6・7・9・12)。この時期の製品の産

地は、肥前産のものは少なく、肥前系のものが大半を占めており、大橋氏の御教示によれば薩摩産の可

能性があるという。

小結

まず、 I地区では16世紀代の肥前産陶器がまとまって出土しているほかは、極めて散発的な出土状況

を示している。一方、 II地区においては17世紀後半~19世紀後半の製品が各時期を通じて出土している。

17世紀後半代においては、荒磯文碗 ・染付芙蓉手皿等東南アジア向けの製品が出土していることが目を

ひく。 18世紀代においては、主要器種である碗 ・皿形の他に蓋物 ・蕎麦猪口等の他の器種の出土がみら
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れる。 19世紀,.-....,19世紀後半代においては再び碗 ・皿形が主体となる。特にこの時期の製品は、他の時期

と比べて出土誠が多く、産地もこれまでの肥前産から肥前系（薩摩産の可能性を含む）へと産地に変化

がみられる。

註

註 1.「嬉野町吉田2号窯跡l「肥前地区古窯調査報告書第6集」佐賀県立九州陶磁文化館 1989年

2. 「海を渡った肥前のやきもの」展 佐賀県立九州陶磁文化館 1990年
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(1) 「海を渡った肥前のやきもの」展 佐賀県立九州陶磁文化館 1990年

(2) 「国内出土の肥前陶磁」 佐賀県立九州陶磁文化館 1984年

(3) 大橋康二 「肥前陶磁」 ニューサイエンス社 1989年

(4) 大橋康二 「肥前磁器碗の形態の変遷」 乙益重隆先生古稀記念論文集
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第10節沖縄産施釉陶器

沖縄産施釉陶器として取り扱ったものは、器の表面に釉を掛けた一群であり、いわゆる「上焼」（註1)

と称されるものを中心とするものである。

本遺跡から出土した沖縄産施釉陶器の器種は、碗（小碗も含む） ・皿・香炉・火取り （火舎） ・酒器（カ

ラカラ） ・急須 ・壺（油壺 ・瓶子 ・対瓶・花瓶） ・灯明具（灯明皿 ・燭台） ・火炉・鉢などが確認されてい

て、出土した大部分は小振りのものが多くを占めている。その他に本項では、沖縄産施釉陶器の発生段

階で若干の影響を与えたとみられる中国産白磁と青磁を参考資料として図化した（第69図 1・4)。

釉の種類として確認されたものについては、灰釉・透明釉 ・鉄釉 ．飴釉 ・緑釉 ・黒釉 ・瑠璃釉が存在

する。その他に素地に白色や茶色の化粧土を塗付するものがあり、白色のものはいわゆる白化粧を施す

ものであり、その場合は一般的に透明釉が掛けられている。茶色の化粧土を施す際は、釉掛けを行わな

いようである。釉の種類と関係する資料として、赤絵 ・三彩 ・染付（呉須）を施した碗 ・瓶子などが出

土している。

施釉の方法として上記の釉の単釉掛け以外にそれぞれ異なる釉を掛け分けて施すものが、碗 ・皿など

に認められる。単釉掛けの場合は、「フィガキー」（註2) と称される手法を用いているものが多い。

文様の種類としては、線彫り（釘彫り） ・ 片切り彫り • 印などの施文具で器面に草花文 ・ 格子文 ・ 花文

などを描くものと鉄釉 ・呉須 ・緑釉を筆（指など）で描く絵付けや釉の流し掛けなどで花文などを表現

するものがある。これも文様表現の一種として扱った。他に陰刻された文様に白色土を埋め込む白土象

嵌（三島手）の資料も得られている。

以下、各器種について、器形や釉の種類などで分類し、必要に応じて細分類を行った。主な特徴を揚

げて分類概念や分類基準とし、個々の特徴については観察表（第5表）に呈示することにした。

1. 碗

器形や施釉などから I~VII類に分類できた。

I類（灰釉無文碗）

直口口縁の碗で高台脇から口縁にかけて、外側に開きながらストレートに移行する器形である。高台

が高い無文碗である。いわゆる灰釉碗である。施釉の手法は「フィガキー」である。（第69図2・3)

II類（灰釉有文碗）

外反口縁の碗で高台脇から外側に幾分丸味を持たせる器形である。見込みを浅く窪ませるのも特徴の

ひとつである。外面に鉄釉で草花文を描く。（同図 5)

Ill類

外反口縁の碗であるが、外反の度合いに強弱があった為、釉掛けや釉の掛け分けなどでa~cの3種

類に分けられる。その特徴を略記する。

a種…外面鉄釉、 内面灰釉。見込みに丸文と圏線を鉄釉や白釉で圏線を描く。（同図6・8)

b種…両面鉄釉、フィガキーで施釉。見込みに鉄釉で丸文を描く。（同図 7)

c 種••外面鉄釉、内面透明釉（下地に白化粧土）。（同固 9)

IV類

口縁の外反の度合いは微弱となり、 直口する碗も含まれている。 釉色の違い（掛け分け）や施釉の範

囲にも変化が見られたので、 a~cの三種類に細分した。これらに共通する点は両面に総釉した後に内

底面や畳付の釉を除去することである。

a種 ・外面淡青色、内面透明釉（白化粧）。外底面に透明釉を施す緑釉の碗。（第70図1)

b種…両面透明釉（白化粧）。外底面に透明釉を施す。有文と無文があり、有文の場合は線彫や丸彫り

-93 -



で丸文に三葉・花文などを組み合わせる。中には文様に呉須を施す「釘彫染付」も含まれている。（同図

7 ~11・ 第71図4)

c 種••両面鉄釉。外底面も鉄釉を施している。（第70図 3)

V類

外反する碗で他と共通するが、白化粧との施し方などに違いが見られたので、 a • bの二種類に分け

た。これも両面に総釉後に内底面や査付の釉を除去する点で共通する。

a種・・外面透明釉（白化粧）、内面透明釉。（第70図4)

b種..外面透明釉、内面透明釉（白化粧）。このタイプには有文と無文があり、有文の場合は線彫りで

草花文を描いた後に文様へ呉須を施す。（同図5・6)

VI類

このタイプは、口縁造りから外反口縁 ・内甥口縁の二種類に分けられるが、口縁の造りが微妙な違い

である為、釉色や施釉などの方法で a• bの二種類に分けた。

a種…両面透明釉（白化粧）、外底面透明釉を基本とするが口縁や文様帯にアクセントをつける為に三

彩や鉄釉を施すものがある。これは全て有文の外反碗で、文様構成等に類似点が認められる。文様は刻

文 ・点刻文や圏線で構成されている。（第71図1~ 3) 
b種..両面に灰白色の釉を施す。内面への釉の掻き取りはない。文様は線彫りで刻文と梱線を描いた

後に白土で象嵌する内瑚碗。（同図 4)

Vil類

外反口縁と内問口縁の二種類が含まれているが、両面及び外底まで白化粧を施した後に呉須を主体に

飴釉 ・緑釉などで草花文 ・花文などを描き透明釉を施す。この中には三彩碗や赤絵が含まれている。こ

れらの類似点は両面に総釉した後に内底面と覺付の釉を除去することである。（第71図6~10) 

2. 小碗

茶碗としての利用が主体とみられたので、碗と区別した。小碗も器形や施釉などを基本に I類~V類

に大別し、必要に応じて細分した。

I類

外反と内四の小碗がある。前者をa種、後者がb種と二種類に分けた。

a種..両面透明釉（白化粧）のものと外面透明、内面透明釉（白化粧）を施すものを主体とするが、

器にアクセントをつける為に飴釉と緑釉を施したものがある。釉の掻き取りは総釉後に見込みと畳付を

除去するものと畳付のみ除去するものも含まれている。この手は口縁が外反するものである。（第73図1• 

2、同図9)

b種…両面透明釉（白化粧）を施すものと外面に鉄釉 ・透明釉、内面が透明釉（白化粧）を施釉する

ものがある。有文と無文の両者があり、有文の場合は呉須や白釉で花文 ・渦巻文などを描く。この種は

内殻する小碗である。（同図3・4・7・10・11)

II類

I類a種と同様に外反する小碗である。外反の度合いに強弱の変化が認められる。施釉の手法などか

ら2種類の変化が認められた。これは外面鉄釉。内面透明釉（白化粧）のタイプと外面鉄釉、内面透明

釉のみを釉掛けするものがある。いわば異色の釉を掛け分けているものである。（同図5・6)

III類

内班気味の有文の小碗である。文様の構成や器形などから三島手の範疇にはいるものとみられる。文

様は圏線 ・菊花文 ・縦沈線を描いた後に鉄釉？もしくは茶色の化粧土で象嵌を施す。（同図8)

IV類
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腰部を箆で面取りした小碗で、口縁が外反する。有文と無文があり、後者のものが多い。釉掛けは両

面に透明釉（白化粧）を施すものを基本とするが、透明釉（白化粧）以外に黄緑色や淡緑色の飴釉でア

クセントをつけるものがある。異色の釉で器に加飾するものも文様の一種として把握し、このグループ

に含めた。（同図12~15)

V類

V類は肩部が 「く」の字状に折れ、口縁で外反する。文様は線彫りによる圏線と刻文を描いた後に白

土で象嵌を施す。（第74図2)

3. 小皿

銘々皿の可能性もあったので大皿（盛り付け）と区別し、小皿と分類したものである。小皿は器形や

施釉手法などから I 類~v類までに大別し、状況に応じて細分した。

I類

I類には内彎するものと外反もしくは直口するものに分けられ、内彎する小皿は有文である。外反も

しくは直口するタイプの小皿は無文であった。これらの特徴以外に施釉手法などから a~c の 3 種類に

分けた。

a種…両面に緑灰色の透明釉を施す。いわゆる灰釉皿と称されるものに含まれるものでフィガキー手

法で施釉。内懺する小皿で外面に白釉で花文を描く。（第73図 1)

b種…外面無釉、内面透明釉（白化粧）を施す。 口縁が外反するものと直口のものがある。

直口のものは高台から外側に大きく開き、若干丸みを持ちながら口縁に移行する。一見、蓋を想像さ

せる。この種は無文である 。 （同図 2 • 11) 

c種…両面に透明釉（白化粧）を施す。釉は外底面まで総釉した後に見込みと畳付の釉を除去する。

ロ縁で僅かに外反する無文の小皿である。（同図 3)

II類

口縁造りが口縁端部に指圧を加え稜花状に仕上げる小皿で、 口唇に箆を加え面を取るものもある。釉

掛けの状況などから a • bの2種類に分けた。

a 種•両面に透明釉（白化粧）を施す。外底面にも施釉。内面は呉須を施す際は雲文？ ・ 花文などを

描く。線彫りの場合は草文 ・圏線を描いた後に呉須で文様を沿って筆書きを行っている。（同図4・7・

8) 

b種…外面鉄釉、内面透明紬（白化粧）。無文と有文があり、有文の場合は線彫りによる圏線を描く 。

（同図5・6)

III類

口縁の外反が微弱な小皿である。施釉や釉色などの組み合わせの違いでa • b の二種類に分け ら れる。

a種…外面鉄釉、内面透明釉（白化粧）。無文の小皿である。中には口縁端に三角形の突起を貼り付け

だ灯火皿と判断できるものが含まれているが釉色や煤などがない為、灯火以下に使用されたものと理解

されたので本種に含めてある。（同図 9 • 12) 

b種 ・・a種と同様に鉄釉 ・透明釉（白化粧）を施すが、内面に緑釉を箪書きで花文状に施す三彩小皿

である。（同図10)

IV類

内聾の小皿で、両面に鉄釉をフィガキーの手法で施している。（同固13)

v類
赤絵小皿で、両面に透明釉（白化粧）を施した後に赤茶色や明緑色の釉で草花文を描いている。 （第74

図 1)
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4. 小杯

一例のみ確認されている。両面に浜緑色の釉を條付を除いて総釉する。外面に白釉で「区」の一字を
施していることが確認できる。（第74図 1)

5. 大皿

盛り付け用の皿とみられるものを大皿と仮に分類した。口縁形態や釉色も変化に富んでいる為、 I類
~IV類までの4種類に大別し、必要に応じ細分した。

I類

内懐する大振りの皿で、施釉などの状況からa~cの三種類に細分した。

a 種••両面に透明釉（白化粧）を施す。白化粧を施した後に鉄釉で圏線 ・ 斜沈線を筆書きする。大振
りの内四皿である。（第74図4) b種・・・外面透明釉、内面透明釉（白化粧）を施すものと両面に透明釉
（白化粧）を施すものが含まれている。内面に線彫りの丸文に縦沈線文 ・波文などを施したものや文様

に淡緑色 ・淡茶色の釉を施すものがある。外反のきついものとゆる＜微弱なものがある。（同図5・6)
C種…両面に透明釉（白化粧）をフィガキー手法で施す。大振りの内灼皿である。（同図8)
II類

口縁端部に指圧を加えて稜花状に仕上げる。両面に透明釉をフィガキーの手法で施す。内面には鉄釉
で圏線を二本描いた後に圏線の間に白色の釉を施している。また、見込みには鉄釉で丸文を描く。（同函
7) 

Ill類

17縁が肥厚する大皿で、疑似肥岸口縁タイプと肥彫口縁のタイプがある為、施釉 ．釉色などから a• 
bの二種類に分類した。

a種…外面透明釉、内面透明釉＋白釉。内面は下地に透明釉を施した後白釉を掛けていて、圏線を下
地の透明釉で表現する。口縁外端を三角状に成形する。見込みに明茶色の化粧土で手碧きの丸文を描く。
（同図9)

b種••両面に鉄釉を施す。 n縁は玉縁状に肥厚する。（同図10)

JV類

この手の大皿は口縁を三角形に肥厚させて仕上げているもので、釉の掛け分けや釉色などからa~c
の三種に細分した。

a種…外面鉄釉、内面透明釉。外面の釉は高台脇で止まり、内面が総釉後に蛇の目状の掻き取りを行
なっている。（同図Jl)

b種…両面に鉄釉や透明釉をフィガキー手法で釉掛けする。見込みに丸文や圏線を鉄釉 ・茶色の化粧

土で描いている。（同固12・13)

c種 ・・外面鉄釉、内面透明釉（白化粧）。外面は高台脇で釉が止まる。内面は総釉後に蛇の目状の掻き

取り。内面及び内底面に青緑色の釉で花文を表現する。（第75図1)

6. 大鉢

大振りの鉢を仮称して大鉢とした。他器種との特異な点として裔台に3~7程度の孔を穿っていて、
紐通しの小孔とみられる。口縁部の特徴を掲げると外反口縁、肥駆口縁、輪花状口縁などが認められる。

n縁形態や釉の状況などから I~IV類に大別される。
l類

口縁形態から口縁を外反させるもの、口縁を三角形状に肥厚させるもの、口縁を逆「L」字状に肥財
させる 3つのタイプに細分できる。

a 種• •外面鉄釉、内面透明釉（白化粧）。 n縁を外反させて口造りを行っている。（同図 2)
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b種…外面鉄釉、内面透明釉。口縁を三角形状に肥厚させる。（同図3)

c種…外面に鉄釉、内面が透明釉を施す点はb種と共通するが、口造りが口縁を逆 「L」字状に肥厚

させている。また、緑釉で花文を表現する点などで相違がみられる。（同図 4)

II類

この大鉢は口縁の内端部に指圧を加え輪花状に仕上げている。施釉や釉掛けなどから a • bの2種類

に分けられる。

a種…外面鉄釉、内面透明釉。内面は口縁の扶れに沿って白色の釉掛けを行ない、さらに同種の釉で

臨線を筆忠きで描き、花文を表している。（同図 5)

b種…外面は透明釉、内面に透明釉を施す以外に外底面にも透明釉を施している。内面は呉須で草花

文を描いている。（同図 6)

III類

口縁の肥厚が大きくなり、大鉢I類 c種より強調される。口縁は逆「L」字状に肥厚させるが、肥厚

の突出が外側に摘み出される為、鍔状の口縁となる。施釉や釉色の違いなどから a・bの二種類に分け

た。

a種・・外面鉄釉、内面透明釉（白化粧）。内面に青緑色や鉄釉で花文を描く 。外面に凸帯状の陽圏線を

施す。（同図 7)

b種…両面とも鉄釉をフィガキーの手法で施釉する。内面に茶褐色の化粧土で丸文と圏線を描いてい

る。（同図 8)

IV類

高台から丸味を保持しながら胴上部まで立ち上がらせた後に口縁を内側にきつく内慨（内傾）させる

大振りの鉢である。外面には鉄釉を施し、内面が透明釉（白化粧）を施しているものである。（第77図 6

~8) 

7. 小鉢

本品は口縁形態や製作手法などで1類からIll類に分類し、必要に応じ細分類を実施した。

I類

このタイプは口頚部で「＜」の字状に屈曲し、口縁が外側に開き傾いている。鍔付きの口折れ小鉢で、

ロ縁内面は蓋を受けやすくする為に窪みをつける。高台脇からの立ち上がりの状態や施釉手法などから

a~cまでの3種類に細分した。

a種 ..両面の黄緑色の釉を施す。外面に線彫りによる刻文 ・圏線 ・縦沈線（櫛描き）を施した後に白

色釉（化粧土？）を文様に象嵌する「三島手」の手法である。（第71図 1)

b種…両面は透明釉（白化粧）を総釉した後に昼付を露胎させたり、内底釉を蛇ノ目状に掻き取って

いる。（第76図 1)

c種…両面とも b種と同様に透明釉（白化粧）を施す。内面に線彫りの格子文と波滸文を描いた後に

呉須や鉄釉（飴釉の可能性あり）を文様に施す。（同図 2)

II類

腰部が 「く」の字状に折れる面取りの小鉢である。 面取りは口縁から腰部まで箆で面を削り取り、面

数を八面に仕上げている。内面は面同志の折れの部分（面の角）に青緑色の釉を流し花弁を表現してい

るものである。（同図 3)

Ill類

この手は口縁が内側に強く内傾する内湾の小鉢である。施釉手法や器形の変化などから a~cの3種

に分類した。
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a種…両面に濃緑色の釉を施すもので、外面の釉は高台脇で止まる。内面は鉄釉。（同図4)

b種…外面鉄釉、内面透明釉（白化粧）。器形や施釉の範囲はa種と類似する。（同図5)

c 種 ••両面に黄褐色の釉「フィガキー」に類似した手法で施す。器形は a • b種と若干異なり高台脇

から内側に閉じ気味に丸味を持ちながら胴上部に移行する。（第77図 1)

8. 香炉

香炉は足が三つ貼り付けられていて、三足香炉と称されるものである。底部は丸味のある平底や外底

面に浅い扶りを入れ碁笥底状に仕上げるものがあるが、全体的な形は底部から丸味を持たせながら立ち

上がり、胴中央部で、外側にきつく突出させて丸味を強調させている。丸味は頚部下部で消えている。

口縁はきつく外反するものや「く」の字状に折れるものがある。釉色や他の釉との掛け分けなどに変化

が見られ豊富である。（第77図2~5)

9. 火取

円筒状で高台を持つ器形のみである。外面に丸彫りによる圏線と緻密な縦沈線や波文を施すものと線

彫りで圏線・縦沈線と型押しの三華文を施すものの 2種があり、前者をa種とし（同図6・7)、後者を

b種とした（同図8)。b種は文様に白土で象嵌する三島手の手法のものである。

10. 酒器

いわゆるカラカラと俗称されるもので、その用途は酒入れである。器形や文様の有無でa・bの2種

類に分けられる。 a種は無文の酒器で、胴部に丸味を持たせ頚部で極端に細まっている。口縁が酒を入

れやすいように口縁を外端に一端強く突出させた後に口縁端部を撮み上げている。（第78図 1)。b種は

有文の酒器である。胴部中央で算盤玉のように成形させる為、屈曲がきつ くなっている。文様は丸彫り

による緻密な縦線と圏線を施す。（同固 2)

11. 急須

確認された急須は全て三角形状の突起を 3個貼り付けて脚とするものであった。急須は文様の有無や

釉色 ・複数の釉を釉掛けするなどを基本として I類からIll類に大別した。

I類

無文の急須で、底部に三角形状の突起を三個貼り付けて脚とするものである。釉色や釉掛けの相違か

らa・bの2種類に分けた。

a 種• ••両面に透明釉を施す。外面は口唇と底面を除き施釉し、内面は口縁のみ蕗胎する。（同図 3)

b種・・・外面に黒釉を施し、釉は外面が口縁から胴下部まで施している。内面は頚部の釉垂れを除き露

胎する。（同図4)

II類

有文の急須で、異色の釉で文様などを表現するものや線彫りによる格子文 ・圏線 ・丸文などを描いた

後に異色の釉を文様に掛けているものがある。このタイプは全て三彩急須として把握できるものであり、

三彩急須の範聴に入るものとして考えられた。（第78図5~ 7) 
III類

三島手の急須である。外面や把手の部分に線彫りによる沈線 ・圏線などを描いた後に白土を文様に埋

め込んでいる（象嵌技法）。（同図 8)

12. 蓋 （急須 ・壺 ・水滴 ・鍋）

急須の蓋が得られていて、いずれも被せ蓋であった。文様や釉色などから急須の分類と一致すること

が確認できた。蓋の分類は急須の身の分類に準じた。（第79図1-~4) 

壺の蓋も出土していて、蓋の形状（特に撮み）などから a-~bの2種類に分けた。 a種は高台状の撮

みを造り、透明釉（白化粧）を施す。線彫りによる草花文を描いた後に呉須を施すものである（同固 5)。
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b種は蓋甲頂上に紐状の把手を貼り付けている。鉄釉（白化粧）を施す無文の蓋である（同図6)。a• 

b種とも被せ蓋である。

水摘の落とし蓋とみられるものが 1点のみ得られている。素地や釉色などから無文の三島手の青磁水

滴の範店にあることが予想された。（同図 7)

鍋の蓋は高台状の撮をもつもので、線彫りや櫛描きで草文を描いている。（同図 8)

13. 大型急須

大振りの急須で 「アンビン」と称されるものである。釉は黒釉のみを用いている。（同図9・10)

14. 油壺

小振りの油壺とみられるものが出土している。n縁がきつく外反し、頚部で締まっている。黄緑色の
釉を胴下部まで施している。（第80園1)

15. 瓶子

瓶子は器形や釉色などの変化が著しい為、 a~c種の3種類に分けられた。a種は外面に透明釉（白

化粧）＋緑釉＋飴釉を施した三彩の瓶子で、器形は長胴のナデ肩で、頚部から口縁方向に向かって細まっ

てくる（同図2)。b種は外面に黒釉と透明釉を掛け分けて施している。頚部は細長く、胴部で丸味を帯

びている（同図6)。 C種は両面に明茶色の釉を施し、器形が円筒形となる瓶子である。口縁は逆 「L」

字状に屈曲し、 一端をつまみ出して注ぎ口とする。（同図 4)

16. 対瓶

対瓶は怒り肩のものが全てであった。特徴として脚状に底部を仕上げていて、底部の成形などから高

台状に内剖りを入れて仕上げるものとペタ底状に仕上げたものがある。前者をa種（同図 3)、後者はb

種（同図4)の2種類に分けた。a種は三彩対瓶、 b種は瑠璃釉瓶子である。

17. 花瓶

大型の花瓶の破片が］点得られている。底部資料であるが、底造りや文様などから花瓶として推定し

た。高台は 「ハ」の字状に大きく成形する為、脚を思わせる。高台外底の内剖は深く、益付も幅広であ

る。外面に透明釉（白化粧）を施し、線彫りの圏線と縦沈線を描き、蓮弁を表現する。（同図 5)

18. 壺

器形や釉色などからI~!II類の 3種類に分類した。分類概念は以下に略記する。

I類 外反する黒釉の壺である。全体的に円味を帯びている。内面に茶褐色の化粧土を塗付する。（同

図 7)

II類 いわゆる嘉瓶と称されるもので、黒釉の釉を施す。胴中央で一端細まる。（同図8)

1ll類 広口の壺で、食用油専用の四耳壺である。耳は穿孔され縦長に貼り付けられる。（同図9・10)

19. 油壺

この小壺は髭付け油用 とみられるもので、すべて黒釉である。 器形や底造りなどから a~c までの 3

種類に分けた。a種は怒り肩気味の小壺で、高台外面を削り出し、底造りを意識して強調するもの（第

82図 1)。b種はナデ肩気味の小壺である。底造りはベタ底のままで終了しているもの（同図2)。 C種

は肩部が屈曲するが、全体的には円筒形状に近い小壺である。底面のみ削り出して、査付を造っている

ものである。（同図3)

20. 灯明具 （榮燭 ・燭台 ・灯明皿）

灯明具として乗燭 ．燭台 ・灯明皿の三種類があった。中でも灯明皿には蓋や皿からの転用品も含まれ

ていた。乗燭 ・燭台 ・灯明皿の順に記述を行うが必要に応じて分類を試みた。

イ．乗燭

「ウドンモー」 と称されているもので、器内に灯心を支える切り込みのある円筒状の突起をもつもの
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である。円筒状の突起は貼り付けである。脚付きの乗燭である為、脚と身の製作過程にも注目し、 I a 

~ I C の 3 タイプに分類した。

r a類 ：両面に灰緑色の釉を施す。口縁が直口し、脚上部から丸味を持っている。脚と身（器）は同
ーエ程で製作され、脚から身までは一挙に造り上げている（同図 4)。

I b類：両面に灰緑色の釉を施す点は、 Ia類と同じであるが、口縁を内側にきつく内傾させている。

脚は中空である為、脚と身は別工程で製作し、最終的に身に脚を貼り付けて完成させている（同図 5)。

f C類 ：両面に黒釉を施す。器形はIb類に類似するが脚が短く、身と脚は同一工程で一挙に造り上

げている。（同図 6)

ロ．燭台

燭台が 1点のみ出土している。黒釉を外面の畳付を除き総釉する。脚は中空で脚から先細りする円筒

状の筒まで中は空である。脚と身（器）の製作は別工程とみられる。（同函 7)

ハ．灯明皿

灯明皿と分類したものには、製作段階から灯明専用の皿として意識して製作されてきたもの以外に鍋

の蓋や皿などを利用した転用品も含まれている。分類に関しては前述の転用品を含めてあり、これにつ

いては灯明皿として使用される以前の用途や器形などを基準に行った。その結果、 I類からIV類までの

4種類に分けられた。

I類

内悶するべ夕底の皿で、両面に黒釉を施している。小皿から灯明用に転用されたものか、あるいは今

帰仁城跡（註2)や上村遺跡（註3) などから出土している白磁の灯明皿と器形が類似していることか

ら白磁の灯明皿の影響を受けて登場したものとして考えられる。仮に後者であれば、湧田古窯の灯明皿

で最も古いものになる。（第81図1)

II類

高台を持つ内悶口縁の灯明皿である。口緑端部分に三角形状の突起を貼り付けて、灯心を支える。釉

は透明釉（白化粧）を両面に施している。口縁外面や外底面には煤けたり、煤の炭化物が付着している

（同図9・10)。その他にこのタイプと類似する特徴（器形・ロ縁端の三角形状の突起）をもつものが前

述の小皿UIa種に含まれているが、煤などの付着が確認されていないことなどから灯明皿から小皿に転

用されたものが存在することが判明している。（第73図12)

Ill類

器形的には染付の碁笥底皿と類似するものであり、両面に緑灰色の釉を施している。（同図11)

RV類

鍋などの蓋を灯明用の皿として転用したもので、蓋甲頂部に高台状の撮を造っている（実測図では天

地を入れ変えてある）。口縁（蓋甲の縁端）端部に煤が帯状に付着している。（同図12)

21. 火炉

急須や鍋などを薗いて炭火で保温（再加熱を含む）する炉で、両面の口縁端部に三角形状の大型の突

起を貼り付けている。また、炭を入れやすくする為に、口縁を「U」の字状に扶り取っていたり、穿孔

された把手を外面胴部に貼り付けているのも特徴である。把手には獅子面が施されているのも特徴であ

る。獅子面が彫りによるものか型のよるものかは今回確認できなかったが、状況から考えられたのは後

者の型物の可能性であった。器形の変化などから I類,__,III類に分けた。

l類

高台から丸味を持ったまま立ち上がり、胴上部から口縁には内側へ強く内傾する。全体的に丸味のあ

る器形となっている。有文と無文の二者が確認され、有文の場合は口縁から胴部に片切り彫りの緻密な
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縦沈線を施している。釉色は黒褐色や茶褐色を帯びたものを両面に施していて、中には天目茶碗にみら

れる褐錆斑が認められるものもある。（第82図 1 • 3) 

II類

高台から内側に閉じ気味に丸味を持って立ち上がり胴下部までそのまま移行する。胴下部から若干、

丸味がゆる くなり、口縁部まで移行する円筒状の火炉である。口縁の両端部が肥厚し、「T」の字状となっ

ている。（同図 3)

III類

口縁を欠くが胴下部で「く 」の字状に屈曲する火炉と考えられる。外面に透明釉（白化粧）を施す。内

面は釉掛けがなく、露胎する。（同図 4)

22. 火鉢

口縁を欠くが全体の状況から外反する火鉢が考慮できる。両面に透明釉（白化粧）を施している。外

面には線彫りの縦沈線文と片切彫りの圏線を描いた後に文様に呉須を施している。内底面を深く削り取

る為、段状となっている。（同図 5)

23. 鍋

鍋は口頚部が 「く」の字に折れ曲がり 、底部に三角錐状の突起を貼り付けたものである。これらの鍋

は口縁の造りや把手の貼り付けなどから 1類からII類に分類した。

I類

器形は胴下部で膨れ、胴中央から若干、内側に閉じ気味になりながら頚部に移行する。口縁部で外反

させている。底部は丸底で三角錐状の突起を三箇貼り付けている。紐状の把手を口縁に貼り付ける点で

も II類と区別出来る。釉色は茶褐色 ・黄緑色 ・ 灰緑色の透明釉を両面に施している。（第83図 1~5 • 7)

11類

器形は底部が平底で、底部から丸みを保持しながら胴下部へ移行し、胴下部から頚部まではほぼ垂直

に立ち上がっている。口縁は外傾し、口縁外端を尖り気味に突出させている。口縁内縁は浅く、窪みを

造り蓋受とする。口唇がI類よりも幅広であり、口唇に紐状の把手を貼り付ける点などが、このタイプ

の特徴である。（同図6・8)

小結

本遺跡出土の施釉陶器の中で三島手技法の縦沈線文は櫛描きによるものとして最終的に考えられた。

今回、確認された器種は碗 ・皿 ・香炉 ・火取 ・酒器 ・急須 ・壺 ・灯明具 ・火炉 ・鉢 ・鍋などの10種類を

越えている。まとめに入れる前にII地区の出土層位の検討を行うことにしたい。第3層と平行する土層

は黒褐色土屈 ．撹乱 l陪 ・撹乱2層と記述したものである。第5層に平行する土層は赤褐色土陪と記し

たものであった。第 6 層は第 1 • 2号窯を掘り込んだ時期である。第7・8層は窯構築以前の時期であ

るが、施釉陶器が出土していない。

II地区の第3陪からは小皿IIa、小皿IIb、大皿IVC、大鉢Ib、酒器b、花瓶、乗燭Ib、火炉III

が出土していて、 平行期の土層を含めるとと多種に及ぶ。 これらの釉薬を観ると鉄釉 •青緑釉 ・透明釉・

（白化粧）の釉以外に緑灰色 ・灰緑色 ・の釉色が認められる。またこの時期に平行するものとみられる

釉色や技法をみると黒褐色土層や撹乱1・2層のものを含めると「フィガキー」の灰釉碗 ・三島手技法

がみられる。釉薬は緑釉 ．飴釉などが施される。

同地区の第5層及び平行期の赤褐色上層からは碗Vil・小皿V・小鉢IC ・急須II(蓋） ・壺IIIが出土し

ていて、釉薬などは透明釉（白化粧）を施すものが主体で、稀に黒釉が認められた。他に透明釉（白化

粧）を施したものは呉須や赤絵で草花文を描く 、線彫染付の場合は文様に呉須と鉄釉ないしは飴釉を組
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み合わせている。

l地区からは層の比較的安定した場所から火鉢（方形状下部塘二段目北側）が出土している他に第1

瓦層から鉄絵の大鉢Iaが出土している。前者の火鉢は透明釉（白化粧）に三島手技法の櫛描き文と圏

線を施した後に呉須を施している。また内面には青緑色の釉掛けが認められている。この他に同地区の

撹乱層や撹乱2層からは碗IVa (緑釉） ・香炉（緑釉） ・小碗 Ib (黄緑釉）が出土している。

以上の状況からは時期的な結論は出せないが、 I地区出土の火鉢は遺構と直接結びつく資料である。

この遺構時期は時代幅が大きく、 15世紀後半から17世紀中ごろに位償づけられるようであり下限の17世

紀中のものは肥前の瓶が伴っていることからこの火鉢は17世紀中頃に比定される公算が出てきている。

註

註 1.釉薬に浸して掛ける手法で見込みと高台が露胎のままである。

註 2.金武正紀 ・宮里末廣ほか「今帰仁城跡発掘調査報告 I」今帰仁村教育委員会 1983年

註 3.大城惹 ・金城亀信ほか「上村逍跡」沖縄県教育委員会 1991年
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第5表 1 沖縄産施釉陶器 （上焼）観察一覧

l図.PL 匹., 口径 「~.. , ~ 言 - 'ぶ =ヽ .. I _.,~., 翌影ヤa 胃人竺 ，，ど 出土地点

筍69図 I 嗣（中国 " 8 
& a 5 3 淡灰色。透明 固左。 灰白色。微粒 涵台脇まで施 全面鞄釉後に 高台脇から口ほ部にかけてH•ートに廷び口籍で微弱1こ外反する 1区さ ―Hf/i褐色

PL 73 産白磁） 釉。 子。 釉。 釉の頃き取り 。高台は低く蝸広。゚彎外“庇’‘面の内削りは沃い。内底面の袖を蛇の 田下層

目体にIU堅る ー の1'l人はない
2 玩 I l.f. 1 2 1 2 紐灰色。 "o ” • 淡貧白色。屈 " • 腹部ま で施釉 高台脇から口ROO<こかけて9り4に延びる“ロロ杜面。涵台が ll区に一51112

1 •配1子ヽ。 （ 半Ill ぶい。文様,:ない。R人はflJiiliiに繍かく入る。,,1・1・（内外ilii

！のヒ生部のみをll組に磁釉丈る壬法） ＾

3 耐I 13 6 3 6 2 ,; ゜,, ゜ " • 1灰.." 白色。紐11 • 0 "• "o "o "o ft入はない。 71iヤ手法。内底に綸状の目疫あり D区衷土a,

' In (巾因 11 ! 5 2 5 4 淡貨n色。矢 ”• ”。1日11子。 "• 全面施釉。 高台脇か ら体部へかけて綬やかに1-7・を ,~ちながら膨らみその n区II

程＼? 11磁 透釉。

＇ 
まま□1ゑへfJ行する。 aロロほで内彎する祝。文様や1!人はな
い、9

s 嗣"(鉄 13 I 6 2 6 1 淡灰色。 透明 ”• ”。微粒子。 高台外面途中全面施籍。浚 9餐部で緩やかに影らみながら口ばに移行する。口8で償かに外 n区,.-111,
絵碩） 釉。 まで施釉。 '-釉の！蚤さ取反する。:1'11'!の幅が3●●前後と快くなる。内底釉,:蛇の目状に

り。 ほき取っている。文様l!i失釉で¢花文を描く 。両面に細かい1'1

｝が般ンれる

6 (fiIDa 111 
6'l 6 6 汲誡．夭●● 項●沃色..五,+. • ., 色.. 品台際まで：I"• ..。口籟で僅かに外反する。内底釉を蛇の目状に掻き取ってい 0区に一1811

, •11釉。 。 （半磁 釉。 1IるH。い文阿li人lif'liliiの出込みに丸文騒下部に圏線を描く 。内面に

1 lliIDb 12 6 ~6 I~ 9 鉄釉。 1鉄籍。 色，細粒
紅台関まで範見込みと腹部,,. ,, . 見込みに鉄釉で）し文を描いた後に,,11-手柁で施釉。 n区IS-$1"

袖。 に施釉. /.li台内外嬬とI'llすに名状の砂目 (6灰分？）がIt?lo ff人な し

8 桐ma 111 s sl s, " • 灰紐色。 淡買白色。” 1高台閉まで施全面施枯後に.0 'ヽ 。内底釉を蛇の目状に掻き取る。Jl.込みに丸文牒下部 不明

． 釉。 釉のほさ取り に圏椋を白色の捨で,~く。仕付に紗目が付"・l'!人はない。
9 碗ru, 12 5 6、6 • • 1透虹明釉。白化1液・。灰t〇月9色立子。 N 0 "o ,, . .。内底釉を蛇の目状に9ヽき取る。内面に細かいn入。 n区な-srn

'i¥70図 I 研l¥'a 12 II 6 6 S淡斉峠色。 ". ". 淡高I・・... I全釉。l'lflのI".
., . ., . ., . ., . 見込みとll(寸に目紋や砂目が認められる。外 1区ISl°M"IV!ヽ

Pl 19 I ） (様釉嗣 白色。 み冗胎。 底い面1'1に入必明釉 （素地の色と施釉で灰U色を只す。） 内面に細か ua, 

2 !li!Vb 12り62 19透’月釉。白化 透明釉。白叶。化灰色。紐虹I全釉。 l'i:けの1I釉゚全面の施釉後に 楼部で箱やかに膨らみながら口けに移行する。口Rの外反It徴 n区な一51
（震文） 粧。淡灰白色 訂，DIゑに 。 I み斥胎。 ほき取り 弱である。内庇9いを蛇の目状に1蚤き取っている。見込みと1'11寸

I 
自駐色の釉 に目碩や砂Uが認められる。外底面ぃにf!透人1月釉 （案地の色と施釉

で灰緑色を併しp,ヽ ，hZ に1●か

3 極r,'C 13 2 6 Z 6 4 鉄釉。 I透亡'町"'釉。 淡遺~淡責戸白色。細I"• •• -. l ... "o... , ,,朽。;..11内底{」釉の釉を蛇を隙の去目状すにる1星,きh取=にる。細外か面いの口釉入11外底面まで rr区な-111,畦
'I面v, 13 6 5 7 透..明々籍。~白~化u ,' • i灸貨臼 ヽ'• "• "o I, ,, • ,, • ,, 0 , ヽ。外面に部分的な細かい11人。内面に細かいnn区な．に60H

5 嗣,_Vbヤ 12. 5 6 6透..9月釉"。・ 白化 透虹B)j"'釉。"' 臼白化<•I 淡貧白色。 ,, ,, . .. "o " . "0  " . "。外庄面の一部は白化粧が掛け られ．他の透9月 a区汲土II

l紬のみか旅g0 れ"0る n• 厨。 面両丘面顛9こム紐い.., 
6 碗Iむヽlb V l 13 6 l 6 I I"'". "-,, • 淡廿I..,NO,., • 0 淡I!/ "• " • ” ゚ ，， .. I " • 

I ,, • ,, • ,、 かいR人。鰈彫りの¢花文を描 u区に一;1 i, n 
いた後に,e頃元応.,,., ● ,,,.,,., 

1 面IVb 19616'6,9 ,, . ,, . 淡只1--・--.淡臼 I ,, • ,, • 
II ". ,, • 

” • ”。口llで僅かに外反。内氏釉を蛇の目IXIこ掻き取る。只付の u区9こー1,黒褐色

(Ir文） 臼色。 白色。 釉のみを餘去．祝面に細かい只人。内面口繰に淡白緑色を掛け

る。外面に丸文に三糞を丸彫りで描く 。外底に透9月釉。函面1こ

かい"'

8 lii!Vb 12 < 6 2 6 ,, 0 ,, 0 i灸灰 ...。淡灰 1淡灰色..., .... .. “。ロllで直口する。内底釉を蛇のg 状にIllき取る。l:!11の釉 〇区に一1111
(T'i文） 白色。 白色。 予？？を除去9己1面に111かい認：ぶ悶；線彫りで丸文に花文と

＿＿ 叫 戸 杢塁伍)'吐ば

9 訴!Vb 12 5 5 3 ら "o "'o "o "o "o "。 淡負白色。“ ” ゚ ,, <> ,,。 口llて位かに外反,I'll! 面を蛇の目状に掻き取る。畳付の n区表士,.,

（有文）
I゚

みを餘去。外面は線彫りで丸文1こ十字文 （三本m位）を繕
L 後翌項を旅す。 面面に観~人o釘彫染付7,

lD fnIVli 12 5 7 G I 辺9月釉o 白化 透1/j釉。口色（ヒI液灰巳。細9立全釉，畳ftの 仝面詑釉後に 躾郎で九味を持ちながら口絨"、IJ行する.nau微対に外反． n区な一!170
m 文） 粧。淡灰白色 粧。淡灰白 子。 み冗胎。 掻..1蛇き取の 目り•状） Iの勺底み釉。を文舵ほの,u目,状文にに掻弧文き取を丸る影。ユ畳ヱf1紐のふ釉を餘エ右去。に外細底かはい必胃明人釉
II /iiilVb? 12 6 • 0 ,,。決貸 " 0 • 0 淡出 ” ゚ ,, ゜ 全釉。”• ”。(.)。 口§ゑが僅かに外反する。外面に百文と格子目文を絹み合わせる U区表土1,

（＂文 ） 白色。 臼色。 。文様は線彫りで描いた後に呉頃を随す。ilijifiilこ細かい1'1人。
釘I,染f.t。

第,I図 1 翫Via 13 4 6 2 6; • 0 'ヽ。液灰 ,,, ,,, 淡灰1I汲貨白色' ,,I -, ,,, 全面施釉後に ・ヽ。 総釉後に外面の口舷と楼下部に良9目と11!1綿を描く 。両面に ll区 FIV6'fi-$

PL 10 白色． 白色. , Ill_(蛇き取の目り。状）
細かいTl人。外底<1透明釉のみ． IUD 

2 i'iY1a 12. 6 s i ~i p Q H D "D  • , ,, , • , I・, ,, • I,,, ,, • ，，。 （，， ）。 ” • 総釉後に口Hに点刻文と圏鰈，閥部に圏級を描く 。困面に 0区に一m ,
I 細かい,rA 

3 蔚Via 14' 6 6 61 • o " 0 淡貨 "• " • 淡貨 ,, <,I ，， ゜ ” ゚,, ゜ ，，。（ ＂） 。 ,,, 総釉後に楼部に刻目と11!1線を1/liく。文撮苔には鉄釉が横<t n区FIV60, I 

） （三彩碗 白色。 白色。
I 

られている。口uには部分的に内討色の釉が施されている。ぬ
面に非常に繍かい＂入

4 嗣!Vb 12 16 s a • , ,, , i灸灰 -• • • • 1灸灰 ,. ‘ ., ゜ I ,, 0 ,, ゜ I"。 (") 0 iii□ ロn笥で 腹部に僅かに窪む。外面に呉須でq 花文を描（ u区表土
臼色。 白色n 。外底面は臼い化1'!1!1人が^なく透9月釉 （灰紐色）のみが施されている

；U曲嗅

s 耐,aVlb 12 ! S 6 6, 1 1灰“白色。這1灰釉白^色。矢迅淡茶色。 -, 1高..台_脇ま で施全釉。 内彎Oil。外面に圏諒と刻文を'"'交""互にモ雑"'み'~合わ..ピ入 ながら影り込 II区,,-11畦`＂｝
み白itM」・で遭竺込んでいる はない—

ヽ面II(ニ 13 ! 6 2 6 2 ,!l&JJ釉。臼化 透明釉。白化淡こ白色。 ” 全面• ・:1:11叫I鑓 i施袖後に L1穀が穫かに肥”する。外面に1員図の''らない文様を店紐色 II区
彩面） 粧。（炎貧臼色 粧。後苫白色 ． み冗胎。 1蚤,.. き取の自り。状l 貨ほ色液H色の釉で描く 。両面に1i1かい1'1人。

7 lii¥1 12 l 5 5 6 1奴嘱透6 釉a,。. 0 1失沿透年釉,。,.". I ". ". ,, ゜” ゚
”。(、、)。 □Rが（董かに外反する。外面に呉頃で竹葉をはく 。n人はない n区i,D 

g lli,1 13 6 'ヽ 1透．IJI袖。白化 迅•JI釉。 白化，' 0 "0 -~ ゜" ゚ I,,。(、,） 。 1＂, 。外碑面曲に共りが須で』釉「のT」と姐の字さ状れのて文い様9を描く 。両面に細かいIII D区に一I&赤褐色
i出 引白,.

9 嗣VI(赤 13 4 6 1 6 I 透9月釉。日化 透9月釉．白化 汲缶色。細拉 I'!付を餘き総 紛釉後にIllき Clliが僅か1こ外反。外面に1,花文 （花の中央郎と稟が緑釉．花 n区.,

詮翫） ＄［。淡貨白色 粧。淡凶白色． 子。 釉。 1取....り。, 〈蛇I 弁が赤茶色の釉 赤絵）. ,i.; 面に柑いn入。

10蔚VI 13 1 6 6 i' 1-"• ,. " • 決灰 ff O ,, • 淡灰 淡灰色。 " • I •• I"。 (,、 )。 直□口粒。＼、n外面人にが糾IE文つをれ共7須や飴釉 （貨褐色）で描く 。両面に II区t;-rn,D 
l~,u, ー

11 Jヽヽ鉢 I a 12 2 13 1'6 占討色。 貧駐色。 灰白色。微l,i.紅台際まで施 、9。 (")。 靡竺く 」 の祖~ ·こ折れる。外面にM文・Ill線・縦沈線を施L n区な一min
(ヽ:::.¥'! 手 子。 釉。 口＊穀”コの9袖もIiit,i,:<こ白色釉を施す。 (:C: 島手）れ.てrtい人んはない。素地に微紐な

'1¥72因 1 小翫 la 8ヽ 36 4失透釉。白（ヒ 失透釉。白化 淡臼白色。紐 !1:f.tを餘き7紀総釉後に掻き瓜燻文及の＿外び白反色口籍の杭。見物が込,みi,冒や含¥'IHまIこ重ね焼きの日痕や砂目（石灰 ll区な、に一6011
PL.II 班。淡黄白色 粧。液凶白色 '"和 釉。 取り'(蛇I (t)が観られる。外面に部分的な,5人がみ られる。

2 ,Jヽ而 , . SI 4 4 I 迅9月釉。駐灰 ,!;B月釉。白化 灰白色。微Iii. “ • 戸 焦文の小的で口縁が微弱に外反する。費付のみ冗胎する。西 0区ね-5111

色。 粧。t灸凶白色 子。 面に紹かい1'1入がll!られる。索地に微細な黒色及び臼色の鉱物

'"o "o淡灰I'淡灰色。 "o '"o

が少冒含まれてい9

3 小面 lb g 2 4 I 4 7 "• 8化肝。
1紀取M .. 釉る。後ヽ9湿き

内山する小訳。外庇面は迅9月釉（灰緑色）以外に白化粧が部分 n区FIVO,

淡灰臼色。 白色。 （蛇） 的に観られる。困面と も細かいn;..。

9I 小嗣 lb 9 4 I'| 3ヽ「ほ.. .。乳8 “"’ •ー ,,。乳白臼色。lll!H". ,,。 (,、)。 ’’ • 見込みに呉頃で花文を1;く。両面に細かい1'!人。 n区表土

S 小研n 9 6 '615' 釉. 旧".≪ ". 淡灰液苫白色.,, /.liも外面まで"..。 口UがtIく外反する。内面に非常に細かい1'l入。 n区な,-smn
Iに“
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第5表2 沖縄産施釉陶器 （上焼）観察一覧

厖 立 I mャ
10区1,-1.. , 

• • 8/tll[。 1灰―臼色。..-高台椋まて施＂， （、，）， 内場する小嗣。内面にmiヽ貫人。 素地9こ微Illな燻色や白色のtf0区”

I 
四紐' I '釉， 惰か債か9召含まれているn

十一
'' ' s灰 置色e 灰羹色. (女灰色。 111 ,~ 登flを院き屹紛釉． 内彎する小碗。外面に圏線・幻花文・縦庄諒を施す （鉄釉で東骰 0区1,

石 息 ． ー一)...,,J!i面に招かい11人o I 

81 l 7 C6矢透柏。白化1夫迅釉．白(t灰白色.it! 立.. . . [litが出弱に外反する。外面に貧褐色 （飴釉）と血色 （呉項 0区nv,w
訂逗知I"酎,rH¥'.暉 石 ， ）でI~図不明の 9、のをi払 ,, ない

a 3, , • I込明釉。 " o 透明袖。 .. "• . , . < • 尋ヽ， 内関す・る'.Hii,外面に濃出色船ふ ・fiff会」と名を人れてIu区わーl9'1
こかい

U rl.8 C !·• • 負，.i色。 "• 畑色。 淡田白色o細 ＂・ 1 .. 内庄面に白色の釉で渦巻 6 文を情く 。 両面に祖い 11 人• I区17-<II!

e 
. •• (鋼文lI I I ,. 

.. , .. 牙柑をii!で肩'Iり平IQにIt上,jる．内面のみ細かい貫入。 I。区に一sa,a

& ,, 皿ヽ nb Iヽ & 7.2 ヽl"• -• ・，．．液貨 ..... ,II; 台ねまて抱., ., ..。 内面の繕部と見込みに圏線。内面に随かいl!A.-1111 n区な一&om
ー .Jli:Z.> . ' A色↑ 一 —且自' --と皿に’ が・
1 •J、IllD, 10 ! c ! ! 迅9月釉c 白 It ん。• • l文灰灰白色...。 沢付を詐さ紀，a

日±(Hi, I 
. "□8を瓦て削り平IHIこlitげる ・ 内面に呉須て花弁をI~く不明

I . lJL. 企白色白色1 釉， ~過面に!ft t• l'I~系地に微評な曳色舵mが少●恨人n
I ,J,an U• 13 6 7 4 •, •, ., , "•, .• • ., , ., •• • 0 •• • 内面に.1J彫りによるa文と圏線を描いた後に呉須を箆＂区に一 lll!I
9釘彫染'7" . す。釘彫Q付．両面 9こ紐かし• !I 人• 内底OOが1長くilW

9 小onm. " , 1 1, .~ 袖．茶褐色”●•-· · ・・-- •a .. , mtか微弱9こ外反"I勺底面に目疫が，... . 一 .. -

' "'ムn--・1ヽ皿mb ll 2 U 』＂ 条嗚色． ” ” 、長賣戌賃白色， • rll、1と外底iiii'・。 . 0 内面にn釉げ旧色）で1と文状に袖を流すか園辺か淡屈色。="...... .. 
（三劉、 白色 e に他袖• Iこ文色する。外面,:,wと外底面か巧胎するが外庄面に釉ル. I! 
~ ) ' I ' ー __,iltl心， 疇1:1りい l'1人し—
II小佃 Ih 10 i ヽII 2迅I暉,I成が雌。白化（が碑。., 口”のみ施袖 . i/J 口 uuの1)•皿でい＜外衡"―― . - - I 

_j__,____J!!. --—止益和3色· ――------ ~i(-fi'i. 内面に且口
1 •2 小IJ!m 10 a S l l I¥紅茶褐色鉄固茶褐色 ・.-, . .. . 内辺の小IID"t?.mt<こ＝．角腿の突起を貼,,f-111か塁11に日 0区FIV6WU

上がHI,只人"ないc
1111)、IllV II I 6 I 4.4妖翰.;11''1¥色妖紅茶気色＇浅貨白色.111,Q; 台脇まて施,!H部まて施内山する小皿0 ,,1 1-1'/t. で妖釉を施す。貫人はない。

. I, 一・・・ ・・ ',' .,: ... - ~・ し'···~-,.1'"名 柏

-」
n 袖，

••• ・, llf1を餘さ包叱釉. .. 内底面に亦茶色・'月貨色畑邑の二袴tl1の袖・eQ.花又を撮 U区9こ→1弁聞色
釉, 1<, 西而と出•

茶色。”•
9人. I 

.. • • l".1部で '(Iの字杖9こ！和.IJRか外反する。文騒11.11孤から ID区に一51.F IY 
高台脇9こ年 とJi!文 （格十目状に展開）をIiいた後に口色の釉 "'"

＇ ，で東朕
“ 内山する小,.。外面に白色の釉て区 のアを描く ，両面に11!!な一SIJ!(黄褐色）— 廷 訟 ... I 

_It! 紐c k.ODI, 19 21 9.2 6 6• • 白ltlI. •, El化軒• I淡賞臼色。” 高台臼まで抱種下部土て胞内彎する大皿．呻 1:年 と名1沈闘を仕袖で峯書き。両面に細 I{KJ.-<SIJi.. I 

r1 Ju~ 討戸51/~翌品。 心匹~ ・... .. 1:;.t砂き総品使1こ蛇誓名、五凡 見込み1::1,!rlillこ心と一本一111のlilr.t線を,'..~-- - .... 

lllllc ~~ ニ—+l1111l1、 I.•, 0豆 ;., . 暉色~.--..:...,_ 7-:-—辛…口韮島
I i'l,.l!Dm, 22.! 9.! 1 l灰白色． 灰白色． （!!茶色ー.<'... ,.. ロUを項紐9こ揚み出 して口逍りを行う。下函~計租と可tta'
: I , ~~ 勾翌此温:::~~。潰はご悶:

I _(旧 土で毛臼全のA知
明褐色淡灰白色,Im ll'I. 付をltさltIS釉決に蛇／ 玉繰口UのJcon.見込みと登f1に目咬や白土カ・観られる。外l.l:「- • . ・・-

I I -- I tH. ー。 目匹心り 而をf訊 1こ戌(fたりぃめている。 l'1人は 9ヽい. I' 
,,, 大皿IV, 19 S !. C 7. 4妖釉．茶褐色透明釉．戌灰浪出白色。._;II; 台はまで!:I..。 • □Rを三角形伏ヽこ肥囚させる 。 内面に11!!かい l!A, U区1:-sw

. 

藉下部まで施 ".,,1 I・ 手在で妖釉を施す。見込みに丸文 （茶色の釉） 。日 U区に一1711
固 1, ない

I I ,l", 叫

.. I~ , ヽI~-手在て透明釉 （濃緑色） を施した後に見込ニ―• 一U平丸文と暢広圏綿を玉丑土工/,;i._._ ff人はい'•加叩 1大国IV,~22'i !. ヽf69 ! 汲釉c虹 1色-. Elitl!. 浅h色'" • お合際3で抱じ釉後に蛇1 。e 内面砂l'l底面に資U色の釉て碩て花文を＆現,!!Ai, Dli(T-110 I PL. Iヽ ,[k.i/1. 卑'--~~—干— ―皿ぃ血ふ-—
-, ,. ミ 四日心碑•””•

● L ● • I •. . I. •·•. 色1 _,,_'  

“。 口籟をゆる（外反させる。 ~Hヽこ白土かけ石玄玉声戸恰
一ふ□Hをて角形状に肥”させる。内底面に重ね現さの目只が輪状I.- ... 

9こみっlt.0土1,-1-tll。内面に圏級を施すcぷ台に直径1●●前後

器叶達孟ぷ~~tこE認命＇色の釉は大半か I11区に一511!ll 
白く 疫色している 内面にi:;o色 （実際は白く変色）で花文を
孜視． 内ilii ヽこ印•い 円人。 高台に直径？••前穫の孔を外倒から
立ている

令 1

ロUの蟷部に/&Ifを加えて輪花状にft上げふ内面に白濁した 0区に一””
袖で口Uの輪花に合わせて花弁や年を描 （。 内面にIJjl •JSA 
か砂れる上 外面！こ傾llf印1•, 内面に液い灰様臼項C!.I花文を描(.外面に隔11!1碍.jl,j I"区に一17 11 0 
I面に細かいl'IA 高台外面に3.,前後の礼を穿っているがJlf:
まで崎がll/ •l 小さな孔となる

1ヽ 1大鉢 ,,125.1 1ii 1.1 ·•·.. 

←一上」 .・...

“‘ゞ e 決灰白色<. .' 

" -.. . ~ ー外店面に "a  
誕柚c

ヽK鉢 Db―,ul101, , .~ 明袖．心が暉バ茄 』、-". 
1白色。 日色。

"• 
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第5表3 沖縄産施釉陶器 （上焼）観察一覧

l図.PL 讐旦 、 口怪 ・-.. .. —, _ , I - ,~., 匹冨~ v .. • 入 螂紬王辻など

'i¥7:,14 1 大鉢m, " z 10 10 鉄釉。茶褐色
透明釉。白化 淡団臼色。籍l高台際まで施 総釉後に詑I 〇籍を逆 「Ll字状に突出させて閂を追る。内面に脅峠色貧 0 区に一 ~7 11 D 

PL'4 ． 粧。淡笛白色 ,~ 子。 釉。 目状掻き取り 四茶色M の釉で花文を表現。内面に柑い口人。外面に突出気味の陽

8 大鉢IDb 28 S 11' 13 • ,, ,゚, ゜ 鉄釉。茶渇色． ,, ,゚, 0 高台際まで施 履下部まで施 "o 1, がヤ手法の鉄釉を施すが、施釉以莉に見込みに茶色の化 0区表士II

釉。 釉． 粧ぃ上11で人）。し文外lil'とifii幅広に圏も諒鉄釉を観を鰭應すを利。用しながら描く 。両面に細か

m;or,1 1 小鉢 lb 17 7 6 I 透1)1籍。白化 迅明怜。白化 ” ゚ ，， ゜ ftf1を椋き紛 記釉後に蛇I 口けを 「<,の字状に折り曲げた後にば部を内側に内彎させる n区II
PL !I 訂。I,f_灰臼色 粧。淡灰白色 釉。 g状1、さ取り 。両内面面に細に蓋か受\•けt'!状入の段をつくる。内底及びRけに臼士が付召。

2 小鉢 Ic Ii 8 
9虎 ,゚, ，゚， ゜"o "o "o 淡灰色。 !Hfil高台欠落。fl!!高台欠落,I也 "•, ノ。内面に線彫りの格子文と波潰文を描いた後に呉；Jiや鉄 n区赤褐色

子。 は総釉。 は総釉。 釉を文様に施す。両面に用い日人。索地に少璽の微細な黒色鉱
,., 沿

3 1)'$'. と0 116 l 6 8.2 I 白"•fh " • 液貧 ""• "' " • 淡貧
", 細11子。 !'1付を餘き総 総日釉状渇後にき蛇即／ ＊t転が付りのn,1¥角財鉢。内分面的のfなりの1H部I'にfl費,入紅色の袖を流す。畳付に白 n区に一11*'2

禎 IJ ifii堕 がみムれる

4 Iヽヽ鉢 t1a l18184'57 I濃ut紐 。矢迅 濃緑色。失透 液出白色。 ” 高台脇まで抱 総釉。 内彎する鉢。内庇ilii<こ目1Jl'あり。1l人はない。 ll区に一11 H 

｀^  禎
5 ,1ヽ鉢ffib 14 I 7 4 ''r鉄釉。茶褐＆ 透鯰1＿)1枯場。魯白白化'" 液灰白色。” 1品釉。台際まで施 " • ", "• P@Iこ1111かい1'!人。 Il区なー5111Il 

6 大鉢IV JI 8 I I. 6 8 3 ，， Q ，， ゜ 白llO 約 "0淡灰 ” ゚ ,, ゜ " • " • "o " ,ii "o n区,,-5111 

1 大鉢JV 21 Z I in I lq_; ．．，、 液灰料已 . -. - 9ヽ ,, " R Ii t.・¥、，， 9べ底面には釉を船す n区な Sl!lll 
8 大鉢IV 10 i I.I 91 .. “゚ 0 置名し明皿釉。臼化 ，， ，゚， ゜ i. 付を粋き総 総,~後に蛇） 、,. -. -. n区ねー5911

目枕騒~"'"
;n;; 図 1 小鉢me 10 0 l 1/ l 9 9責月屈紬色）。^ （透 貧1月緑釉色¥。.臼（透色 淡,~灰-,.白色。微1籍釉下^ 部まで應 釉籍下部まで!'!I村111する小鉢。両面に用いl'1人。 柚11,,,・¥・手法で胞す。 n区な一57110
PL 16 
2 l'l炉（灰 13 2 ,.a 淡灰白色。 淡灰白色。 ,, 、゚'゚ 庇面近くまで Cit¾ まで施釉 口紐が「く 」の字状に1斤れる。雑祁1こ陽圏鰈と丸いfl]土を貼り n区な-5100
釉） （透1/j社） 。 （迅9月釉） 。 施釉。

゜
付けてヽlヽ円とする。両面の祖いI'!人が部分的にみられる。

-i· •~ が冗胎

'l¥fi1'l 炉（ニ 18 111 .. (.)。 ". (")。 "o "o 底額部釉近。 くまで •o 
匹灰駐色を欠の落袖すと貨る。茶外色底の面釉はを交挟互りを9こ旅入れすぶm 笥西底ifii状<Cffiに成ぃ影胃。人外面に

0区て一58,表土9,. 
ヽ呑炉（鉄 I 6 茶熱色。 茶黒色。大半

淡9か貧已白色，,.o.. 細巴 闘落，部以総枯下しが—欠 "o ロuがきつ（外反。fA部と日上部に丸彫りで不m月な圏鰈を施 n 区に一 ~71! ll 
i紬） がlill'a 1-r. 

I I釉行炉） （緑 16 2 fill緑内)色__._。 （白Iu,心胄色。 （白 ,, ,゚, ゜ヽ9゜” ゚ ” ゚ 口籟溢まで施 DIゑが逆 「をL抱J字す。状外に折面曲にす1月る。内面は白化粧を施した後に口 1区かー,011

“ 釦のf'l笥貫農互形入工のは籍 い汽人が郎9的にみられる
6 火取a II 1 ! I 旺 o 茶褐色1釉口U^部のみ鉄 "o "o " ~ 胴下部の折れ ”。 器形。外面に二本り1位の圏線と鼠沈綿を丸彫りで範す1

・ヱ梃験ュ ない＾
7 火取a 10 2 1 3 8ヽ., ‘゚‘ 。 ，， .. ’‘ .. 淡灰色。... ” • "o 9ヽ 。 外面に波ill文を丸彫りで表現する。 1t1iが高台近く ま で~< n区fi.-57111】

I濯● る

I' 火取b 10 I l 9 8 4 峠灰色。 口校のみ紐灰 後漬白色。”-. "o "o課彫りの圏誼と縦沈諒と型押しの三塁文を施Lた後に白J:Il区に一570Il 
（三島手 色。他<tlo胎 ．

I 
で象嵌する。外面に細かい1'1人。

ll 

1/llH[4 I 洒召a 33 56 1.1 "o "o • 0 • 0 • 。 高は台紬外＿面まで1釉口rかAillまで施 口桟と注ぎ口1:貼り付けてある。 釉は貨茶色に変色する。高台 n区に一111!I
PL 87 I 

注は蛇ぎ／□目Ii状貼為り釦付け外。店注而ぎ1こ口鉄の釉”を子約しはす貼，り付け前に外閉から6●●
12 
it!器b 6 ! "。茶褐色。 □ lff部のみ茶淡灰色。 " • 息台際まで施 □9貞部まて施 0区に一s9m

I 褐色の鉄枯．I 釉． 釉。 前改のflを力っている。蛇1目状高台。素池に微細な．鴨色鉱物

I 1が＂＇多．が置干1こ含まれている。加 It算盤王の騎部で口到汁鯰部で^しまる
竺ロしほされまでる。文様は丸彫りによる圏線と級沈

3 急須(;!. ; 2 '8灰白色。透’月1液u白色。迅白色。微粒子 〇唇と底面を 1口Itを餘き総 底面から 丸みを沿ながら移行する。口門と内面口!iiin区表士．＂
上庄？） 釉。 明釉． ． 除き紀袖。 釉。 口禿げ。両面に細かいR人が人る。

..'?. la 須 lb S 6.5 8.81黒褐色． 黒褐色。
1液..如―’白色。細 ロ血仕→から嗣下 '貞部に釉屯れ は”。釉口涵唇れIi伽免Iえ削冗り飴で.尖.. り,.気,,,味.（釉'叫蚤き取り） 。内面のロfl部 ll区に一Sllll

I .~i＝)!ご ”U‘ S 6 6 8 I I繰灰色。 ，． ”゚ ゚ ” • 〇,,. や把,,. 手の,,。r~外辺面に百に紐峠か色しの,ff釉人を。旅貨す茶色の釉で雰を描く 。注ぎ n区fi.-1111

6 to.rn u 6 8 (1 0 (II 紐灰色。 緑灰色。
" (> ” ゚ ロRか ら胴下 JA部に釉垂れ ,, 0 " 0 M 0 外面に祖＼、n入。諒彫りによる四カ停文？，格子 II区に一5111

（三採〉 ) 0) 郎まで総請？ 。 文IH<丸t"文屈・下十字部文に1，l!!I1.彫線りをの抱圏し鰈た^後に呉須緑釉飴釉で文憬9こ釉

7 : 急項n l l 11 I I 淡貨白色。 液黄白色。 _, 0 ll。 □aかっ罰下 Ob! を餘き紛 " • 若干屈中央から1勺側に傾く 。口唇It!甕削りで尖り気味に成 u区窯1・2号窯西
（三採） （失透釉）。 部まで総釉。 帷。 形（釉のほき取りも並行） 。内ifijlこ柑い1'1人。外面に線彫りに

釉よ柑る格け子，＇文・三角文圏鯰を描いた後に呉須紐釉飴釉で文様に

8 .t•.l_!im 灰緑色。迅明 灰紐色．透明 液灰色. " • □ ~A祁か ら下 顆下部にのみ 把手外面に片彫りの沈線。外iliiは線彫りの11!1的・格子文縦沈線 D区壇土
（三島平 釉。 釉。 に施釉。 施釉。 を施す。他に型揮しの花文を施してにみいるら。れ把る。手の文様以外は白
） I+で象骰ぶ二、<fHい阿 Aがはか1
9 壷？（ニ 9 2 臼茶色0 M 0 

” ゚,, ゜ 液箕白色',, 直受けを餘き 口峠のみ施釉玉体状の無碩懺。外面に線彫りの11!1諒と型押しの菱型文花文
島手） 施釉。

゜ I をり施出しLたて後蕊受に白け土をでつ象く朕る。^ 祝面に細かい買人。外面口8蟷を削
布791'1I :e,J)i雀Iill径 内II!高さ 鉄袖。茶褐色 冗胎。 淡灰白色。 1蓋甲撮に施 斥胎。 宝珠状の把手を貼り付ける• il!l洛5●●の'ILを外側から穿つ。外 0区なー17110
PL 88 b 6 0 a径 2. 7ぉ 釉。 面に1111かいl'l人。

， 

2 .e>.iJi蓋 Iill径 内鬱l高さ 黒釉。 • 0 ,, ,゚, g, " • ,, . ,. •. ff入はなし'• n区南北濤.., 
b 11 0 il1径 3.9 

，、

3 : 也頃蓋 0直径 内1111 I透悶明釉。 （白 m胎。 液凶白色。 蓋甲のみ。 冗胎。 撮が欠沼o蓋fj1に綿彫りの圏諒と花文を描いたハに只須と飴釉 0区に一l!V (褐
（三採） 8. 直径 ）。淡貨 を施す，外面からs.. 程度のflをびつ。紐かい日人がみ られる 色土層）

6' 
4 急頃云田 il1径 内側 高さ I淡灰色． " • 淡灰色， ” • .. 宝珠状の撮を貼り付ける。Jt彫りの圏綿と型押しの羹文を施し D区

） （三島手 S 6 直径 2 I . It文を表現する。文様の部分に日土で象嵌。細かい員入。
,.o 

s 蔓の葦• a径 内1111高さ 透明釉。 （白 .. 枝凶白色. " " • " • 高台状の111を持つ。諒彫 りのれ花文をr;いた後に呉項を施す。 u区表土It
9 6 直径 l I 化白計,.） 。決灰

゜
非宮に1B1かい円入がみ られる。

8ヽ
9 邊の量b 訊径 内倒 高さ 茶褐色。 (" 臼化粧を薄く 淡灰色。"• ., "o 1磁lj11こ籍状の把手を貼り付ける。日人はない。 0区に一111/1

1 付<釘）彫央 &'直径 2 3 ）。 企る。

u 
1 水酒？磁 直径 内倒 ぶさ 枝灰色。 冗胎。 灰白色.". 紀釉。 " • 水滋などの落としi1i。撮かつかどうかIi判 らない。 n径3●●莉 D区な一6111北上
（三島手 12 it!u ll! I 3 後の'ILを穿つ。 細かい日人。素地や釉色1:-=.島手のものと一致部
,:,F,.) I - Cl-投嵌1ない
8 鍋の返 直径 内9 高さ 液灰籍色。 "• 淡灰色。"• "• "o 高台状の撮。綿彫りや櫛描きによるば文。日人はない。 0区,,-611/ 

I↓ 9 a径 u 
,.o 

9 大型忌頃 10 1 (12 (18 黒柚。茶褐色 黒釉．茶褐色 決臼白色. ,, 残仔部,:紛釉 残存部は総釉 把て手いとる注賣ぎ口,が..残,.いる。胴部へは!o,前後のIll孔を両面から, つ n区表士i,
O) " 10大型忠頃 9' II 2 110 ” ゚,, 口 ,, ,゚. ゜ 淡灰色。1sn必台脇まて施 駐上部と見込 嗣部を直!J.3o,ほ径2'"の惰円影状の孔を両側から穿fl。外 u区表土｀’

子。 釉。 みを除き施釉 底蘊面に口県け釉が付をr,施,す。見込みに1liね焼きの目祖。外底面に白釉贔l

II片口鉢 13 6 11 0 10 0 ” ゚ 鼻ヽ゜ ,, ’゚‘ ゜ 淡賞冷.. 白炉色。” .. ＇！総日釉湛後●印に蛇りI 方影山状箪lの肥屑。□flから下2,●の観所から注ぎ口を貼り付ける 0区な一1611D 
からle胃~I Zc11の9印 Lを亨つ 胄入はない

布;01'1l 油脅 u 6 2 12 S 責繰色。 貧緑色。 “ D ‘‘ ゜ 紺下部まで施 ロ1知のみ施釉1分外反的のにきつい油壷。釉の大半が淡買紐色に変色.mい貫人が部 n区な-s111a 
PL.49 , ... みられる
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'·1 ·-~-(白 -,, 頃 ）．

12 透明輸． （白 ..
化笞）． 液賃

第5表4 沖縄産施釉陶器 （上焼）観察一覧

”• 

伐員白色..綱下1111まで島 ..

1・I糾
白色...;,_, 量(1を鯰き12•• 

D区に一171!D

怒り日の）直。 高台を 「-~o5字杖と仕上ヽf安定さ~i:;-蛇/ D区の=1itt
目高台。呉9員てa冥文．ぷ鵞に日かい11人，外底面にb,!哨Ii
と l'l1~粁そ恵す•
•• 高台を欠い 外庄面に鉄輪 (9(t11!).輪の大半が禿If層 0区只土 ＇`
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i• 
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I , , も
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第11節沖縄産無釉陶器

沖縄産無釉陶器の用途が特定された器種は、摺鉢 ． 壺 • 徳利 ・ 瓶子 ・ 花瓶 ・ 水甕 ・ 鉢 ・ 花鉢 ・ 鍋 • 水

注 ・碗 ・皿 ・火炉などであり、豊富であった。個々の特徴は観察表（第6表）に呈示した。ここでは分

類概念のみを記述した後に若干のまとめを行なうことにした。以下、摺鉢 ・壺などの順に記述する。

1 . 摺鉢

摺鉢は口縁形態などから I,.._, lII類に大分類を行ない必要に応じて細分類を実施した。以下、特徴のみ

を記す。

I類

1類は口縁の造りや文様などからa,...,dの4種類に分けた。

a種…口縁を一端内彎させた後に口縁端部を摘み出して口縁を外反させているもの。（第92図 1)

b種…口縁をハプラシ状に肥厚させた後に肥厚帯に圏線を施す。また、肥厚帯直下に箆で調整し肥厚

を強調するもの。（同図2)

c 種••口縁を 「 く」の字状に屈曲させる 。 肩部を意識した回転による指圧を深く入れて強調するもの。

（同図3• 7) 

d種..I c種と同様に口縁を屈曲させるが、 I C種と比較して屈曲は微弱なもの。（同図4-----6) 

II類

II頬は口縁を逆 「L」字状に屈曲させる為、口縁が突出し、口厚も幅広となるものである。口唇に圏

線を施すものである。（同図8)

Ill類

脚台付きの摺鉢であるが、口造りはII類と共通するものである。（同図 9)

2. 壺

壺は口縁形態などからI類からIll類に分類し、必要に応じて便宜的な細分を実施した。

I類

I類は基本的にナデ肩の壺であるが、外反の度合いでa・bの2種類に分けた。

a 種•外反のきつい玉縁口縁の壺で、肥厚帯下端を箆で削り取っ ているもの。（第93図 1 )

b種・・a種と同様に外反のきつい玉縁口縁であるが、 a種より肥厚が大き く肥大化するものである。

（同図 4)

II類

本タイプはタマゴ形の器形を呈する壺であり、口造りが玉縁状に肥厚させる点でI類と類似するが全

体の器形が異なっている。（同図 2)

III類

本タイプは方形状の肥厚をもつものである。器形の微弱な変化から a • bの2種類に分けた。

a種…口縁部を逆「L」字状に屈曲させ、肥厚帯下端を僅かに突出させているものである。（第93図3)

b種…口縁部の屈曲はma種よりもゆるくなり、ルーズな肥厚を造る。（第94図 1)
3. 徳利

厚手の徳利が得られていて、口縁を欠く。残存部の状況から外反する器形が推定される。（同図2)

4. 瓶子

小振りの瓶子が1点出土している。これも口縁部を欠いている。底造りは糸切りによる切り離しが行

なわれている。（同図 4)

5. 花瓶
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把手が貼り付けられた花瓶の口縁が1点得られていて、口縁がきつく外反する。（同図5)

6. 広口壺

ロの広い小壺が出土して、頚部が7呵と短い。（同図6)

7. 水甕

水甕も口縁部の形状などから I 類~III類に分類し、状況によって細分類を実施した。

I類

I類は頚 ・胴部で軽く内側に締り、口縁で屈曲させている。口縁は突出させた後に口縁下端を軽く摘

み出している。（第95図 1)

II類

本タイプも口造りなどから a • bの2種類に分けた。

a種・・・ロ縁を逆「L」字状に屈曲させる。全体的な器形としては垂直も しくは若干、外傾気味に直線

的に口縁に移行するものが推定される。（同図 2・3)

b種…口縁を屈曲させた後に口縁下端を釣状に仕上げて肥厚をつくる。口屋外端に縄目文を貼り付け

ている。（同図 5)

III類

肥厚の形状などから a • bの2種類に分けられた。肥厚の肥大化の傾向が認められるものである。

a種…肥大化した方形状の口縁で、頚部で軽く締っているもの。（同図 6)

b種…肥大化した玉縁状の口縁。ナデ肩気味の甕が考えられるもの。（同図 9)

8. 厨子甕

厨子甕もしくはその可能性のあるものが2点得られている。文様は圏線や菊花文などを施している。

（同図 4 • 7) 

9. 鉢

胴下部から口縁にかけて軽く、開き気味に移行する鉢である。文様は圏線と円盤状の貼り付けを行なっ

ている（同図8)

10. 水鉢

口縁の形状以外に用途もある程度、把握されたので、 これも参考にしながら a • b の 2 種類に分けた。

a種…手水鉢で沖縄で 「ミジクブサー」と称されているものの一種である。口造りは一端、内慨させ

た後に口縁を外側へ摘み出して肥厚を造る。（第96図2)

b種 ・洗濯用の鉢で、専ら女性の下着洗いに使用された為、「メーチャーアラヤー」と俗称されるもの

である。器形は摺鉢と類似するが摺り目が無い点で区別出来る。（同図 3)

11. 花鉢

歪な花鉢が得られている。素地に多蔽の軽石細片を混入させて焼成した為、器形が崩れている。（同図

4) 

12. 鍋

口縁部に紐状の把手を貼り付けた鍋が出土している。口縁内面には蓋受けの段が造られているもので

ある（同97図2)。その他に薄手の鍋とみられるものも得られている。（同図 3)

13. 水注

把手を欠く水注が 1点出土している。注ぎ口も立端を欠いているものである。器形は扁楕円形状を呈

し、頚部が非常に短い。（同図 4)

14. 片口鉢

注ぎ口が欠落する鉢で、口縁をきつく外傾させて仕上げている。（同固5)
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15. 蓋

鍋の蓋とみられるもので、蓋甲頂部に高台状の把手を造る。甲には櫛描きの波状文を描いている。（同

図6)

16. 碗

手捏の碗と輛櫨引きの碗の2種類があり、前者は瓦質土器であった。後者は瓦質土器と陶器の中間的

要素を保持した碗である。口縁形態などから I類~III類に分類した。

I類

瓦質土器の手捏の碗で、どちらかといえば杯に近いものかもしれない。 II類及びIII類と比較する為に

図化した（第97図7)。同時に瓦質土器の小鉢も参考資料として図化した（第97図1)。これは沖縄製陶

器の発生を考える上で重要な資料として判断できたからである。

II類

この碗は腰が沈み腰折状態となっていて、全体的に逆「ハ」の字状の器形となっている。（同図8)

III類

天目茶碗を意識的に模倣した碗で、口縁部へのひねり返しを行ない、べっ甲口口縁として仕上げてい

る。（同図9)

17. 乗燭

底の浅い平皿の中央に灯芯もしくはロウソクを入れた中空の外反する筒を造る。内面口縁は煤けてい

る。（同図11)

18. 灯明皿

内罰するべ夕底皿が得られている。内面が若干、煤けている。（同図12)

19. 火炉

円筒状の把手の付く火炉である。内面には三角錐状の突起を貼り付けている（同図13)。その他に火炉

の底部と考えられるものが 1点得られている。底面に足を貼り付けている。（同図14)

20. 用途不明

薄手の杯？とみられるものが 1点出土している。底面に同心円状の溝が認められ、脚と離れてしまっ

た可能性も考えられた（同図15)。

小結

沖縄製無釉陶器の摺鉢で Ia類から Id類を時期的に考えた場合、 17世紀中頃から17世紀後半に位置

付けられることが予想できた。摺鉢II・III類について19世紀初~19世紀後半が共伴する陶磁器などから

推定された。摺鉢 I類と摺鉢II・III類の中間の時期が欠落するのは、摺鉢 1類中から17世紀後半から18

世紀に抜き出されて来るものが存在する可能性が考えられるからである。摺鉢I類中から安里進ほかの

摺鉢の編年（註1) をを参考に抽出すると摺鉢 Id類が安里進ほかの摺鉢編年II式 (17世紀後半~18世

紀後半に比定されている）に該当することが確認される。しかしながら摺鉢 Id類と摺鉢II・lII類との

間には半世紀近くの空白部分が存在する。今回の発掘調査の成果からはこの空白の時期を埋める資料が

確認されていないので、今後の湧田古窯跡の報告に期待したいところである。

壺分類の Ia類は中国製褐釉陶器の壺の影響もしくは模倣して発生したものと考えられる。同様に花

瓶も青磁や白磁の瓶からの影懇や模倣を試みたものとして理解された。

素地に軽石の細片を多益に含ませて焼成した花鉢と火炉の底部が認められた。いづれも焼成途中に形

が崩れている。軽石の細片を多紘に含ませて焼成した例は陶器に胎いては末確認であった。

末尾ながら瓦質土器と陶器の中間的要素を持つ陶器が碗II・碗I1Iなどで確認されていて、沖縄産無釉

陶器の発生時期をある程度、絞り込むことが可能となった。まず、瓦質土器の中に萬暦33年 (1605年）
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の銘入浅鉢が出土していることから沖縄産無釉陶器の発生は1605年以降になるものと予想できる。瓦質

土器から沖縄産無釉陶器の中間タイプのものは1605年以降に登場して来る可能性が考えられる。碗II• 

碗IIIの中間タイプは本土産あるいは中国産の陶磁器の影磐もしくは模倣によるものとみられ、1605年以

降の陶エとして考えられるのは薩摩から朝鮮人陶工の張一六 ・安一官 ・安三官や沖縄の無名の陶エ達で

あろうか。 r球陽J(註2)に拠れば朝鮮人陶工は1617年に招聘された記録があることなどから瓦質土器
と沖縄産無釉陶器の中間タイプは1617年以降に登場してきたものとして理解される。従って沖縄産無釉

陶器は瓦質土器と沖縄産無釉陶器の中間タイプに後続することになるものと考えられた。

これについては今後の湧田古窯跡の報告書によって具体的に解明されることであろう。

註

註 1.安里・上原政昌・家田淳一 「摺鉢編年からみた近世琉球窯業の展開」 『名護博物館紀要3号』

名護博物館 1987年

註 2.球陽研究会編 r球陽j 角川書店 1984年再版
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第6表 1 沖縄産陶器 （荒焼）観察一覧

目・甜 ＇荘 器形 口径 ,;;,; 茎 器溶 器和 1 素地 器面忠l乾 Vほなど 出＋地点
第84図 1播鉢 27 6 13. 0 14. 0 淡褐色 淡灰色の祖粒子。祖い 外面回転擦痕とナデ．内面回転擦 丸彫のりばで圏り線日をを旅3す条。n 櫛描きで8条一 n区たー59
PL. 93 I a の釉 石苓魯置・准入＾ 盆 一 紐み 8層b

2 t: 鉢 30 4 10. 2 10 9 淡褐色 淡橙色の細粒子。細か 1外^面内而回転同じ擦痕槍痘のナ>-デ消しや箆削り 丸彫りで圏繰を 1条。櫛描きで13条一 0区ち-59
I b の釉 い石革を微量に会む。 ナデ 1紐の摺 り目を施す。 8層
3襦鉢 24. 5 12. 4 11. S 淡褐色 茶紫色の細粒子。祖い 外面回転擦腹と亜削り。 （回転箆 同部を強調する為に頸部と費下部に回 n区た一58
I C の釉 石英を少量含む。 削り）。内面回転擦痕。 転を利用して強く指圧を加える。櫛描 8層

きで12条ー組みのばり日を施す。
4襦鉢 20 6 9 7 9 濃紫色 淡灰色の細粒子e 祖い 外面回転擦痕とナデ。内面回転擦 只下部に丸彫り による圏線を 1条。櫛 11区ちー59
Id の釉。 石英少置含む。 痕a 描きで10条一組み（？）の摺り目を施す 8庖

,. 
5襦鉢 19. 8 8. 8 8 1 茶褐色 茶紫色の微粒子。相い 外面回転擦浪とナデ。内面回転擦 ”。櫛描きで9条一組みの摺 り目を施
Id の釉。 石英を微置に含む。 痕。底面は雑な匝削りをナデ消す す。

6播鉢 28 13 14. 8 淡褐色 茶褐色の細粒子。 ,,。 外面はナデと箆削り。 内面不規則 ,, . 面描きで9条一組の摺り目を施し 0区つー58
I d の釉。 なナデと叩き。底面雑な箆削りを た後にこ淡弧状褐の色叩きを入れている。内面 8層b

1消ず 口緑1 の釉を施す"
7福鉢 18 1 10 3 12.5 茶褐色 淡灰色の細粒子。 外面傾傾痕を箆削りとナデで消す 日部を強邸する為に類部と口下部に回 D区ちー59
I C の釉。 。内面回転擦痕。底面雑な箆削り 転を利用して指圧を強く加を施えするc捐描 1層

をナデ消す。 去で 9 各 •組みのI'.,!り日
8 r.u鉢 28. 8 IO 8 16 I 淡茶色 明茶色の微粒子。粗い 外面回転擦痕・ 不規則な苑削りや 口唇に丸彫りの圏線を 2条。櫛描きで ll区に一57

＂ 
の釉で 石灰打砂粒や小型巻貝 ナデを加える。内面回転擦痕。底 17条一組みのほり目を浅く施す。 切1層
光沢が か少量含むc 面雑なナデと箆削りを雑にi肖して
ある。 いる。

9 t.l1鉢 26 13 4 11. 0 明橙色 " C 9ヽ゜ 外面回転擦痕・ 回転箆削り・ナデ □国に片切彫りの圏線を 1条c櫛描き 11区な一51
ID 。 （無 。内面回転擦痕。底面ヽ ,D で8条一組の摺り目を施す。脚高の外 カり2吊

釉） 面に丸彫りの固線を 1条と脚高外端部
に多II日を施す。

第85図 1壺 I13.1 茶掲色 茶紫色の微粒子。t且い 外面回転擦痕をナデ消す。内面回 胴上部に丸彫りによる浅い圏線を2条 n 区ち — )9
PL. 94 a の釉ヘI石革が少雷会まれる。1転招疸r!旨汗による当てc '"':CC官 芸 8層

2壺n17. 0 淡橙色 明茶色の細粒子。多孔 外面回転擦痕。内面,,0 厠上部に片切彫りで圏線を 2条。二耳 a区なーS9
。（無 買の剪開面。石灰質の 壺。 w層
釉）。 微砂粒が少量含まれる

゜3壺Ill19 2 淡茶色 寅褐色の細粒子。石灰 外面回転擦痕とナデe 内面回転擦 駒上部に丸彫りで圏綿を2条施すがズ a区の一59
a の釉で 質の微砂粒を少量含む 痕。 レが生じ4条となるところがある。 !? 

光持沢っaを 。

4壺 I 20 紫褐色 淡紫色の細粒子。祖い 外面回転擦痕。内面回転擦痕とナ 口穀内面に肥厚の接合面か認められる n区つー58
b の釉 1石苓を徴Illに会む。 デ， 9暦

5 部丑底1 ¥9.3 明茶色 明茶色の細粒子。fllい 外面回転擦疸と箆削り。内面回転底面からの立ち上かりの部分に箆削り !I区表土 t
の釉で 石灰質の砂粒と小型の 擦痕。底面丁寧な苑削り。 を加えて角を消している。 り
光沢が 巻貝が僅かに含まれる

＇ 
ある。

第86固 1~ID 111.4 II 2 4. S茶褐色1明茶色の紐粒子。粗い外面回転擦痕。内面，＇ 。底面T寧 口唇 ・類下部 ・底面に胎上目の目痕が
PL. 95 の釉。 石英が微贋に含まれるなナデ仕上げ。 認められる。

2壺底 ， 
ド光ぁ紫色

,, 0 小型のを貝が僅か 両面とも回転擦痕っ底iliiまで釉が歪な盗で器形が傾いている。 n区に一51
部 釉で に涅入。 施されていて調整は判らない。

"' 沢るr が I 
3徳利 4 4 6. 8 11 8 灰茶色 " ゚ 外面傾帽痕と回転擦痕。 "0 頸下部に圏綿 （爪など）を1条施す。 D区な一57

の釉で 外底面に陶土が付着。 （重ね焼きの目 i'2層
光沢が 痕）。 lt.利とみられる。
あるc

4瓶子 6,7 茶褐色 灰白色の微粒子。 外面回転擦痕と指圧。内面回転擦 底部からの立ち上がりの部分に指圧を n区な一57
の釉。 痕叩。と底な面る糸）切り底 （右側に小さい 加えるc諸特徴から本土産陶器とみら 1112層

れる。
5花瓶 9. 2 赤掲色 淡灰色の微拉子。 両面とも観轄痕が顕著。 類下部に縦方向に伸びる把手を貼り付 1区そー42

の化粧 けた痕が残る。冑紐などの陶磁の瓶を 3層
↓- 諄ヽ底 したものとみられる。

6小壼 9 8 灰緑色 淡灰色の微粒子。細か 外i!ii回転擦痕？内面回転擦痕。 口唇が若干摩滅し、 釉が禿げ気味であ 11区ちー59
（広 の釉。 い石英が少員含まれる る。蓋付の広口壷とみられる。

＂＂ 
ロ）

＇^ 
1瓶底 7. 8 明茶色 茶褐色の微粒子。細か 外面観輯痕とナデ。内面回転擦痕 長胴型の瓶が考えられる。 ll区南北溝
部 の釉。 い石英が僅かに含まれ o底面釉が施され不明。 り9

る。
a妄 9. 6 明茶色 明茶色の細粒子。石灰 外面回転擦痕・泥削り・ナデ。内 胴下部に茶紫色の釉が垂れているc D区な一57
(/jl 。 （無 買微細子とサンゴ片が 面観討痕か類著。底面雑なナデ。 力り2層
l別） I釉） II董かに含まれる。

第87図 1水甕 39 明橙色 明橙色の紐粒子。fl!い 両面とも回転擦痕。 口縁外面に丸彫りの圏線2条、口縁内 D区に一57
PL. 96 I 。（無 石英が微量混入。 面に圏線を 1条施す。類下部に陽圏線 t?2層

釉） と陰圏線を施す。圏線間に櫛描きの波
状文と円盤貼り付けを6ヶ所に施して
いる。

2水甕 43. 8 ,, ゜ ,, 0 石灰質tJI砂粒とサ ,, ゜ 口唇の外堵近くに片切彫りの圏線を 2 n区
Ila (u) ンゴ片が微量混入。

＇条去。の類波状下部文に丸彫りの11!1線2条と印描
＇^ 

3水甕 42.4 黄褐色 "0石灰l'ttll砂粒が微 ’‘ ' 類下部に丸彫りによる圏線3条と櫛描 11区な一57
Da 。(,, 量に混人。 きの波状文を施す。 カ'2層

I l n 
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第6表2 沖縄産陶器 （荒焼）観察一覧

竺1~: 1『1~1~「jI 1 ~ar, 1 ~~i玉直品悶~; I外面ナデ。内讐翌擦痕。
微量に含む。

s I水甕153.4
Ua 

61水甕I43 
Ill a 

11厨子124.4 
甕

I。::: : I奎至言至：芝：~~~:両：と：回転擦痕。
黒褐色I,,,,, , 
の釉。

’ ヽ゜

儡ば昇｝伍臼叫AJ雲—り，
や口造りなどから厨子甕の可能性あり

I) " 
口唇の両端に圏線を2条。 口縁上端に Il区つー51
縄目文の貼り付け。胴部に耳花文を貼 1層

塁 ,::ら'.:~
s I鉢 137.B

In 
口縁に陰圏線と円盤貼り付け。胴上一部 i区な一51
陽圏線。 lカ?2層

91水提l3o.3 
lllb 

10 I水甕
底部

閃守I11『|長月
11水鉢
I 

3171<鉢ll 

18. 8 

41花鉢

淡褐色茶紫色の細粒子。細か 1、,0 
の釉。 い石英が僅かに混人す

る
明橙色明橙色の細粒子。細か,,,,
。 （無い石英とmい砂粒が滉

'°'~~; 君言：~::~~;:竺虫芝芝芝：:: 云::~:!=.~ ~ り；栞盃互翌〗；委戸t;は
26 I 14. 2 I l 1, 9淡褐色明茶色の細粒子。微細、'0 " 0 底面比較的丁寧な篭削り 口縁部を折り曲げて肥厚をつくる為、 In区力り

の釉。 な石英と砂粒が僅かに 。 頸部に接合面が認められる。頸下部に
含まれる。 櫛描きの波状文を施す。俗称 「ミジク

プサー In 
口唇外端近くに片切彫りの圏線を 1条 n区た一51
施す。 I 2層35 [ 14. 1 [ l 1. 9明橙色I,,o 

。 （無

灰褐色淡灰色の祖粒子。祖目外面回転擦痕と箆ナデ。 —~ ―, ;,--.; 

I 
。 （，，の軽石片を多量に含む

14 

" 0 " 0 "o 

ナデnの水甕で、肥厚も大きい。 D区かり

口唇 ・ロ縁 ・院中央に縄目文を貼り付Ill区ちー59
ける。胴上部に箆彫りの草花文。 9層

悶~I 11小鉢112.11s sl u l ,< ~、, ） I,, a 外面回転擦痕とナデ。 "0底面苑焼成が悪く．不完全である。口唇の中 1区せー44
削り後にナデを施す。 1央部から斜位に面取りを行った後に箆I3層

で面をナデる。瓦門土器の可能性が強

21鍋 ¥23.6

3[褐?I 14. 4 

41水注 9.41 8.4 
三旦！：三三言ロニ彎□
の釉。

茶紫色茶紫色の細粒子。,,o I,, o 
の
淡褐色淡橙色の細粒子。微細I、,0 
。 （無な石英と石灰刊砂粒を
＇にむ

71碗 11u l4.zl4.4灰色。 淡灰色の細粒子。細か外面箆削りとナデ。内面ナテ‘と指手捏の小碗。素地などから瓦買土器の 1区けー45
（無釉い黒色鉱物が僅かに含圧。高台箆削りとナデ。 範疇に人るものとみられる。 2瓦層

れる
a I碗nJ1ul s.zJ s. 3淡灰色茶紫色の細粒子。細か両面とも回転擦痕。高台は外面と直口口縁の碗で内底面が僅かに盛りJ: I区つー42

。 (,, い石灰門の砂拉を僅か役付が箆削りで内i!iiは回転擦痕。 がっている。器色や紫地などから瓦四 4層焼土
にんでいる ° と °の ・ーを ・ る

9 I碗mI 9.al u l s. 1黄褐色，,0 ,,。希に,.. 前後 外面回転擦痕と箆削り。内面回転ひねり返しのあるぺっ甲口縁。釉は胴 1区ちー41
の釉。 の石灰竹片が含まれる 擦痕。麻台は両面及び岱付が苑削下部まで施す。器色や索地などから瓦
。 り。外底面は回転範削りとみられ 門土器と陶器の中間的要素を保持する

る

10 I『Ia. 3 I 4 I 2 I I灰褐色ー、ヽ。細かい石灰nの砂両面とも回転擦痕。 口唇を箆で削った後に軽くナテを加え 1区ちー42
の釉。If立。 て平坦に仕上げる。瓦四土器と陶器の 1瓦庖

＂、 をつ
外面及び底而回転苑削り、岱付の 平底に中空の筒状の突起を造る。内i!iin区な一61
み蕗削り後にナデ。内面回転擦痕口縁は煤けている。 H 

8
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Ill焚燭I14. 1110. s 褐色。I,,o ,, • 

I 
（無釉

¥' 

口縁が僅かに肥厚し．頸部が短い。注 lu区表土力9
ぎ口が短い割に内径はI.2cmと大きい

i喜且信：；~~:1言：

12 I灯明I10. 3 
皿

131火炉I26. 4 
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4
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4 I 2. 6 I茶黒色I"o ,, o 
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第84図 沖縄産無釉陶器 （荒焼）摺鉢

-128 -



～・ ヽヽ-~.,, -.. -~, .... 玄

:'・;,,<
-• な•も.,:.: さ
.C/ .・ '¥; .:-t- —·'ゃ. ...• 
｀ 

~ . ~- . 
• ... 

．，ら. . ;. 

：` .・ . 
~ ． ． 
刃

令
・
,9
.
 j
 ー

．，
 

.＂ ．
 

．．
 

ヽ

・

•• 

‘. `^
 
ヽ

．^
 冬．
．
．
 

ぅ
s

.̀
・ 
••• 

｀
.
 

•9 

.

.

 

•. 

ヽ
・

．． 
ム．．
 

｀
 

．
 

．
 
＼
 

4
 

I¥ 

尻

1
2
 

1

3
 

I I 

I 
:： -~ ... 'ヽ........ .. ..., 
・●，． :t..

玲ヽ::
.... ベ. .、ゃ惑装とこ．．立：芸•四呼繁,c —,. .. ,_ ら ~.......

. iふ....ヽ，. ,, .~. 苓ゞ＇
'"• ' . ..、ふ ・・ "・. , .... , ..、-"-. ,..,, が¥';::・・
會:,-::,.が.,,•. ・. ~-~.; ,,., ..... , 

●’ 

；．．．ふ-~---

歪忌玉．て戸::;Joタ西ヤ,, .. .... , .. ,. 
i.~ 忘 i毛点忘，．．．．

.:...--.. 
＇ 
., 

., ~ ベ . "</.$.•·+'今ゃャ•
・_,,_・レヽ' · • ··、， 
.....、心tヤパ/':•··.,•ダ-.-.,＇沼.,・,ぃ・ ．ヽ．ク・-ず,．、....
........ 設・カ心ダ＇心ャ：巧・
........ , ,. 

\~)~~ ニズウ・j{Jtjーロ,:
゜

10cm 5
 

第85図 沖縄産無釉陶器 （荒焼）壺
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第12節土器

土器は総て細片化したものであった。誠的にも 1コンテナにも満たない。土器はグスク時代（註1)

相当期に所属するものとタイの半練（ハンネラ）が出土している。タイの半練（ハンネラ）と半練の模

倣土器以外は、グスク時代相当期の土器に所属するようである。グスク時代相当期の土器の中でも胎土

に貝殻片を混和材として用いているものが注目されたが、他の資料と同様に図示できる程度のものはな

かった。しかし、グスク時代相当期の土器で胎土に貝殻片を混和材として使用する例が沖縄本島内で確

認されたのは、今のところ阿波根古島遺跡（註2)でしか報告されていない。貝殻片を混和材として使

用する地域は、八重山の外耳土器（註3)に多く認められ、一般的である。このような状況からも貝殻

片を混和材として使用する例は、沖縄本島内では 1遺跡と極めて少ない状況にあるが、今後の調査によ っ

ては増加していく可能性の高い資料として考えられる。これは阿波根古島遺跡の報告で、次のように記

述した「これを素地の面から考えると貝殻は、どこでも拾え、胎土に混和させることができる点で可能

である。」からである。この背景には、八重山の外耳土器そのものが、沖縄本島のグスク及びグスク相当

期の遺跡から未だ検出 ・確認されていない状況からであった。しかし、今回の資料で考えられたのは、

時期を下って首里王府時代に陶工若しくは役人等が、八重山地域から資料として持ち込んだかあるいは、

阿波根古島遺跡で報告した通りの考え方であろうか。今後、この種の土器については、沖縄本島内での

類例資料の発見や確認が増えれば、解明されるものであろう。タイの半練（ハンネラ）（註4)が 1片出

土していたので、これを図化した（第90図l)。資料は落とし蓋の撮みの破片である。撮みの部分を他の

迫跡と比較してみると撮みの部分が異常に大きい点が注目される。同程度のサイズのものは今帰仁城跡

でも出土しているようである。撮みの最大直径は4cm、在存高（蓋側面を含む） 5.4cmを測る。器色は淡

藍色を帯び、胎土に白色や茶色の鉱物片を多砿に含んでいる。出土地点はII地区な ・に一10撹乱階より

得られている。このタイの半練はグスク及びグスク相当期の遺跡から120余片が出土していることからも

タイとの交易を裏打ちする資料である。又、タイの半練を模倣したものが（第90図2)III地区ほー48淡

褐色土層から出土している。サイズは直径9.4cm、高さ2.7cmを測る。

註

註 1.現在のところ 12世紀~15 · 16世紀考え られている。

註2.金城亀信ほか 「阿波根古島遺跡j 沖縄県教育委員会 1990年。

註 3.鳥居龍蔵「沖縄諸島に移住せし先住民に就いて」 人類学雑誌 第20巻 第227号日本人類学会

1905年。

註4.金武正紀「沖縄出土のタイ ・ベトナム陶磁」 r貿易陶磁研究JNo.11 日本貿易陶磁研究会 1991 
年。
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第13節陶質土器

陶質土器の器種とし鍋・炉 ・手焙（火舎） ・鉢 ・急須・皿 ・小壷の他に鍋や急須の蓋が確認されている。

特に鍋は「サークーナービ」として通称されているものが、最も多く出土している。他の器種は希少で

あった。これらの陶質土器は壷屋においては 「アカムネー」（註 1)と総称されている土器群であったよ

うである。陶質土器の特徴として胎土は精選され、その成形が輔轄引きで、薄く仕上げる。器色は燈褐

色もしくは黄褐色を帯びている。焼成は悪く脆いものが多い。

1. 鍋

鍋については復元できた資料は得られてはいないが、全体的な傾向からすると口縁に粘土紐状の把手

を貼り付けている。底部については伊良波西造跡（註 2) の例から丸味を持つことが確認されている。

最近の例では、この種の鍋の原型もしくは陶質土器を模倣した陶器が安仁屋トゥンヤマ遺跡（註3) か

ら報告されている。安仁屋トゥンヤマ遺跡の沖縄製陶器には黄緑色の釉を胴部中央まで施している。ま

た、底部には三角錘状の突起を三個貼り付けて足としている。

第90図3は口径22.6cmを測る資料で、胎土に雲母 ・赤色物質を混入させている。色調は明黄色を帯び

ている。 II地区に一57撹乱第II層から出土している。

2. 炉

炉は鍋に次いで多い器種である。器形は概して内湾するものが多く 、口縁内部に 3個程度の突起を貼

り付けている。また、胴上部には有孔の把手を 2個貼り付けている。高台を造るのも特徴である。中に

は白化粧土による横線が輔輯痕と平行するかのように残っている。

炉の資元資料の3個体での平均サイズは口径15cm、底部8cm、高さ10cmであった。その他に最も大き

なものは口径25cm、高台径17.5cm、高さ17cmのものがあった。最小は13.6cmを測るものがあった。

第90図4は外面に白化粧土による模様が輔輯痕と平行した状態で6条残されている。胎土に雲母 ・石

灰質微砂粒が混入する。器色は燈褐色を帯びている。口径は13.6cm、高さ10.3cm、高台径8.6cmを測る。

II地区に一57の撹乱層から出土している。

3. 手焙 （火舎）

手焙（火舎）の資料は総て破片資料であった。特徴として口縁近くで 「く」の字状に折れ、有孔の把

手を2個貼り付けているものが多いようであった。

4. 鉢

鉢の中には水鉢 ・浅鉢 ・花鉢が含まれている。各種とも 1点ずつ図化した。以下、記述する。

第90図5は内湾口径の水鉢で、口縁に櫛描きの波状文と横沈線文を施している。推算口径は21.2cmを

測った。胎土に雲母 ・赤色物質が含まれている。器色は淡燈色を帯びている。 II地区なー59の撹乱層か

ら出土。

第90図6浅鉢の資料で、全体的に大きく開き気味の器形である。口縁部で 「く」の字状に折れる。胎

土に雲母 ・石灰質微砂粒の他に小型の巻き貝を混入させていたようである。巻き貝が落ちてしまってい

る。器色は淡燈色を帯びている。推算口径は、 28.8cm、II地区な一50第 3層から出土。

第90図7は小振りの花鉢である。口縁部を外反させて口唇を幅広く仕上げている。全体的な形は、円

筒型に近い。底面には外側から直径1.7cmの孔を穿っている。穿孔部分は、指なでで調整している。外底

には糸切り痕が認められる。外面にはベンガラと思われる赤色顔料が施されていたようであるが大半は

禿落ちている。胎土に雲母 ・赤色物質を混入させている。口径10.8cm、底部5.8cm、高さ7.5cmを測って

いる。 II地区に一57撹乱層の出土。

5. 急 須
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急須の資料として 1点のみ図化した。第90図8は注ぎ口と把手の吊り下げの部分が残っている。特に

口縁部の厚さは2mmと非常に薄く仕上げている。胎土に雲母、赤色物質が混入している。

色調は全体的に淡橙色を帯びているが、部分的に煤けている。推算口径7.6cmを測った。 II地区た一59

撹乱層より出土。

6. 皿

皿は第90囮9に図示した資料が1点のみ得られた。底はいわゆるべ夕底と称されるタイプのものと、

底部から直線的に外側へ逆「ハ」の字状に開いている。胎土に雲母、赤色物質、石灰質砂粒が混入する。

口径11.1cm、高さ 3cm、底径4cmを測る。 II地区なー57撹乱第3層の出土。

= • J 空

第90図10に示す 1点が出土している。口縁部は微弱に肥厚し、僅かに外反する。頸部で「く」の字状

に折れ、胴上部で大きく外側に張り出す。全体的に丸味のある器形となっている。器色は淡橙色を帯び

ている。胎土に雲母、石灰質砂粒が混入している。口径4.9cm、高さ4.5cm、高台径3.5cmを測る。 II地区

63一撹乱第2層出土。

8. 鍋の蓋

復元可能な資料を 1点のみ図化した。第90図11はつまみの部分を高台様に仕上げている。つまみ径は

5.9cmを測る。最大直径5.8cm、高さ4.5cmを測る。胎土に雲母、赤色物質、石灰質微砂粒が混入する。 II

地区に一57出土。

9. 急須の蓋

蓋の中でも蓋甲上部に孔を三孔穿つたものが 1点出土していたので、これを固化した。蓋の形態とし

ては他の資料と同一形態である。第90図12は分銅状の紐みを貼り付け、周辺に直径6mmの孔を三個穿っ

ている。器色は淡黄色を帯びる。胎土に雲母、赤色物質、石灰質砂粒が混入する。蓋甲には赤色顔料（ベ

ンガラ）が僅かに残っている。 II地区に一56撹乱第1陪出土。

10. 土鈴

第90図13に示す資料である。把手の部分と身の半分近くが欠けている。身の中央には孔の痕跡が2カ

所認められ、孔の直下から身の下半分は箆などによる切り込みによって生じた面が観察される。胎土に

雲母、石灰質砂粒が混入している。器色は淡黄色。 II地区表土撹乱層出土。

11. 用途不明

用途不明としたものは柄状の把手である。 2点得られているが、良好なものを 1点図化した。第90図

14は把手の先端部分に 5mm程度の孔を裏面から穿っている。 外面の孔の周辺には孔の周辺に陶土を貼り

付けている。胎土に雲母、赤色物質、石灰質微砂粒が混入している。色調は淡黄色。 II地区なー57撹乱

第2層出土。

小結

湧田古窯跡出土の陶質土器の中で、皿の資料（第90図9)が無釉焼き締めの陶器皿と同一器形で、サ

イズも近似するとが確認された。この陶器皿とは、第90図15に図示したものである。他に 1点得られて

いる。この陶器皿と陶質土器の皿は、出土地点や層も一致している。陶質土器の皿が、陶器皿を模倣し

て登場したものであるのか、あるいはその逆であるかは、陶質土器の鍋と同様に判然としないが、基本

的には陶器からの模倣かと考えられるところである。小壺の類例として御細工所跡（註4)から出土し

ているようである。
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註

註1.宮城篤正

註2.大田宏好

註3.島袋洋ほか

註4.島弘ほか

「陶器」第三章生業那覇市史資料編那覇の風俗第2巻中の 71979年。

「伊良波西遺跡」豊見城村教育委員会 1986年。

第14節瓦質土器

［安仁屋トゥンヤマ追跡j沖縄県教育委員会 1992年。

「御細工所跡j那覇市教育委員会 1991年。

瓦質土器は、陶質土器に次いで多く出土している。器種は甕、鉢（植木鉢、こね鉢、水鉢、浅鉢、摺

鉢）・壺（長頸壺、短頸壺） ．炉（手焙、火舎を含む） ・香炉 ・碗 ・杯 ・皿（灯明皿） ．鍔釜 ・漏斗の12種

類が確認されていて、他の土器に比べ変化に富んでいる。その他に置物（龍 ・獅子 ・蛙 ・亀と鶴）や人

形なども出土している。これらは素材も同一であったので、本項で述べる。個々の遺物の特徴について、

第 7表に示した。また、植木鉢と摺り鉢の口径については第8表と第9表に呈示した。

県内では瓦質土器の出現時期は、浦添城跡（註1)、勝連城跡（註2)などの例から14世紀中頃から始

まるものと推定されるが、終末時期については今日まで、よく判らなかったが、本遺跡から萬暦33年(1605

年）の銘入りの浅鉢が出土していることから17世紀初頭までは確実に存在することになるが、その後も

製作していることが予想されるので、 17・18世紀として幅をもたせて位個づけたいところである。とこ

ろで、グスク出土の瓦質土器には口縁部や胴部に 「菊花文」 ・「格子目文」などでスタ ンプや箆描きを施

した例が多いようである。「菊花文」は、本土の中世遺跡の瓦器の手焙によく認められることからも本土

の中世瓦器が持ち込まれたか、あるいはそれを模倣して発生したものと考えられるが、本土の中世瓦器

と県内の瓦質土器を明確に区別出来るかどうかは現段階では困難である。これは本土の中世瓦器そのも

のを早急に確定していく作業が未着手である為である。

しかしながら湧田の瓦質土器も本土の中世瓦器や陶器の影響を受けて発展してきたものと推察される。

例として摺鉢、鍔釜などがある。摺鉢は今帰仁城跡（註3)などから出土している備前焼摺鉢を模倣あ

るいは影響を受けて登場してきたものとして考えられる。（伊東晃・上西節雄の備前焼摺鉢編年のIV~V

期に相当する揺鉢）。鍔釜についても千葉地追跡（註4)・草戸千軒（註5)などからも出土していて、

本土の中世逍跡ではある程度定着したものとみられ、これの模倣や影蒋を受けてきたかと今のところ考

えられる。但し、湧田と同一の鍔釜は末だ、グスク及びグスク相当期の遺跡から発見されていない為、

将来に期待したい資料である。その他にモミガラを多羅に混入させて、焼き上げた賓料が2・3点出土

している様である。モミガラを意識的に混入させていることが注目される。この種の例は我謝遣跡（註

6)の瓦質土器に認められるようである。湧田の摺鉢については摺り目の砦耗しているものは 1点も確

第8表摺鉢口径一覧

20~ 23~ 24~ 25~ 26~ 27------ 27"" 28~ 30~ 32~ 38-----
cm 
20.9 23.9 24.9 25.9 26.9 26.9 27.9 28.9 30.9 32.9 38.9 I合計

巳 1 1 1 3 1 2 1 2 1 1 I I 15 

第9表摺鉢口径一覧

20~ 35~ 36,...._ 38~ 39----- 50~ 53,.._, 55~ 91~ 
cm 
20.9 35.9 36.9 38.9 39.9 50.9 53.9 55.9 91. 9 I合計

個数 2 2 1 1 1 1 1 1 1 I 11 
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認されていないことが注目された。 これについては今のところ根栽植物（イモなど）を直接摺り漬せば

磨耗が認められなくなることが考えられるようである（註7)。

註

註 1.下地安宏ほか 「浦添城跡発掘調査報告書』 浦添市教育委員会 1985年。

註2.安里嗣淳ほか 『勝連城跡』 勝連町教育委員会 1984年。

註3.金武正紀他 I今掃仁城跡発掘調査報告書Ij 今帰仁村教育委員会 1983年。

註4.千葉地遺跡発掘調査団 『千葉地遺跡j 1982年。

註5.広島県草戸千軒町追跡調査研究所 r草戸千軒調査研究ニュース」No.25 1975年。
註6.大城慧ほか ［我謝遣跡J西原町教育委員会 1982年。

註7.宮城篤正（浦添市立美術館館長）より教示を戴いた。記して謝意を表わしたい。
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第7表瓦質土器観察一覧

31火含 12.Sjll.2 I 0明笥色 ＇回転招疫・訂1回転擦痘 -A. C 

38火舎

K 
11.6 10.2 I.I灰褐色 回 転擦疫 ― 回..擦捐 • 免削 AC 

I . Iり
8 & 4 l 3,4明切灰色回転擦紐・充削 /j. 苑削り A. t I . . ,___ ,.'.:_.. -~- , ___ ,. ・-. . 

A C 

A. C f. 

栢削り・h
1底11面 ・沌削り A C 

苑削り・Ii 沌削り．＂ A C. B 

19 'If . ff/>さ.籍1 長.さ.［月m色 匝削り・Ii 克削I),tf •·C、 B
I. g , a 

j60用途不明 1長さ幅3 f!1さ淡灰色 ＇詞削り 穫削り A C 8 
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器面が全面的に摩威。

口唇祁が焼ける。

1内底<t'flを穿つ途巾で止まる。
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同上．
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第15節瓦類

今回の調査で膨大な屈の瓦類が得られている。ほとんどのものが小破片であるが、完形のものも多く

見受けられる。軒瓦の型、窯入れしてないものやかなり変形したもの、数枚~10枚前後のものが熔着し

たものなどもみられ、生産地としての状況を如実に物語るようであった。種類的には軒丸・軒平瓦、丸・

平瓦、地瓦などの屋根瓦類と埠、レンガなどがみられる。これらの製品のほとんどが灰色のもので、本

遺跡は灰色瓦を主に焼いた窯場であることが確認された。また、瓦はほとんどが明式瓦と呼ばれるもの

のようで、丸瓦は2つ切り、平瓦は4つ切りである。また、これらの製品の中にはOに大の字など数種

の文字が記されるマークのようなものがみられるものも認められる。以下、今回得られた瓦類について

種別に概略を述べる。

1. 軒丸瓦

ほとんど瓦当部のもので、代表的なものを第96図に示した。ほとんどが直径約17cmのものであるが、

1は約19cmを測る。外区の幅は1cm前後で、無文。内区に連珠と花文を配しており、文様に数種見受け

られる。 1~4および6~11はそれぞれひとつの流れの中で捉え られようか。前者のものは後者のもの

に比べ、連珠が密に配されるようである。また、瓦当部の取り付け状況も若干異なるようである。第97

図17は玉縁部まであるが、瓦当部の直径が約15cmとやや小さ目で、無文である。全体的な状況が赤瓦に

近く 、縁の部分に漆喰の付着もみられる。

2. 丸瓦

第97図に示した。今回得られたものからすると、筒は直径が約10cmのようである。左右の縁は割った

ままの状態で、玉縁部の裏側だけ削って調整している。全体の長さは約33cmで、玉縁部は5cm前後。厚

さは2cm弱のものが普通のようである。 16は玉縁部が小さ日で、縁部を丁寧に調整しており、色合も赤

瓦に近い。 12はOに大の字のスタンプが押されている。

3. 軒平瓦

瓦当部のものがほとんどで第98図に示した。髭瓦ともよばれる。施される花文に数種みられるようで

ある。垂れ部の長さが約13cmのもの (8~10など）と約12cmのもの (1.3~7)がみられる。谷部の

凹みもやや深いもの (1・3~ 10)や浅いもの (2~ 7・13・14)などが見受けられ、谷部の凹みが浅

いものは、垂れ部が短めのものに多い傾向がみられるようである。 2は他の資料に比べ、やや小振りの

ものである。

4. 平瓦

第99図に 5点だけ示した。 5は数枚のものが溶着した例である。長さ約25cm、頭幅が約25cm、尻幅が

約21cmで、谷部は約3.6cm、厚さ 2cm弱のものが普通のようである。凹面には桶を繋ぐ紐の痕も残り、板

の幅は約4cmである。桶は頭部の直径が約35cm、尻部の直径が約27cmかと想定される。

5. 壊瓦

第100図に 3点を示した。 1は山形になるもので、一辺の幅が約12cm、左側の面にOに大の字のスタン

プがみられる。長さは約22cmで、上端では表面に、下端では裏面に1.5cmほどの切り込み部が設けられて

いる。 2・3は大体25X30cmの大きさで、裏面の左側は斜めに削られ、鍵状の把手が左寄りに付される。

厚さは約 3cmで、 2と3は上 ・下端の切り込み部の面が逆になっている。

6. 壌

第100医4~6、第102図に示したものである。 3cmぐらいの厚みで、大体26cmの方形状を呈し、平坦

に仕上げられている。表面はより丁寧な仕上げで、側縁部は裏面の方へ若干斜めに整形されている。第

100図4~6のように表面に草花文を配したものも見受けられる。 4は上下2段に同じような文様がみら
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れ、 5・6は一団の文様を半分にしたような三角形状のものである。第101図6の無文の三角形を呈すも

のは、 Oに大の字のスタンプがみられる。

7. レンガ

8 cm前後の厚みを有すもので、第102図に示した。直方体のものであるが、凹面となる面を有するもの

が多く、細かくみると若干のバリエーションがみられる。かなりひび割れの入るものが多く、部分的に

色の異なるものが目につく。
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第16節金属製品

金属製品については、 I地区、 II地区、 III地区ともに出土品は少なかった。撹乱を受けた状態の中か

らの出土や包含陪中からは断片的な出土となっている。明確な湧田の時期に供伴して出土した資料は少

ない。鉄製品では断面方形の釘、刀子状製品、棒状品、他形状不明品となっている。

青銅製品ではカンザシ（第115図版）、指輪、形状不明品であった。

第17節銭貨

銭貨は I地区で最も多く出土している。種類については第10表のとおりである。

第18節鉄滓、羽口

1 . 鉄滓

鉄滓は I地区からわずかに 2片のみである。外形からは木炭のかみ込みや炉壁の残片が付着している。

小さな気泡が出来ており、ゆたれが見られる。鍛冶滓の様相を呈している。

2. 羽口

I地区からわずかに 1点のみである。45長瓦列裏口から出土したものである。直径13cmの円形状で、

中央部は十字形に成形された通風孔3. 5cm x 4 . 0cmの大きさを造ってある。両端が欠損しており、全長は

計測できない。土製品。

第19節均渦

1地区からのものが大半であるがほとんど欠損している。口縁部が平縁に成形され底部は丸底になる。

1は口径5cm、高さ 6cm、器壁0.7cm、2は口径6.4cm、高さ 6cm、器壁0.5cmの薄手の小壺である。内外

面ともに高温を受けた状態でガラス状の黒色の光沢ができている。さらに外面に釉状の溶解した状態が

見られる。内面にわずかに青銅サビが付着している。

第20節硯、石製品（砥石、くぼみ石、他）

1. 硯

いずれも破損しており 、全形がわからない。 I地区、 II地区から出土している。破損している箇所は

いずれも墨汁を受ける部分からである。器厚が薄いことから、最も破損しやすい状態となっている。裏

面が平面のままになっているものと、ゆるやかに凹面をつくるものがある。

2. 凹石

砂岩製でやや方形状の製品である。 5面に浅い凹みが残っている。 2面の上下の端部に小さな敲打痕

がみられる。長さ9.1cm、幅5.5cm、重星350グラム。 II地区出土。
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第10表古銭観察一覧

箱闘 古銭名 直面 和籍 時代 初鋳 斡/cm書体
1開000 なし 破 2. 2 5 
2天穂通賓 なし -北宋 1018年 2. 4 5 楷書フ

3天祗通賓 なし 破 北宋 1018年 2. 4 5 楷書
4皇栄通賓 なし 破 北宋 1039年 2. 4 5 楷書
5熙寧元賓 なし 、＝

北宋 1068年 2. 15 楷書元

6元豊通賓 なし 破 北宋 1078年 2. 4 5 隷書
7元祠通賓 なし 破 北宋 1093年 2. 5 隷書
8聖栄元賓 なし 破 北宋 1101年 2. 4 5 隷書
9宗寧□口 破 北宋 1102年 3. 5 楷書
10 大観通賓 なし

--.. 
北宋 1107年 2. 4 楷書プ

11 大000 なし - 2. 3 5 楷書元

12 洪武通賓 なし
,:!=, 

明 1368年 2. 3 5 楷書元

13 洪武通賓 なし 破 明 1368年 2. 3 5 楷書
14 洪武通賓 一銭？ -明 1368年 2. 3 楷書プ

15 永築通賓
~ 

明 1368年 楷書元

16 永柴通賓 なし 身

明 1368年 2. 4 5 楷書プ

17 寛永通賓 なし
-=!=, 

日本 1624年 2. 4 楷書元

18 寛永通賓 なし ~ 日本 1624年 2. 2 楷書元

19 鳩目銭 なし -=-- 1. 3 5 無文元

20 鳩目銭 なし 破 1. 5 無文
21 鳩目銭 なし 破 1. 6 5 無文
22 鳩目銭 なし

~ 

2 無文元

23 鳩目銭 なし ヽ
l. 9 無文元

24 鳩目銭 なし '=- 1. 8 5 無文プ

25 鳩目銭 なし ヽ 1. 9 無文プ

26 無文銭 なし
ゴヽゴ

2. 15 無文元

27 無文銭 なし 、=' 2. 2 無文プ

28 0000 なし
， 

2. 5 フ

29 0000 なし ヽ 2. 3 5 プ

30 寛永通賓 なし 、=- 日本 1624年 2. 3 楷書元

31 寛永通賓 なし '='=" 日本 1624年 2. 4 楷書元

32 寛永通賓 なし '=' 日本 1624年 2. 3 楷書元

33 寛永通賓 なし -日本 1624年 2. 2 楷書元

34 寛永通賓 なし
~ 日本 1624年 2. 3 楷書元

35 〇永〇賓 なし
-=!;, 

日本 1624年 2. 2 5 楷書元

36 寛永通賓 なし ヽ 日本 1624年 2. 2 5 楷書元

37 寛永通賓 なし -=- 日本 1624年 2. 2 5 楷書元

38 寛永通賓 なし
--=, 
日本 1624年 2. 25 楷書元

39 口永通賓 なし 破 日本 1624年 2. 4 楷書
40 □ 000 なし 破 日本 1624年 1. 9 5 
41 宵□通□ なし 破 日本 1624年 2. 8 楷書
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3. 砥石

ややバチ形の方形状をなす。四面に砥ぎ面が残る。砥ぎ面には細い線条痕がみられる。 I地区出土。

重誠380グラム。

第21節キセルの雁首

キセルは火皿部分と吸口部のみが残った資料である。各地区において出土している。無釉の陶製品は

火皿部と煙管部に接続する部分はいずれも 6角形~8角形に成形している。火皿部は径1.7cm前後が大半

である。上薬がかかったものもあり、火皿部は円形で1.5cm。
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第22節円盤状製品

円盤状製品は総数777点出土している。まず各区の出土状況についてみると、 II区での出土が卓越して

おり、次いでIII地区、 I地区の順となっている。 2区では第111図に示したように、集中的に出土する箇

所がみられる。

次に材質についてみると、使用された材質には瓦 ・無釉陶器 ・施釉陶器 ・瓦質土器 ・陶質土器 ・磁器

等があるが、完形品648点を対象にした場合、瓦が349点と全体の53.8%を占め、次いで無釉陶器が254点

で39.3%と瓦と無釉陶器で出土数の93%に達する。

次に製品のサイズ別の集計では、完形品を対象にした場合、4.0~4.9cmが235点で全体の36.3%、5.0~5.9
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第111図 円盤状製品の平面分布状況
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cmは160点で24.7%、3.0~3.9cmが108点で16.7%、6.0~6.9cmが75点で11.6%、2.0~2.9cmが27点で4.2%、

7 .0~7. 9cmが22点で3.4%となっており、 4.0~4.9cmで最大値を示す。

第112図はサイズに占める各材質の数足をグラフ化したものである。これを見ると、各サイズとも材質

の比率は瓦が50%台、無釉陶器が40%台、他は10%以下で各サイズに対する材質の選択の傾向は見出せ

ない。但し、 l.0~2.9cmでは陶質土器 ・磁器の比率が高いが、個体数が少ないため判断はできない。

材質の使用部位は胴部及び底部でその大半を占める。また、成形の際の剥離方向には外→内、両面の

2種がほとんどであり、部位の選択と成形技法においては傾向が見出せるようである。

第113図～第114図は磁器及び施釉陶器のうち主要なものを示した。磁器は中国産が大半を占め、これ

に肥前系の製品を少絨含む。施釉陶器は沖縄産のもので、灰釉碗 ・及び高台覺付に耐火土を塗る小碗が

みられる。材質の年代は中国産磁器についてみると、染付が概ね17世紀後半~18世紀代、白磁は16世紀

~17世紀である。

以上のことから本追跡出土の円盤状製品について簡潔にまとめると次の通りである。まず、材質は瓦

と無釉陶器が主体である点は、遥跡の性格を反映したものであると思われる。製品のサイズ、成形につ

いては、まずサイズは4.0~4.9cmを中心に3.0~5.9cmの範囲が主体をなし、成形については部位の選択

は胴部 ・底部が主であり、剥離方向については外→内 ・両面の 2種である等の傾向は見出せるようであ

る。用途については特に傾向等について見出すことはできなかった。但し、出土状況からみてかなりま

とまって出土する箇所もあることから、造構との関連等を含めて今後検討していきたい。

個

300 

200 

100 

0 Li.,,』i呵 l
1.0 2.0 

1.9 2.9 

3.0 

I I I 

3.9 4.9 5.9 

第112図サイズ別出土状況

＼ 
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第23節窯道具

第115図～第118図に示した。本遺跡出土の窯道具については大橋康二、松島朝義、池田栄史各氏の御

教示をえた。本追跡出土の窯道具の器種はトチンとハマがあるが、その大半がトチン（第115図～第117

医12)であり、ハマは全体的にその数益は少ない（第117図13、第118図 1)。トチンは焼成の際、製品を

支持するために使用するもので上面円盤部にハマをのせる場合と直接製品をのせる場合があるようであ

る。第115圏は下半部を欠くため全形は不明である。第115図3~8は上面に製品を載せた痕跡がみられ

る。このうち、 3・5~8は上面円盤部に砂の付着がみられる。第116図1~3は全形が窺えるものであ

る。いずれも製品をのせたとみられ、砂の付着がみられる。同図 1は上面円盤部中央に穿孔を施してお

り、穿孔後火熱を受けている。同図 4 • 5は器高が低いものである。両者とも上面円盤部に砂の付着が

みられる。 5は、畳付に砂とともに灰釉の付着がみられる。同図5~10は円盤部の側面3箇所を扶りとっ

ており 、小山富士夫 ・田沢金吾氏の分類では洲濱形（註1)と呼ばれるものである。同図6~8は円盤

部上面及び悦付に砂の付着がみられる。これらは火熱をかなり受けている。同図9は砂の付着は見られ

ない。同固10は円盤部上面に砂の付着が見られる。第117図1~ 5は小型の製品を焼成する際に使用され

たとみられる。同図3を除き円盤部上面に砂の付着が見られる。同図6,..__,10は耐火土（メーガネク）を

塗るものである。 6は円盤部上面および畳付に耐火士が塗られている。 7は円盤部上面及び畳付から内

面にかけて、 8は円盤部上面のみ耐火土が塗られている。 6は灰釉の付着も見られる。 9は外側面に耐

火土の付着が見られる。 10は外側面下半に耐火土が塾られている。円盤部上面には直径2cm程度の製品

を3個置いて焼成した痕跡がある。恐らく小坪のような製品であろう。

同図12は素地が他の窯道具のそれとは異なるものである。第115図～第118図 1,..__, 12の素地は焼成する

製品と同じ素地を使用しているが、 12は粗い砂（石灰岩質ではない）を多誠に含むものである。同図11

は瓦質で手捏ねである。窯道具として使用したのか疑問が残る。

同図13及び第118図 lはハマである。上面にレコード盤状の溝が巡る。第118図 lは上面に直径 7cm程

度の製品をのせた痕跡が残存部で2箇所みられる。また下面にはトチンとみられる製品の痕跡がみられ

る。痕跡の直径から想定されるトチンは、第115図7・8のような形状のものとみられる。

第118図 2・3は瓦質のものである。口径により 2種のタイプがあるようである。同函 3は鼓状の形状

をなすもので、輪積み成形で、口縁部は指オサエによって凹ませ、熔着を防ぐ工夫をしている。胴部中

央は穿孔されている。これらは、素地 ・成形 ・形状 ・焼成ともに前述した他の窯道具のそれとは全く異

質のもので、別系統に属するものではないかとおもわれる。素地 ・成形 ・焼成等の点から考えると瓦質

土器の生産に使用されたのではないだろうか。

註

註 1.小山富士夫 ・田沢金吾共著 「薩摩焼の研究」 国書刊行会 1988年
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第24節 湧田古窯跡出土の脊椎動物遺体

金子浩昌

1 . はじめに

17世紀頃の遺跡と考えられている湧田古窯跡からは脊椎動物遺体が多数出土している。それらの多く

は窯跡の周辺に於いて出土したもので、窯の使用と何らか関係ある人々によって食用に当てられたもの

の残滓と思われるが、それとはまた別に窯の直上に、一括投棄のかたちで数頭のプタの全身骨が出土し

たのは興味あることであった。窯の使用をめぐる何らかの祭祀的な行為と関係があったものと思われる

のである。

報告に当たって種々お世話になった沖縄県文化課の島袋洋氏並びに資料整理に協力頂いた大城勝江、

城問千鶴子、比嘉優子、 上原園子、照屋利子の諸氏及び実測図 ・表の作成などにご協力いただいた高良

三千代、手嶋永子、金武雅子の諸氏に御礼申し上げる次第である。

出土した脊椎動物遺体の種名表（第12表）

脊椎動物門 Phyium VERTEBRATA 

I. 軟骨魚綱 r . Class Chondrichthyes 
］．サメ 目 1 . Order Lamninformers 

シロザメ科 Family Carcharhinidae 

属 ・種不明 Gen.et sp. indet. 

II. 硬骨魚綱 11. Class Osteichthyes 

1. スズキ目 1 . Order Perciformes 

スズキ科 Family Serranidea 

属 ・種不明 Gen.et sp. indet. 

フエダイ科 Family Lutjanidae 

属 ・種不明 Gen.et sp. indet. 

タイ科 Family Sparidae 

ミナミクロダイ Acanthopagrus sivicolus 

フエフキダイ科 Family Lethrinidae 

ハマフエフキダイ Lethrinus mebulosus 

マカジキ科 Family Istiophoridae 

メカジキ Xiphias gladius 

ベラ科 Family Labidae 

属 ・種不明 Gen. et sp. indet. 

プダイ科 Family Scaridae 

ナガブダイ Scarops rubrouioiaceus 

属 ・種不明 Gen. et sp. indet. 

JU. 鳥綱 Ill. Class Aves 

l . キジ目 1. Order Galliformes 

キジ科 Family Phasianidae 
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ニワ トリ

IV哺乳綱

1. 醤歯目

ネズミ類

2. 食肉目

イヌ科

イヌ

ネコ科

ネコ

3. 海牛目

ジュゴン科

ジュゴン

Gallus gallus var. domesticta 

IV.Class Mammalia 

1. Order Rodentia 

Rattus sp. 

2. Order Canivora 

Family Canidae 

Canis familiaris 

Family Felidae 

Felis catus 

3. Order Sirennia 

Family Dugongidae 

Dugong dugong 

4. 奇蹄目

ウマ科

4. Order Perissodactyla 

ウマ

5. 偶蹄目

イノシシ科

ブタ

ウシ科

ウシ

ヤギ

Family Equidae 

Equus caballus 

5. Order Artiodactyla 

Family suidae 

Sus scrofa var. demesticus 

Family Bovidae 

Bos taurus 

Capra hircus 

2. 脊椎遺体の概要

魚類

魚骨の出土は種類や泣の上でも少なかった。そのなかでメジロザメ科サメ類の椎体の目立ったこと、

カジキ類の椎骨のあったことは特徴的であった。カジキ類（メカジキ）の椎骨は僅かに一点であったが

他の遺跡では例のない大型のものであった。沖縄の先史遺跡の前期とか後期と言われるような追跡から

第13表 魚類出土状況
屯土―
射

合計

ー一

-8
-0

0
-l

o
-4
2
-0
 0
1-
1-
-
,
 
0

0

 
10
-:;°
:
 3
-22
-5

8
1
ー
一31

-
-
10
 1
-I
 

I 0 

止

凡例： . : 瓦陪， b: 妙利11'1. L 前J-.顎竹 R 前上顎tt
/ilft 沿什

L上咽頭骨；R上咽碩什
ド咽顕廿
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の出土はごく稀で、外洋の魚を捕る機会のなかったことによるものと思われる。こうした状況はその後

も続いていたようである。その他の魚類ではフエフキダイ科、プダイ科の追骸が多く、いずれも手近な

場所で採れる沖縄でもっとも普通の魚である。

鳥類

ニワトリが確認されたのみである。標本は特に多いものではなかったが、四肢骨を主として出土し、

大腿骨が多かったのは、肉の供給の主たる部分であったからであろう。ニワトリはすでにグスク期の遺

構から出土が知られており、本標本もほぼそれと変わらない大きさのものであった。

第14表 ニワトリ骨出土状況 丘イ`
口出土位地 烏□骨m甲骨上 腕 骨中足骨尺骨 大腿骨 勝骨 、

近位部近位部近位部骨体隧位部遠位自遠位部近位部骨体 遠位部近位肖低蒻/i. )合計
個

体

R IL R IL R IL R IL R IL R IL R IL R IL R IL R IL R IL~ R 1t R L 
数

し)

攪乱 l : ： 

a集中
I 第 1層

地
第 2層
第 2a層

区 第 3層
第 3a層
合 計 1 
撹乱
11 2号窯 1 : 1 
地
区 不明
合計 1 . l 
凡例： a : 瓦層，b: 砂利層

哺乳類

ヒト

： 

； 

. 1 

1 

1 . 

1 
1 : 2 : 

: 1 1: 
. 1 

: 1 1 1 ： 
： ： 

I . I : 1 1 1' I 2 . 3 ; 

1 1 2 . 
： ： 

： ： ： 

1 1 ： 2 : 

上腕骨が一点のみ出土している。その他の部位は全く発見されていな

゜

ネズミ類

下顎骨が一点のみあり、新しい時期の追跡からの出土としては少ない。

もっともネズミ類の遣骸の所属時期については多くの場合問題が残る。

イヌ

埋葬などの状況、施設などについて確かめることはできなかったが、

： 2 

゜
2 

'-- 1 

゜
I 

/: 1ヽ I 3 I 3 
l l 1 

゜
1 1 

1 :'1' 1 4 4 
'2 ： 

゜
2 2 

0 : 1 : 1 : 1 8 6 12 
： 3 1 3 
： 1 1 1 

゜
1 I 
4 3 5 

~·~L 

第15表 ジュゴン出土状況

I土誌贔Iご I個門
第16表 ヒト出土状況

輯夏k~晶 1個数

第17表 ネズミ出土状況

、It誓詰はk喜贔.I個数
;e褐色

一括と考えられる一個体とその他に数個体があったようである。しかし、全般に保存は良くなく、形態

を窺える標本は少ない。一括と考えられる個体のイヌは成獣ではあるがごく小型のもので、骨体も華奢

である。グスク期以前に沖縄で飼育されていた品種とは別ではないかと思われる。その他の標本はこれ

とは別系の在来のイヌではないかと思われるが、断片的で小型犬である以上のことは不明である。

ネコ

各附で遊離四肢骨がかなり出土しているが、撹乱陪からの出土も多く、当時どの程度に飼われていた
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~ 
t< 
脊椎骨 上 腕 骨 撓 骨 尺骨 寛 骨

星破 近位骨雑 近
厨甲骨 完存のみ 完存近位部 存完骨体 完存 完存 骨端

椎片 はずれ

RILi不 RI L R I L R I L RI L R L R!L R IL RIL R IL 
撹乱 I: ： ： 

第 2層 ： (1) : 1: 
第 2a層 ： ： I: ； ： ： ： ： 

I 
第 3層 ： ： ： I: : 1 1; 

地 第 3a層 I ： : 1 
第 3.4 a層 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 

区 第 4層 ： 

第 4a層 ： : 1 
第 4b隅 ： ： ： ： ： ： ： ： 
a集中 ： ： ： 1: 
不明 ： 1: ： ： 
ム
ロ 計 ： ： I ： 2 (I): 1: I. 1 1 : 1 ； 2・I 
表土攪乱 , I ： ： 

第 7層 ； 

I卜V西落込み ： 3 ： ： ： ： ： ： 
II 2号窯 24 ： ： ： ： 

地
不明 2 ： 
ム 計 : 1 29 ： ： ロ ： ； 

区 揖乱 [1 ： I 
※ 2号窯 ： ： ： 1 : 1 
IA t111・ ーリがなし I: I. 1: 1 ： 1・1 1 I ： ： I: I 
合 計 I・I・ I'I ： I: I l 2 1: 1 1: 1 ： 

凡例 ： （）破片• a : 瓦庖• b: 砂利層 注※A :骨格が他のものと異なるので A と分けた．

ものか確認し難い。ネコはグスク期以降において少なからず出土する動物であって、本遺跡においても

当初はあちこちに埋められた個体があったのであろう。標本は本朴1の近世辿跡で出土する個体と形質で

大きく変わらない。

第19表ネコ骨出土状況

出二 脊椎肯 上腕骨 撓 骨 大腿骨 尺骨 Jr 腔骨
頸環胸 腰 肋 完 旦 遠 完遠 完近骨 完近骨悶 中 近骨遠 中 合 個

存位 存位 存位 体 存位体 手 骨 位体位 足 計 体
椎椎惟椎 骨 偽久部 部 部 部 隅欠 骨 部部 骨 数

RIL RIL RIL RIL RIL RIL RIL RIL RIL RIL RIL RIL RIL RIL RIL RIL R L 
t, 西搬乱 ； ： ： ： :1 ： ： ： : 1' ： ： 1 I I 
［第 1府 ： ： ： ： :I ： ： ： 

゜
1 I 

地 第3a /,;j ： ・1 ： : I: ： ： ： ： ： I 1 I 
区岡褐色 ： ： ・1 ： ： ： ： 

゜
I 1 

1合計 ・2 ： : I :2 ： ： ： ： : I. 2 4 4 
仕乱 1 I 2 2 I :¥I: I: I I ： : I: ： :1 I: ： : I'I ： I 6 ( 6 
付乱 I ： ' ' ： ： ： : I: ： ： ： ： 2 1 

゜
6 II 

伐乱1J :1 • I. 1' ： 1 ： : 2 : 1. 2 5 2 5 
地 仕乱黒褐色 ： ： ： ： ： ： ： ： ・1 ： ： ： 

゜
I I 

第3陪 』1 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 

゜
1 I 

区 第5陪 ： ： ： .1 ： 

゜
1 I 

t,11・-11,rなし ： ： ： ： ； ： ： ： 3 : ： 

゜゚ ゜合 計 I I 2 2 I :1 1・ I :z I :1 I: I: I. '! I :1 I: I 3 ・I I :1 2' I: 5 12 9 20 

ジュゴン

肋骨片を一点検出したのみであった。多数の獣骨を出土している本遺跡としてはあまりに少ないジュ

ゴンの骨の数であるが、ジュゴンがこうした産業関係の場所に運ばれることはほとんどなかったことを

示すのであろう。しかし、一方で一点でもジュゴンの骨のあったことにも興味を覚えるのである。僅か

でも食用とされたものの断片があったのか、あるいは骨器の素材として運ばれて来たものの一部であっ

たのであろうか。

ウマ

大型家畜としてウマ、ウシの骨の出土は多く 、役畜として使われ、食用にも当てられている。ウマは

ウシに次ぐ品であるが、その重要性はウシに劣らなかった筈である。遺骸の多くは発掘時の破損若しく
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大 腿 ,..._ 目 腔 骨

閂中
基 中

位部 遠 位 部 合計 個
骨端のみ 骨体 1遠位部 骨端のみ 骨端 完 存 近位部 近位部 骨体 距骨

犀
-且P 節 体

はずれ 骨端欠 数
RIL RIL RIL R I L RIL RIL RI L RIL RIL RIL よ自ユ -"'-目 R L 

I 1 I 1 
I 

゜
I 

1 2 

゜
2 

2 I 2 
， I 1 2 1 5 1 5 

I. ： 1 I 

゜
1 

： l 

゜
I 1 

I I 1 I 1 
l l 

゜
1 

1 

゜
1 

I 

゜
I 

I 1 I 3 I 1 2 2 l I 16 6 18 
I I I 2 I 

゜
l 

l I I 

゜
1 

3 

゜゚ ゜I 24 

゜゚ ゜I I 2 

゜゚ ゜I l ： 32 2 

゜
2 

I 

゜
I 1 

I 8 6 I I 1 
I 1 I 4 1 1 6 7 7 

I I I 1 12 7 I 7 ， ， 

は打ち割られた痕を残していて、完存するのは指趾骨などのごく一部である。骨の大きさから指定され

るウマの大きさは、小型から中型までのものを含んでいたが、多くは中型の大きさの個体であった。な

お個体数の指定で歯を使う場合、 p2、もしくはM3のみが部位を正確に当たることができるので、そ

れを使っている。

プタ

個体数としてはもっとも多くの遺骸が出土している。なかにはイノシシもあるかも知れないが、それ

をすべての標本について区別するのは難しいようである。とりあえずプタとして扱っておく。そのなか

で追骸の出土状態からプタを二つのグループにわけられる。

1. 頭蓋骨と四肢骨があって一括で出土しているもの

A----Eの5個体が確認されるが、頭蓋のあったのはA・B個体のみである。頭蓋は既に大破して原形

をうかがうことはできないが、大型で頭巾広く、頭高の高いものであった。下顎骨はこれに見合う形で、

体高高く 、歯列の左右巾は広く直線的でなく、最奥部のM3が舌側に傾くなど特徴的である。吻端の形

もブタにみるようなしゃくれた形になっている。四肢骨はすべて揃うわけではないが、肩甲骨、上腕骨、

椀骨、尺骨、大腿骨、中手 ・中足骨があった。いずれも太く、短く、特別な形態をみることができる。

2. 遊離顎骨と四肢骨 ；個体関係を窺うことの難しい標本である。上顎骨、下顎骨、頭頂骨と四肢骨

と若干の椎骨がある。顎骨は大小の個体差があるが全般に大きく 、沖縄先史時代後期以前のイノシシと

は形状を異にする。しかし、歯牙の萌出は画ー的で、下顎骨39点のうち乳臼歯をもつもの13点、 M3の

未萌出13点、 M3の萌出途次8点である。つまり大部分が一歳未満から 2・3歳までの個体になる。頭

蓋はすべて破損しているために形態を窺うことができないが、頭頂骨の骨質は厚く 、頭頂骨洞内は充損

されている。また頭頂骨全体の形もイノシシとは異なるようである。

四肢骨にも大小、さらにきゃしゃ型、細型などの違いがみられる。こうした大きさや形質差のあるも

の家畜種の特徴なのであろう。四肢骨にみられる年齢的特徴は大きさに関係なく若い個体のものが多く、

歯牙にみたのと同じ傾向をみることができた。

-180 -



ウシ

先にものべたように多くの骨が出土しているが、指趾骨を除いて原形の残る骨はほとんどなかった。

頭蓋の破片は多少みられたが、角の部分（角突起）は一点が確認できたのみであった。角は切断して利

用されたのであろう。歯をみると上顎歯が少ないので、頭蓋は別に処分された可能性がある。推定され

る個体数は下顎歯でみると16個体分位はありそうである。

四肢骨の出土は、どの骨をみても歯牙で推測された個体数を推定できる程に多くはない。解体され料

理に使われるときにかなり壊されることが多かったためであろう。骨は骨体のほぼ中央で打ち割られ、

骨髄が利用された。

ヤギ

別に記した家畜に比べると出土撮ははるかに少ない。数個体かそれより僅かに多い程度であろうか。

3. まとめ

以上、湧田窯跡とその周辺におい

て出土した動物遺体について概要を

のべたが、ここでは少なからぬ鑽の

ウシ、ウマ、プタが食用に当てられ

ていたことがわかった。出土の状況

についての詳細は不明であるが、多

くの瓦のたまり部分にこれらの骨が

埋存していたのを筆者もみている。

別に一括出土のブタの遺骸は、かつ

第20表ヤギ骨出土状況

いこ位 r叩廿
屑甲骨 什体

R I L R I L 
第 2層 1 I: 
I 第 2a吊

地 第 3層
： 

第 5a層 2 
区 第 1号環状石列 : l ： 
合 計 '4 I 
攪乱 I 
II 攪乱 D l 
地あぜ潰乱 U
区 ヘト・ロ屑
合計 2: 

U 甘 :Jcll,Jl営 冗
悶近位部 廿体 ロ^ ・at 

骨 骨
R I L R I L R L 

1 I 
1 

゜゚1 ： 

゜
I 

゜
2 

l 

゜
I 

1 2 I 5 
2 1 2 

I. 2 

゜1 

゜゚： I: l 

゜I: I 2 1 4 2 

て筆者が報告した古墓出土の資料とよく似ているもの

であった。その古墓は石川市古我知原古墓ー伊波仲門

第21表 各種動物最少個体数出土状況

門中墓ーの調査の際に発見されたもので、古墓の墓室

内とその入口前面に穴を掘って埋められていたが、墓

室内のものはシャコ貝で毅われていた。この伊波仲門

門中墓にあった25基の石厨子のうち 3基に銘書があり、

乾隆12、13年 (1747、1748年）の年号がみえ、石厨子

が移転されたものでないとすれば、墓の建造年代の上

飲廿魚綬
硬骨魚網
烏網
ネズミ科

哺 イヌ科
ネコ科

乳 ジュゴン科
ウマ科

類 イノシシ科Iプタ
ウシ科 lウシ

Iヤギ
合 ！十

埒柑

I 

1 

1地区 II地区111地区 区不明

゜゜14 I 14 5 
1 
18 ll 
4 20 
I 

゜5 7 ゜196 82 2 2 68 6 
5 5 
378 130 2 2 

ば
数

I 

゜1 2 
I 
5 
2 
2 

゜l 5 

合計

゜15 I 9 
I 
29 
24 
I 
5 7 
28 3 
74 
10 
513 

限となると考えられている。ブタの頭骨は古墓の石積の下からの発見であり、入口を意識して埋葬した

ものであろうと報告されている。このプタは一つは乳歯とMlまでの萌出、いま一つはM2までの萌出

で、湧田のブタと比べて若いが、形質の上ではよく似ているものである。この頃のブタの形質を知る良

好な資料といえよう。これらのプタは本遺跡で別にのべているプタと大きさ、形質ともにかなり異なる

ので別系統の品種なのであろう。もちろんその他の多数出土したブタも大陸産の家畜種が基幹になって

いるのではないかと考えているが、これについてはさらに文献資料、考古学的な研究、あるいは家畜育

種学的な研究が今後の課題である。（註1)

本遺跡の動物遺体にみる特徴が、この頃の動物質の食料のすべてではないであろうが、 一般的な傾向

が示されているのではないかと思われる。つまり、それ以前のグスク期からみられていたウシ、ウマ、

プタを中心とした獣肉食の傾向が更に強まっているのではないかということが予想される。特にブタは

体躯の大きな個体も現れ、大小の個体が入り混じった状態であったようである。そしてさらにこれと別
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に形質のプタが窯のところにあった。このプタについての来歴、時期などについての今後の調査資料の

増加に注目していきたい。（註2)

本遺跡で魚類遺体が少なかったことは先にも触れたのであるが、沖縄の漁業史のなかでこれをどのよ

うに位置付けていくか今後の課題であろう。グスク期に入ってからの漁業はそれ以前の沖縄石器時代後

期に比べると種類や磁の増加していることが知られている。これも地域による違いがあり一概にはいえ

ないとは思うが、その間にあって技術的な進歩、需要の増大は当然考えられ、それが考古学的な資料に

もよくうかがうことができるのである。しかし、それ以後どの様な変遷をとるかはよくわかっていない。

つまり本遺跡のような近世の遺跡から出土する動物遺体を調査する機会（ごく少数の資料をみることは

あったが）がまだないからであって、これも将来の研究にまたねばならないであろう。筆者はそうした

機会のくることを期待したい。いずれにしても沖縄における食生活文化史の研究も他の地域と同様に考

古学資料の重要さはますます高まるであろう。

註

註l. 金子浩昌、伊波仲門門中砥出土のプタ追存体、石川市古我知地古墓ー沖縄県自動車道（石川那覇間）建設工

事に伴う緊急発掘調査報告書(7)-、沖縄県文化財査報告習85集、 p.177、沖縄県教育委員会、 1987年12月。

註2• 伊波盛、琉球動物史、 1979年、ひるぎ害房

島袋正敏、沖縄の豚と山羊一生活の中から一、おきなわ文庫43、p.164、1989年1月。
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第119図プタ下顎骨 ---
一括出土のものの一つで、小さい方の標本である。

-183 -



ー

↓
 

ヽ

J
 

J
 

O 5 en, ---
第120図切断加工痕をもつ四肢骨 （→は傷痕）

1. ウマ左中手骨 2. ウシ右腟骨 3. ウマ左腔骨 4. ウマ右軽骨 5. ウマ右寛骨

4
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第22表 1 骨の計測 （プタ）

（獣骨の計測凡例〉 A・U・d: Driesh (1976)による。

上瀕廿 下顎什 四肢廿

冒
4 I後頭顆幅
,5後頭什外側部幅

ド呼ば大幅

3旦 ‘‘,. 

）
 
部

部

）
底

合

長

速

）

起
痕
起
）
）
）

間

瀕

突

切

突

粒

緑

籍

（
節
顎
筋

後

前

前

l

C

長

下

間

起

翌

cr

閉円

a
 
t
 二
甕
躙
睾
旱
麟

a
炉
昨

n
―
―
―
↓
円
―
―
―

―
―

olldColdCo
歯

m
四

u
p
z
p
l
1
3
I
d
下

下

下

下

c

a

a

1

2

3

4

5

6

6

6

 

1

5

1

7

1
1
1
1
1
l
l
l
l
 

(2)プタ
下顎竹

(1) プター括出土標本

上顎午:(R) 

附ぷ禎1)I叶測1値11I 備考

113. 4 
113. 8 
~o 1 
27 7 
'<2s. &>杯完全萌
15 8 
95 
86. 3 

(R) 

,!l'!It柳吊 早 傭考 早
（大型）

l 217 
2 240 
3 (66 2) 
4 162 
5 150. 0土
6 119 5 128 
7 104 8 
7a 88. 8 10 I 2 
8 58 1 ， 64 4 
Sa 29 2 
11 4 3. ~ 土 31 4 
12 68. 9 
13 115 1 
14 98. S 
l 5 (106 2) 
16a fifi 3 48 3 
I Sb 45. I 44. 9 
16c 45, 2 4 5 8 

悶 27. 1 的受困円なけのもらうろ 29. 6 のはみ
れな¥' 

上顎骨.. 
VI NO GLP ISDDDP 傾考
R 7 1711 
R 25 113 4 
R 28 113. 8 
R 26 40 1 
R 29 21 1 
R 30 (25. 6) 不完全萌出
R 3 I I 5 8 
R 27 95 
R 27 86 3 

• ,,.~ 

111 NO GLP BG 錨考

R l 217 !/. 
R 2 240 !f 
R 3 (66. 2) s. 
R 4 l 62 早
R 5 t 50::: 名
R 6 119 5 128 i;i大型
R 7 I 04 8 辛

R 7 88 8 101. 2 辛n大型
R 8 58 7 早
R ， 19. 1 早
R ， 64. 4 ， 
R II 43. S士 3 I. 4 i;i大型
R 12 68 9 辛

R 13 115. 7 早
R 14 98 5 早
R I 5 (I 06. 2) 早
R 16, 55. 3 48. 3 <l I早大型
R 16t 45. l 44 9 i;i大型
R 16c 4S. 2 45 8 i If大型
R Ml中央 21 1 29 6 早／？大型

;i:; 甲骨

柘醤門訊I昂ポ舟I

ぶsI記ぶIぶ』1s~\1

迎

泊(jGLP l(2!D糾昇

計測籠
LP:37.6,BG:23.68.SLC:26.12 -
:D: 4 5. 26. PT: 37. 07. SD: 20. 4 6, GL: 15 7. 4 I. BP: 44. 21 
, P: 3 0. 2 6 (R). 81>: 3 2. 7 9 (L), SD: 2 2. 8 9x l 3. 9 7 (L) . 21. 3 9 x I 3. 0 (R) 
DO: (28. 57). DPA:40. 56 中手 ・中足令IVr,~ 番;II『II 5~L 25~1 
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第22表 2 骨の計測 （ウシ、ウマ、イヌ）

(3) ウシ

H甲廿
籾I祖且I GLし_BG , SL~ 儲与＿

65 21 55 22 61 I 3 
L 2 49, 42 44 6 
I 3 ~! . 25 
1. 4 I 36 <9 28 16 幼
I. 6 16.92 
I. 1 34 38 幼

L 9 42 82 
R I ;9 89 52 28 53. 39 
R 2 53.11 53 91 

R I S 55. 68 49. 7ヽ 46,37
R I 6 I 88 52 16 
R 5 I 14. 05 52 1 
R 7 SO OJ 45 9! 
R 9 51 46 

尺什
元墨.DPA 
I. I 48. 98 
R I 44. 22 57. I l 

q, 足,-~
ら H叫虚 SD_ _ Bd―墜
l I 24 61 46.52 
I 2 27 08 
I. 3 28. 77 59. 3 
R I 22. 82 39. li 

R 2 21.05 I 48 15 
R 3 21 I 6 <6. 2 
R < 23.08 48.38_ 

~" 

(4) ウマ

甲廿
頑 GLP BC I SI.C GL, 
L I 85 22 44. 42 54. 68 154. 61 
L 2 79. 67 39. 27 55. 85 49. 6E 
R I 42. I 52 11 

由
L

R

R
R

R

SD BP 
144 21 

26, 49 
44. 69 

21 2, n,1, 
26. 22 39, 99 

旦

Ii節什
1酋号 SD Bd CL 
I 29. I 7 41 92 172. 86 
2 26. 96 38. 89 78. 23 
3 29. I 9 41. 96 74 4 
4 34. 14 44. 93 ;,, ;; 
5 29. 87 40. 73 78. 04 
6 21, 58 4 I. 6 75. 87 
7 30 85 42 52'76. 83 
8 31. 72 43. 48 81 83 
9 28.87 JI. 06 
10 29 89 0ヽ.46 
11 28. 66 I 39. 6 I 67. 91 
12 28. 59 40. 01 ,75_ 77 

門言磨＇4 3883 12.49417343.19 
5 37 55 41.63 45.46 40.6 
6 31 1 40. 71 43. 35 41 06 
7 40, 6ヽ 45.2 45 03 42. 51 
8 40,53 41.78 45.73 40.6 
g 13.02 46. 43 48 69 39 3、1
10 36 99 40. 53•5 37 42 02 
11 31. 68 42. 02 45 55 40. 96 

巾手門p-sp J Bu • BP i/i'-1, 
61. 8 

R I 35. 96 59. 57 
R 2 36. 92 al 12 
R 9 23 51 

: i 133 29 55. 12 61 73 
SI 7 幼

R 6 62. 6A 

1
8
2
1
2
6
0
2
5
2
5
4
 

．
．
．
．
．
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2

6

5

3

2
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4

4

4

4

4

 

4

2

 

8

4
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'

9

9

 

1

2

 

5

6

1

2

3

4

 

~: 

96 1!1 

(5) イヌ

上腕
"IL蓄サ SD Bd . GI. I BP 傭竺
I ¥0. 39 24. 6(Pro epはずれ）＇さ 44第1瓦
I 8. 18 22. ¥6 ¥04. 28 

：／暉号 so I 80 BP 
L 1 36.15 ao 
1、 2 61. 34 63 12 
L 3 65. 55 
R l 184. 14 
R 21 35. 94 19. 3 
R 3 64. 88 

聾 ,s~s 1/~6 GL I区誓—
R I 1. 06 11. 84 1101. 22 
R l 15. 48 

距什

冗,:r~s s1゚！喜
R 2 39. 75 51.S3 
R 3 45 21 51 83 
R 4 45. 6l 52. 1_l_ 54. 2S 

色
大腿
•u~ 酢号 SO Bd GL 甘ヽ考
し I 8 29 21. 04 I 12. 3 
R I 28 37 IIヌ3瓦

亘登

30け46第2瓦下部
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第23表 プタ歯牙出土状況

~ 位

右 左 臼祖 個
11 12 13 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 11 12 13 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 歯蝦片 体
i l i 2 i 3 C m2m3m4 i 1 i 2 i 3c m2m3m4 数

攪乱 2 5 I I I l l I 
I 

町眉ー
円形集中部
第 2附 l <I> I I I I 

~ 
I I 

第3層 <I> 4 2 I 1/ 3 4 I 1 
IJ: l I 

く~3―)’ 
第3a層 I 1/ I 4<1> 5 s 2 (}) I く1> 2 3 9 &<I> 2 

2 3 I> 
第3a屑
L型瓦列

＇ 3 ＇ 第碍3 a 感 2 I/ 
組迫構 I 1 <I 

炉4陪L • 一 2 

第4b刷 胃f I J 

屈瓦列 • 一 『

西側弟4吊
閉5陪 くI)

閃 5a層 3 2 I 3 2 <I> I 4 4 
2 1 

町直 2/ 1/ I・I/ I 2 2 
紺遠構 I 
1第5a庖 I 

蔚＆一冶 /! l I I 

第中不竺6瓦明a列層壁堕
I 一一ト―

I/ 

合 計 5 0 0 3/1 I/ <I> 2・1/8<2>11 17 I 7 <I> I・3/ 3(])!<!> 3 6(J)]9 18<1> 3 k7 1 
I I I 0 0 0 1 0 2 I 0 0 0 3 

地潤占L 3 2/ 3 2 (I) I 1/1 I l l I I 

］ ・
(I) 

防 1附 t/ I I 
円形集中部 日第2Rii 冒 4/ I I I <I> 3 3 I <I> 

l 

(J— 
悌3培 I 1/3 <I> I I J 9<2> 2<3> I 2/1 I <I〉f<J> I 8 4 (2) ， 

下h-' I I (I) 
坑— 功 8 6<1> 2 4 3/ 2 6 5 2<3 ， 

枢←詞碍―組遺構― 
I I I .I,_ 豆 ）
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第25表 プタ歯牙出土状況n地区（一括）
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第26表 イヌ歯牙出土状況
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第28表 ウシ歯牙出土状況
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第29表 ヤギ歯牙出土状況
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第30表 l プタ骨出土状況
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第32表1 ウシ骨出土状況
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第32表2 ウシ出土状況
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第33表 ウマ骨出土状況
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第VI章 結 五
ロ
二

1-n

県庁舎行政棟建設工事に関わって発掘調査された湧田古窯跡は沖縄窯業史研究の上に多大な成
果と研

究課題を呈示した。沖縄の伝統的産業としての窯業の展開を知る貴重な逍跡であることがあら
ためて確

認された。幾多の時代の変遷の流れの中において、この地に多くの建物が建設され、文字どお
り那覇市

の中核を形成してきた場所でもあったことから旧来からの地形が大きく変貌されてきたところで
もある。

それとと もに、湧田古窯跡も完全に壊滅したと考えられていた。しかしながら発掘調査では、
これまで

予期してなかった重要な迫構が次々と検出されるとともに、膨大な鮎の遺物が出土した。

これまで沖縄の窯業史研究では、登り窯が伝統的な窯の形態であるとされてきたが、従来の見
解を毅

す平窯構造が確認されたことが特籠される。平窯そのものは、日本本土にも古くから見られる
が、湧田

窯の例のような形状をもつものはなく 、その類例は中国、東南アジアに分布するといわれてい
る。沖縄

の窯業技術の源流の解明に、きわめて重要な手がかりをもたらすこととなった。

外来文化、技術形態の変容のあり方の一つとして、沖縄の歴史的、地理的位皿とその展開の特
質を象徴

的に示している。琉球王府が編鉛した文献に湧田窯創建の記録があり、その実際の存在が発掘
により検

証された。今回の発掘地域は瓦窯を中心として生産していたことが確認された。発掘面栢約5000m匁）中

で、作業場（エ房跡）、粘土取り場、窯、不良品廃棄物、製品四き場等が確認され、「窯場」の
様相を主

体的に把握出来たことは意義深いものがあったと言える。今調査では、瓦窯が数基検出されると
ともに、

これに関連する石列囲いの区画、排水溝、瓦列、瑶列、井戸等が広範囲に及んで検出された。

特に今回検出された窯は平窯の形態で、南中国との関係が指摘されている。本遺跡が立地する
一帯は

瓦生産関係窯場で占められていたことはまちがいない。伝承で言われているとおり、湧田窯業
辿跡は、

限庁敷地のみならずハーバービューホテルが位四する楚辺やさらに南側の壺川に至る広範囲に
及んでい

たと推定される。その中でも瓦や地を中心に焼いた瓦窯、甕、壺を焼いた荒焼窯、さらには湧
田焼と呼

ばれる上焼の窯とそれぞれが専業化されており、窯場が区分されていたと考えられる。

また、逍物については、瓦や窯道具、地、湧田の上焼、中国磁器等が出土し、時期判定の目安
になっ

た。 II地区を中心として出土した中国陶磁器について見てみると 、 15世紀~19世紀にかけての追物の出

土が目立ち、特に 17世紀後半~19世紀にかけての資料がまとまって出土しており、近世期の沖縄の窯業

の時期、湧田の性格を考える貴重な資料となっている。

各地に残る琉球王朝時代の建造物の屋根瓦が湧田窯で製造された可能性が高いことが確認され
、琉球

王朝関係建造物の屋根瓦の製造地の一つとして、他の古窯との今後の比較検討の一端をかいま
見ること

が出来た。また、これまで沖縄の各地の近世村落迫跡から、湧田焼ではないかと見られる陶器
がかなり

出土している。今回の発掘調査により、その照合が可能になった。

湧田窯の初現と終末はなお不明な部分を残しているが、次ぎのようなことは明らかである。すな
わち、

薩摩から朝鮮の陶工を招聘して、技術指迫を受けていた時よりかなり前から湧田窯は開始され
ていた。

1616年にこの地に窯が開設されて、その後1682年には知花窯など、いくつかの古窯とともに壷屋に統
合

されたとする記録は、湧田窯のすべてではなかったのではないかと考える。少なくとも、本地
区におい

ての瓦窯については、統合後も続けられていた可能性が高い。

以上のように、沖縄の窯業研究は今だ不明確な部分が多く、特に発掘調査において、窯の構造
が検出

されたことの意義は深く 、今後は類例貧料の蓄栢が必要である。そのことによって沖縄におけ
る近世窯

業の研究が進展していくものと考える。
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第5図版 I地区遺物出土状況



第 6図版 1地区 （上： 3号窯と 4号窯検出状況、中・下： 3号窯）



第7図版 I地区4号窯の状況
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第8図版 I地区5号窯の状況
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第10図版 I地区井戸検出状況



第11図版 1地区遺構検出状況
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第13図版 I地区遺構検出状況



第14図版 ［地区遺構検出状況
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第16図版 I地区遺構検出状況
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第19図版 II地区堆積層の状況



第20図版 II地区の状況



第21図版 II地区の状況
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第23図版 [I地区獣骨出土状況



第24図版 II地区窯前面の状況
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第25図版 II地区 1号窯・ 2号窯の発掘状況



第26図版 II地区 1号窯 （上）と2号窯 （下）



第27図版 II地区1号窯



第28図版 II地区 1号窯内側の調整痕
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第29図版 II地区2号窯の状況と作業風景
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第31図版 II地区窯体熱残留磁気調査状況
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第33図版 III地区発掘風景
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第34図版 III地区の状況と遺物の出土状況
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第42図版青磁⑧ （］地区）
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第43図版青磁⑨ (I地区）
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第44図版青磁⑩ (I地区）
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第46図版白磁② (I地区）
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第48図版白磁④ (II・lll地区）
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第49図版染付① (I地区）
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第50図版染付② (I地区）
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第51図版染付③ (I地区）
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第52図版染付④ (I地区）
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第53図版染付⑤ (I地区）
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第55図版染付⑦ (I地区）
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第56図版染付⑧ (I地区）



ー

2
 

3
 

5
 

4
 

第57図版染付⑨ (I地区）
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第58図版染付⑩ (I地区）
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第59図版 染付⑪ (I地区）
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第60図版 染付⑫ (I地区）
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第61図版染付⑬ (II地区）
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第62図版染付⑭ (II地区）
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第63図版染付⑮ (II地区）
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第64図版染付⑯ (II地区）
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第65図版染付⑰ (II地区）
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第66図版染付⑱ (II地区）
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第67図版染付⑲ (II地区）
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第68図版 染付⑳ (IJ地区）・磁器 (Ill地区）
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第69図版褐釉陶器
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第70図版褐釉陶器 • 特殊陶器
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第72図版 タイ産陶器・ペトナム産色絵



2
 

3
 

-- I 

7
 

5
 

，
 

6
 

10 

＇ 

11 

12 

1 :i 

4
 

8
 

14 

第73図版本土産陶磁器 (I地区）
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第74図版本土産陶磁器 (II地区）
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第75図版本土産陶磁器 (II地区）
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第76図版本土産陶磁器 (II地区）
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第77図版本土産陶磁器 ( I • II地区）



ー ・,,-..'ー..'ー
. r•., ● .. . 
.'.:.¥ 
---・ 一 L

 

”―て

｀ 
~ 
がぷ

3
 

4
 

2
 

5
 

圃 I 置〗

冒•
'ii:11 ロ

8
 6

 

E
 "-戸，
 

7
 ，

 
第78図版沖縄産施釉陶器 （上焼）碗
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第79図版沖縄産施釉陶器 （上焼）碗
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第80図版 沖縄産施釉陶器 （上焼）碗
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第81図版沖縄産施釉陶器 （上焼）小碗
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第82図版沖縄産施釉陶器 （上焼）小皿
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第83図版 沖縄産施釉陶器 （上焼）小皿・小碗・小杯・大皿
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第84図版沖縄産施釉陶器 （上焼）大皿・大鉢
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第85図版 沖縄産施釉陶器 （上焼）小鉢・大鉢
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第86図版 沖縄産施釉陶器 （上焼）小鉢 ・香炉 ・火取
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 第87図版 沖縄産施釉陶器 （上焼）酒器 ・急須・壺
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第88図版 沖縄産施釉陶器 （上焼）蓋（急須 ・壺 ・鍋）大型急須 ・片口鉢
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第89図版 沖縄産施釉陶器 （上焼）油壺・瓶子・対瓶・壺
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第90図版 沖縄産施釉陶器（上焼）油壺 ・乗燭・燭台・灯明皿

7
 

8
 

10 

1 1 

12 



日

暉

3
 

ご ~ 

2
 

ぃ 磁

l':l 

｀ 
ぷ凸

戸
3

4
 

5
 

第91図版沖縄産施釉陶器 （上焼）火炉・火鉢
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第92図版沖縄産施釉陶器 （上焼）鍋
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第93図版沖縄産無釉陶器 （荒焼）摺鉢
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第94図版沖縄産無釉陶器 （荒焼）壷
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第95図版 沖縄産無釉陶器 （荒焼） 壺•徳利 ・ 瓶子・花瓶・小壺
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第96図版沖縄産無釉陶器 （荒焼）水甕
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第97図版沖縄産無釉陶器 （荒焼）蓋・水鉢・花鉢
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第98図版 沖縄産無釉陶器 （荒焼）小鉢・鍋・水注・片口鉢・蓋・碗・皿・乗燭．灯明皿・火炉
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第99図版陶質土器
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第100図版瓦質土器
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第102図版瓦質土器
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第105図版軒丸瓦
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第106図版丸瓦
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第107図版軒平瓦
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第110図版 填
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第111図版レンガ
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第112図版金属製品
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第113図版銭貨
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第114図版銭貨
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第115図版カンザシ(A)、鉄滓(B)、均渦(C)、羽口(D)
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第116図版石器 (1: たたき石、 2: 砥石）
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第117図版硯
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第118図版 キセルの雁首と吸口
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l. サメ ・椎骨 a上面 b側面 40. ニワトリ｝怪骨R

2. サメ ・椎骨 a上面 b側面 41. ニワトリ中足骨L

3. サメ ・椎骨 a上面 b側面 42. ニワトリ中足骨R

4 . サメ ・椎骨 a上面 b側面 43. ジュゴン肋骨上面

5. サメ ・椎骨 a上面 b側面 44. ジュゴン肋骨側面

6. ハタ科マハタ屈のR上顎骨 45. ヒト上腕骨L

7. ハタ科マハタ属のR歯骨

8. タイ科ミナミクロダイのL前上顎骨

9. タイ科ミナミクロダイ 咲こ位上顎骨

10. フエフキダイ科R歯骨 l之
11. フエフキダイ科R前上顎骨

12. フエフキダイ科R歯骨

13. フエフキダイ科フエフキダイ属のR歯骨

14. ベラ科R前上顎骨

15. ベラ科R前上顎骨

16. ベラ科R歯骨

17. ベラ科上咽頭骨

18. ベラ科下咽頭骨

19. ベラ科下咽頭骨

20. ベラ科下咽頭骨

21. ベラ科下咽頭骨

22. ブダイ科L前上顎骨

23. ブダイ科R歯骨

24. ブダイ科L歯骨 嗅
25. ナガブダイ R上咽頭骰色緬

26. ナガブダイ下咽頭骨

27. ナガブダイ下咽頭骨

28. カジキ類尾体上面

29. カジキ類尾体側面

30. ニワトリ肩甲骨L

31. ニワトリ肩甲骨R

32. ニワ トリ烏口骨

33. ニワトリ上腕骨L

34. ニワトリ上腕骨L

35. ニワトリ尺竹L

36. ニワトリ大腿骨L

37. ニワトリ大腿骨L

38. ニワトリ大腿骨R

39. ニワトリ胚骨L
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1. 肩甲骨R

2. 肩甲骨L

3. 上顎骨RM1

4. 上顎骨LM1

5. 下顎骨R (C、p2,3,l、M1.2)

6. 下顎骨L (C、p2,4,t、M1.2)

7. 上腕骨L

38. 大腿骨R

39. 大腿骨R

40. 大腿骨L

41. 大腿骨L

42. 腟骨R

8. 上顎骨R

9. 挽骨L

10. 焼骨R

11. 尺骨L

12. 尺骨R

13. 寛骨L

14. 寛骨R

ヤギ

43. 上顎骨LM3

44. 上顎骨LM2

45. 上顎骨LM1

46. 下顎骨R (MJ 

47. 下顎骨L (P 3,4、M,)

48. 下顎骨L ( P • 、 M1)

49. 下顎骨LM3

50. 下顎骨LM2

15. 大腿骨R

16. 大腿骨L

17. 胚骨R

18. 胚骨L

lY. 環椎

20. 下顎骨R

21. 下顎骨L

22. ~ 尭骨R

23. 椀骨L

24. 上腕骨L

25. 大腿骨Jr千＜
26. 大腿骨R

51. 肩甲骨L

52. 肩甲骨L

53. 肩甲骨L

54. 肩甲骨L

55. 中足骨

56. 中足骨

57. 寛骨L

58. 大腿骨R

59. 上腕骨R

60. 上腕骨R

61. 椀＝四 ユ醗象R
62. 挽骨R

63. 焼骨L

逆て
J
 

30. 上腕骨R

31. 上腕骨L

32. 挽骨R

33. 椀骨L

34. 尺骨R

35. 尺骨L

36. 尺骨L

37. 寛骨L
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第127図版プタ

1 . 上顎骨

2. 上顎骨

3. 上顎骨

4. 上顎骨

5. 上顎骨

6. 上顎骨

7. 上顎骨

8. 上顎骨

9. 上顎骨

10. 上顎骨

11. 下顎骨 (a、b) a側面 b上面

12. 下顎骨 (a、b) 

13. 下顎骨 (a、b) 

14. 下顎骨 (a、b) 

15. 下顎骨 (a、b) 

16. 下顎骨 (a、b) 

17. 下顎骨 (a、b) 

18. 環椎L

19. 軸椎

20. 胸椎

21. 頭頂骨L

22. 頭頂骨R・L

23. 頭頂骨R

24. 頭頂骨L

25. 頭頂骨R

26. 頭頂骨L
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第128図版プタ

1. 肩甲骨R (大型）

2. 肩甲骨R (細型）

3. 肩甲骨L (大型）

¥¥し4. 肩甲骨L (細型）

上碗骨R

', 6. 焼骨L

f, 7 . 焼骨R

') 8. t尭骨L (太型）

．
．
．
 

0

1

 

l

l

 

，
 
t-

い
~
rう

（細型）

｀［筐［三=~三15. 寛骨R上部（大型）

16. 寛骨R臼部（大型）

17. 寛骨R上部（大型）

18. 寛骨L上部（大型）

19. 寛骨L臼部（大型）

20. 尺骨R

21. 尺骨L

22. 尺骨L

23. 大腿骨R

24. 大腿骨L

25. 大腿骨L

26. 大腿骨L

27. 大腿骨L

28. 腔骨R (大型）

29. 腔骨R (大型）

30. 腔骨L (大型）

31. 腔骨L

32. 踵骨R

33. 踵骨L

34. 踵骨L

35. 中足骨Rill

36. 中足骨LIii

37. 中足骨LIV I 

38. 噸屑fLiv1 
39. 中手骨LIII
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第129図版プタ

1. 上顎犬歯L (早） a 

2. 上顎犬歯R、 a

3. 涙骨L、a

4. 後頭骨a

5. 下顎骨a

6. 上顎骨R (辛）b 

7. 上顎骨L、b

8. 頭頂骨b

9. 側頭 ・後頭骨b

JO. 後頭骨b

11ぃ 下顎骨 ('f-)b 

l la. 下顎骨b
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第130図版プタ

1. 肩甲骨Rb

2. 上腕骨Rb

3. 上腕骨Re

4. 椀骨Re

5. 杭骨Lb

6. 尺骨R

7. 尺骨Rb

8. 基節骨c

9. 基節骨c

10. 中手骨RIVb

11. 中手骨Rlllb

12. 中手骨LIIIC

13. 中手骨LIVc 

14. 中足骨 b 

15. 椀骨Ra

16. 梼骨La

17. 尺骨Ra

18. 尺骨La

19. 肩甲骨La

20. 肩甲骨Ra

21a. 上腕骨La

21ぃ上腕骨La

22. 中手骨LIiia

23. 中手骨LIVa 

24. 中手骨Rllla

25. 上腕骨Rd

26. 上腕骨Ld

27. 尺骨Rd

28. 尺骨Ld

29. 大腿骨Rd

30. 大腿骨Ld

31. 肩甲骨Le

32. 上腕骨Le

33. 椀骨Re

34. 椀骨Le

35. 尺骨Le

36. 中手骨IVRe 
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第131図版 ウマ

1. 上顎骨R (p 2,3.• 、 M1,2) a、b

2. 上顎骨R (P•、 Mり a 、 b

3. 上顎骨L、M3(a、b) a側面、 b上面

4. 上顎骨L、M3(a、b)

5. 上顎肯L、M3(a、b)

6. 上顎骨L、pz(a、b)

7. 上顎骨L、p2(a、b)

8. 上顎骨L、p2(a、b)

9. 下顎骨R (P 3,-,、M,) (a、b)

10. 下顎骨L (M 1,2.~) (a、b)

11. 下顎骨R (P叫 (a、b)

12. 下顎骨L (P 2,J.,、M1.J (a、b)

ウシ

13. 上顎骨L、p3(a、b)a側面、b上面

14. 上顎骨R 、 p • (a、b)

15. 上顎骨R、M1(a、b)

16. 上顎骨R、M2( II ） 

17. 上顎骨R、M3( II 

18. 上顎骨R、M3( II 

19. 上埒舟R、M3( II 

20. 上顎骨R、M3( II 

21. 下顎骨R (P 2.3.-1、M1.2,3) a、b

22. 下顎骨L (M3) a、b
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1. 肩甲骨L

2. 肩甲骨L

3. 上腕骨R

4. 上腕骨L

5. 峰:-L 尺
6. 椀骨L

7. 中手骨R

8. 中手骨L

9. 寛骨R
10. 寛骨~)-©
11. 基節骨

12. 基節骨

13. 中節骨

14. 中節骨

15. 末節骨

16. 末節骨

17. 肋骨
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第133図版ウマ

1 • 大腿骨R

2. 大腿骨L

3. 腟骨L

4. 胚骨R

5. 胚骨L

6. 距骨

7. 踵骨R

8. 踵骨L

9. 中足骨 国）

10. 中足骨 (〖
11. 中足骨L

12. 中足骨L



3
 

―—置
5
 ?-

4
 

6
 

，
 

ーごー一

12 

第133図版ウマ



し

第134図版ウシ

1. 環椎

2. 軸椎

3. 肩甲骨L

4. 肩甲骨L

5. 肩甲骨L (幼）

6. 上腕骨R

7. 上腕骨L

8. 上腕骨L (幼）

9. 焼尺骨L

10. 挽骨L

11. 椀骨L

12. 尺骨L

13. 中手骨R

14. 中手骨R

15. 中手骨R (幼）

16. 中手骨L

17. 中手骨R

18. 基節骨

19. 基節骨

20. 中節骨

21. 中節骨

22. 末節骨

23. 末節骨
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1. 寛骨R

2. 寛骨L

3. 大腿骨R

4. 大腿骨L

5.)怪骨R

6. 胚骨R

7. 腟骨L

8. 膝蓋骨R

9. 膝蓋骨L

10. 距骨R

11. 距骨L

12. 踵骨R

13. 踵骨L

14. 踵骨（幼） L 

15. 踵骨（幼） R 

16. 中心骨根骨R

17. 中足骨L

18. 中足骨L

19. 中足骨R
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湧田古窯跡正誤表

行 麟＾、l ・'-・-ヽ，'・-・•;l 胃“
巻首図版l 東側

大城剛（現具志川市教育委員会）
碑

5 15 ，、
21第IS図
26 19 
26 7 
36第1表l
47第35図●磁⑩
82第60図鳩軸陶塁
85 II 
85 I 3 
93 2 
93 Iヽ
94 36 
95 33 
98 13 
98 (0 
99 27 
10 I 29 
101 32 
101 35 
103第71図4
10(第73図12・13
105第76図3
!OS第77図6
105第78図3・4

加いの蓄号が載っている

品
算30図PL.35 
書gなし
蓄号なし

第63図I
第63図2
「上焼」 （註1)
「フィガキー」 （註2)

これは外面鉄釉。内面
灯火以下に

三攀文
a~b 
円味
入れる前

陶器が出土

灰緑色の釉色

履部に僅かに

内面の角の部に

円笥形

!OS第78図!>~7 (三採）
105第79図3 (三採）
106第82図3 下端に釉溜で
122 10 (第92図1)
122 17 口厚も
122 25 (第93図1)
I 22 33 (第93図3)
122 3ヽ （第9ヽ図l)
123 a <第95図l)
123 9 (第97図7)••• (第97図1)
123 13 口屋外端
123 28 (第96図2)
123 36 (第97図2)
123 38 立蟷を欠く
I 24 32 (註I)をを参考
126第8ヽ図9 脚高の・・・脚高外溢
127第87図6 「へ」の字の上に点である。
130 6 クイプのものと、
134 16 口縁内部
13ヽ 19 資元資料の
134 S 遭褐色
135 29 内湾口径の
138第9表 摺鉢
ua第9表 第9表摺鉢口径一覧
uo第91図12 「 」のヘラ記号
1(0第93図50 「 」のヘラ記号
178第 1ヽ 衰こりトリ骨出土腔骨骨体第3層(1)
状況

1791第ta表イ｝骨出土状肩甲骨・脊椎骨

183 :119図 プタ"'I第2ヽ表 イノシシ薗牙出土状況191第33表り9骨出土状胃甲骨の完存

, o-u 

況
第81図版 ？の正面写真と11の正面写真

9の正面写真と12の正面写真
9イ科：tミtarイのL前上顎骨
ネコが29.椎体の下になっている
大腿骨L
28. 椎体
29. 椎体
上疏骨R
10. 寛骨R
s. 撓骨L
10. 中足骨
,}中足骨

,. ・ .. ・ IE 
北東側

金城透（現沖綱瓢立博物誼）

番号は載せない

割合
載せない

12 
5 
第63図1
第63図8
（註t)削除
「フィガキー」 （註I)
鉄釉、内面

灯火以外に

三葉文
a・b 
丸味
入る前

陶召は出土

灰緑色寄の釉色
11部は僅かに
罫線もれ

内面の角部分

円筒形
罫綿もれ

昌勾
下嬬は袖溜で

（第8(図1)
口唇も

（第as図I)
（第85図3)
（第86図I)
（第87図1)
（第89図7) •. • (第89図I)
口唇外端

（第88図2)
（第89図2)
先嬬を欠く

（註 I)を参考
脚台の・・・脚台外端

「へ」の字の上に句点を入れてある。
クイプのもので、

口縁内面

復元資料は
檀褐色
内湾口縁の

櫨木鉢

第9表植木鉢口径一覧
「6」のヘラ記号
「に」のへ9記号
屈竹近位部第1層(1)

順序入れかえ

プ9
プク歯牙出土状況
属甲骨の近位部

7→ 11 ll→7 
9→ 12 l2→9 
9イ科ミtミtor{のR前上顎骨
ネコは21.推体の上にくる
大腿骨R
25. 履椎体
29. 罷椎体
上腕骨R
10. 寛骨し
5捐尺骨
10. 中足骨R
9. 中足骨R



第 4 表 本土産陶器観察一覧

r>:11_ PL. a呂 地双 がり，ト 謳k SBll~ 部位 口径 哭士EヽZ 絡徴 産地 I 年代

第6(図 I I し44 第 1瓦層 Si 口縁部 H. 5 龍訊見込み荒磯文。 I肥前 1650年代~1680年代
PL. 73 
2 l せU 缶3層卜而．貧灰 面 底部 6見込み荒磯文。 肥前 I 650年代~1680年代

3 I し(5 円形状集中 面 底部 3外体部下半に1条、高台外面2条． 肥前 17C後半

1 1-(l L字土層 高台内に1条の圏線。

4 l こ46 第毛辻4層百. 4 碗 底部
4, Z 外体部下半^ 蜃に付1条け．高に台外面に2 肥前 17C後半
条の圏線 に砂付着．

5 I 試5 珊壬l 而 底部 4. 8 ”こ●り印tfl_ 肥前 tac前半ー中葉

6 I し ~o 潰乱 耐 底部 ,. 9 見込み蛇の目釉剥ぎ。高台砂付 肥前 !8C代

着ヘ

1 I ち44 ま 2層 碗 底部 4.4 目込み蛇の目釉剥ぎ。 肥前 !BC後半-19C前半

8 I に41 1室 2謳 碗 I底部 4 1 BP';;;; l8C後半~t9C前半

9 I た44 1~1 百饂 茄 1底部 3. Z l,li1k. 女^ 肥前系 !9C初～裏末

10 I ちu ま 3編 瓶 類部に直＃文n JID前 17C中薬

II l つ(5 攪乱 皿 底部 5. 9 体部内面つる草。見込み蛇の目 肥前 J7C末~tac中葉
I釉 1311ぎ

12 I け40 攪乱 皿 底部 .ヽ2 見込み山水文。畳付けに煤付着 肥前系 19C初～幕末

13 ! さ40 表土攪乱 そばち 底部 6. S 山水文。 肥前 18C前半ー中葉...

． '1号考
ょ.... i 

14 l 小杯 紺nv_ ＇町n 15 so年代~1680年代
第65図 I 2 な61 攪乱 而 口縁部 12. a 雲龍見込み荒磯文。 肥前 II mo年代ー1680年代

PL. 74 
2 2 2直号+窯I前面 玩 口縁部 13 4 望龍見込み荒磯文。 ：肥liii ， : I 650年代ー1680年代

I 

3 2 黒褐色．攪 碗 底部 4. 6 見込み荒磯文。 iI 肥n;i 1I 1 s50年代-1630年代
天l

4 2 ち59 8属 富 口縁部 11. 7 山水文。 面面~ 1640年代~1650年代
5 2 た59 l層 面 底部 5. 4 見込み困線内に花序文。昼付に 肥前 I 640年代~1650年代

砂付羞＾

6 12 て51 砂利層
碗 底部 3 6 高台内に 「寿福」を上下に合字 肥前 1650年代~!680年代

？ 

7 2 表土隕乱 玩 完形 11. 9 5. 8 5 外面丸文。見込み五弁花 <n=~ 肥前 18C中葉～末
り印判）。見込み蛇の目釉剥ぎ

In 

8 2 な57
落（ち里込埠み缶ヽ

而 底部 4. 8 高台内「大明年製」のくずれの 肥月11 16C中葉一末

鮎'-

9 2 に57 2攪乱 玩 底部 5. l 見込み五弁花 (J'lこt1印判）見 肥前 l BC後半

込合砂み蛇付羞の'-目釉剥ぎ。釉剥ぎ．高 I 
10 2 なs7 I攪乱2 lit 完形 10. 8 5 8 5. 6 広東型。外面山水文。見込み岩1肥前 19C前半

油▽は千烏の（ずれn

11 2 I I表士攪乱 碗 完形 11 5. 4 3. 8 外面．見込み格子目文。見込み 1肥"''系 1820年代～幕末

I 蛇の日釉劉I紀

12 2 Iな57 濯£ 碗 字lf< 11. 7 6 (. 6 控后刑外面沼水v" 肥．節 1820年代～幕末

13 2 ぬ59 潰乱、黒褐 婉 完形 10. I 5. 4 4. l 端反型。外面水草文。口縁内面 肥前 1820年代～幕末
缶 雹 v_日：入み「孫氏 I<ずれ。

第66図 I 2 I'こ59 攪乱 碗 完形 10. 8 5. a 3. 8 外面山水文。 肥前系 1820年代～幕末

PL. 15 
2 2 に51 1赤俎色 玩 I字形 9 4. 6 3.) 1外高rlr7kV. I如 n,i系 1820年代～墓夫

3 2 に57 1茄俎伍 面i 字形 8. 9 • 7 3. 6 国志芦Jt+_ I肥前系 1820年代～●末

• 2 lにsa 黒褐色 碗 完形 10. 8 5 3. 8 外面帆掛文と鼠。見込み蛇の目 肥前系1I1m年代～蔦末

I I釉劃l去'"

5 2 表土攪乱 蓋物 底部 6. 2 外面唐草文の一吊。 肥前 I t8C代
｛泊珈） I 

6 2 に57 頃ば 2 芸珈 1底部 6.8 1体部外面下半広会に圏鯰＾ 1炉前 I 18C代

7 Z に57 1躙壬！ 蒼物 I~ 形 8. 6 4. 6 41苓珈の g 外面--~h り文。 I肥前系 l8C末～幕末

8 2 に57 1撞ぽl 苔物 i字IF¥ IO 3 8 6 7. 2 芦伽の身外面液漬女； I肥前系 l8C代

g 2 な57 攪乱2 鉢 底部 7. 2 見込み花か宝文。蛇の目凹形高 肥前系 l9C初～幕末

ム--

10 2 に57 赤褐色 lill 見込み五弁花文。高台内蛇の目 肥即 1640年代~1650年代

1紬劉1去'-

11 2 な59 攪乱（淡黄 皿 底部 5. 4 登付に砂付箸。 肥前 l640年代~l650年代
埠缶＼

12 2 に57 攪乱 I 皿 底部 10. 2 粗放な芙蓉手皿。見込み流水文 肥前 16 50年代~1670年代

'. 
I 3 2 2帽号｝王窯l前面 IIIl 底部 10 祖放な芙蓉手皿。見込み文様は 肥前 16~0年代~1670年代

I不B凡

H 2 1~ 十躙壬I !Ill I底部 I 4. 7 自込み庄草文 丹付砂付著。 屑n前 !BC後半

IS 2 に57 漬乱 llll I底部 6. 4 目込み宝袋文。 l即前系 18C後半~19C初



第 4 表 本土産陶器観察一覧

＇ 石代

五代

日

脚
一
訳
訳
一
樹
一
訳

訊吋竺訊

閃.PL. 朕 1 !tb rx り.,,, 卜 層位 哭彩 部付 口径 器濯 底径 砧得 産抽 年代

第66図 i6 2 埋土 皿 底部 s. 2 見込み宝袋文。 1肥前系Il8C後半-t9C初 一1 
PL 7$ 

17 2 に57 攪乱2 面の近 口縁部 9. 2 端反型の碗の蓋。外面届草文の 1I肥iiり系 1820年代～幕末
一樗＾口縁内面霞文。

第67図 l 2 な60 第3層 皿 底部 s見込み山水図。外面草花文の一肥前系 19CM~幕末
PL 76 f;Jn 

2 2 な57. 潰乱2 皿 底部 5. 6 見込み山水図。外面草花文の一 肥前系 19C初～搭末

I坪^
3 2 に57 赤褐色 皿 完形 10 2. 2 s. a 見込み山水図。口銹。は花型の 肥11•1 系 Il 3C初～幕末

皿。

4 Z に56 I 濯~I 皿 底郡 8目込み干鳥図。店台内無釉。 ！肥前系叶9CM~慕末
5 2 2号窯（前 皿 底部 5 5 輪花形の皿。外面店箪文の一種i肥前条i19C初～幕末

堅部）．攪 。内面芙蓉手。 I I 
乱 I I 

6 2 な56 16層上 皿 底部 9. 4 見込み山水図。蛇の目凹形品台1肥H11系Il 9C初～幕末
I 0 : I 

7 2 に ~7 攪乱 皿 完形 10. 2 2. 2 6 n見込。み山水図。外面草花文の一I| 肥前系 l8C末~19C前半

！ g 2 な&2 潰乱 皿 完形 10. 2 2. l 6. 5 外面店革文の一柱，内面知花散 肥前系11scm-幕末
I らし文、3 -.. 

9 2 な56 I潰乱I I皿 完形 12. 2 2. 2 6 2 口紐内面四方だすき文n 見込み 肥前系1I19cm~第末
1山水図。

10 2 な60 ，ま3層 皿 1字jfそ 7. 8 1. 9 4. 2 i内而網目文。 I肥前系 l9C初～幕末
l l 2 ぬ58 攪乱層 皿 口縁部 12 2 綸花形の皿。内面の文様窓匠文 把削系 l9C初～幕末

明。

12 2 な51 落ち込み． 皿 完形 15 2 4, 3 8. 8 輪花形の皿。口銹，蛇の目凹形 肥前系I↑ l 9C初~1/t末
蹄褐色 滴台。内面LIJ7k文っ

l 3 12 な57 ＇瀾壬l ＊入れ 字形 9 2 7 9 9. B 1外面梅と竹g Ill"苅 19Cm~預末
第68図 1 1 こ41 第 2層 碗 底部

I 3. 3 白磁。 1肥前 117c後半
PL. 77 I 
2 2 な・に6 ！碗 完形 11. 2 5, 6 4.1 白磁。

—.. II 肥前 : I I 7C後半

゜3 2 に57 槽~2 碗 后そ部 4. 5'白祖^ ＇肥前系 !BC
4 12 に57 1躙 £I 而 1底部 5白研目込み蛇の目釉剃ぎ。 1肥前系 18C後半～蔦末
> I と42 1第2篇 瓶 1底部 d 7 白“ I肥前 IJ8C~l9C 
6 2 な・に6攪乱 碗 底部 4. 8 臼磁。見込み部分を蛇の目釉剥肥削系II BC後半～葦末

゜
ぎ状に泥状の砂を塗り、熔著を

I防ぐ^
17 2 にS7 II 攪乱 !Ill 底部 4. 8 高台部無釉。見込みに砂目 1個1肥前面11 sao年代-1610年代

Iあり " l 
8 2 I ！潰乱 皿 底部 6 白磁。見込み部分を蛇の目釉剥1ne c後半～幕末

I ぎ状に泥状の砂を塗り．熔酋を i
I I防ぐn

9 2 I表＋＿潰舌l 皿 1底部 a. 9酉g;iQ!I; の目凹彪画台g L肥前 ，l8C~l9C厠半
10 1 さ44 ! 第3層 皿 ＇字形 10. 1 t3 ul□銹。粗下半高台部無釉っ 9肥前 1 I S80年代-1610年代
11 I た42. 第 1瓦層、 皿 完形 l 0. 7 3 3. 6 胴下半・涵台部無釉。 ぼI前 l l I 580年代~1610年代

ち42 第3層黄灰
1伍＋

I Z I せ47 I第 1陪i IIll 口ほ部 12. 6 I胴下半無釉 ifll"前 I 1580年代~!610年代
J 3 I さ40. 1ft乱．北井 碗 底部 4内野山窯産。外面緑釉．内面透 肥前 !SC前半～中菜

さ ~2 戸 B!I釉高台部無釉

14 I こ41 井戸中 Ill! 底部 (. 5 内野山窯産。内面紐釉．外面透 肥前 I 18C前半～中菜

台明釉部無。釉見込。み蛇の目釉剥き＇。高 1I I 
15 l 

ら43. ・1第3層
碗 底部 4. 4 見部込無釉み鉄"絵。外面胴下半・高台 肥IIり I I 580年代~1610年代

l 612 な57 潰乱 皿 底部 1 4 3 肥前産の可能性強い。見込みに 1京焼系:l BC前半
山水図を描く。 ． 

17 2 ぬ59 II 役乱、黒褐 皿 底部 4. 7 点焼風陶器。見込みに呉須絵で！肥前 I 17C後半
色 山水図を描く，高台内印銘「木 1

下弥 I? ' 
18 1 た42 第 1瓦層 皿 口縁部 11. 5 紐により植物文？を描く。胴1肥ijlJ : l 180年代~1610年代

下半無釉

19 Z な57 攪乱 IIIl I底部 7 6 大皿n 胴下半・高台部無釉。 ！肥前 '1580年代~1610年代
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